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序

っ　ば市は　昭和罰年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて

以来撃　冒本の科学技術の研究開発の核として，さらに，国際交流の拠

鰯としての国際都市にふさわしい街づくりを推進しております。

平成膵年度開通予定の　つ　ばエクスプレス」はタ　この新しい街づ

くりの一環としてつくば市と東京圏を直結させることによって賢　人の

物砂情報の交流を盛んにし　地域活性化の太　な力になる　の　期待

されても増す。そこで　平成　年7月に県　市　地権者の三者協議の

新線開発合意を受けタ新線整備と沿線開発を一体的に進める土地区画

整理事業が進められております。

財団法Å茨城県教育財団は　茨城県よ　埋蔵文化財発掘調査につい

ての委託を受け　平成　奪4月から平成は年　別こかけて島名熊の山

遺跡を　平成五年4月から平成臓年5月にかけて島名前野遺跡◎島名

前野東遺跡の島名境栓遺跡の谷田部漆遺跡の発掘調査を実施してまい

りました。その成果の一部は　すでに当財団の文化財調査報告第はの

集　第臓集　第摘集　第摘集　第膵集　第膵集　第摘集　第摘鼠

工ご＼∴‾‾．、子．、豆l∴〆．：昌：‾J

本書は　平成臓年度に調査を行った島名八幡前遺跡の調査成果を収

録したものであります。本書が学術的な研究資料としてはもとよ軋

郷土の歴史に対する理解を深めタ　ひいては教育e文化の向上の一助と

して御活用齢ただければ率いです。

なお芦発掘調査から報告書の刊行に至るまでタ委託者である茨城県

から賜りました多太なる御協力に対しタ　心から御礼申し上げます。

またタ茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導夕御協力を賜りましたことに対しタ　衷心よ

り感謝の意を表します。

平成且5年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　任　那



例 紺

本書は　茨城県の委託によ軋　財団法人茨城県教育財団が平成且3年度に発掘調査を実施した芦　茨城県つく
しまなはノんまえ

ば市大字島名に所在する島名八幡前遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおi）である。

調　査　平成13年4月2日．＼平成工的つ2月31日

整　理　平成1＿4年上目‾Jl「ト平成15年3月31II

3　当遺跡の発掘調査は，調査第二課長鈴木美治の指揮のもとタ　調査第二課第2正長矢ノ倉正男夕　主任調査員

藤田哲也，日出正子，青木仁昌，調査員寺門義信が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆も編集はぎ　整理第一課長川井正一の指揮のもと主任調査員吹野富美美声　青木

仁昌が担当した。

執筆分担は，以下のとおりである。

吠野　　第二う章第3節1　古墳時代の遺構と遺物

青木　　第1章＼第3章第2節，第3章第3節2　奈良・平安時代の遺構と遺物＼第3章第4節　まとめ

5　発掘調査及び整理に際し御指導。御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対しタ　深く感謝の意を表し

ます。〕



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋6，320m，Y＝＋20，240mの交点を基

準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3

……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C……j，西

から東へ1，2，3，……0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称

した。

2　抄録の北緯および東経の覧には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次の通りである。

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑－SK　溝跡－SD　不明遺構－SX　ピットーP

遺物包含層－HG

遺物　土器・陶器－P　拓本記録土器－TP　土製品ADP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M

瓦－T

土層　　撹乱－K

4　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，遺構は60分の1，または80分の1に縮小して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・火床面 竜材・炉材・黒色処理 炭化材・施寒由 業変色

土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品△　　瓦★　　硬化面…一一一一一

5　十層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

6　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

7　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）計測値の（）内の数値は既存値を，［］内の数値は推定値を示した。単位は，法量についてはcm，重

量についてはgで示した。

（2）備考の欄は，残存率及びその他必要と思われる事項を記した。

（3）文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「箆書」，焼成後に線刻されたものを「刻苦」と分けて記

述した。

8「主軸」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例　N－100－E）。
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ふ　り　が　な

所　収　遺　跡

ふりなが

所 在 地
コ　ー　ド 北　 緯 東　 経

標 高 i 船 期間 i 舶 積 細 原因

Lま　な　はとノ　まん　まえ島名八幡前 茨城県つくば 08220 36度 140度
摘　 巨細 現 高 聯 高 掛 舶

遠路 市大字島名字 － 3分 3分 、　　　　 、　　　　　　　　　 坪一体型特

八幡前2555番 388 飢秒 33秒 24m　　 20011231　　　　　　　 定士地区両

㌢ノ地ほか 36度 140度 整理事業に

3分 3分 伴う事前調

33秒 21秒 査
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

所収遺跡名 種 別 「射 時機 i 主 な遺 構 i 主　 な　 遺　 物 特 記 事 項

霊霊卒 集落跡　 古

奈良

申

不

墳　 竪穴住居跡　 蟻軒　 土師器 埠e高塚の椀の壷の婆や甑）須 古墳時代後期か
恵器（フラスコ壷工士製品（紡錘 ら奈良 ・平安時

車上右製品（管土工鉄製品（刀子） 代にかけての態

・平安　 竪穴住居跡　 81軒　 士師器（杯・高台付椀・婆・甑） 落跡である工　中

鍛冶工房跡　 1基　 須恵器（林・高台付林・盤・高盤・聾・ 世には，地下式

据立柱建物跡17棟　 鉢・甑） 堰などが碓認き

士坑　　　　 34基　 灰軸陶器（長頭瓶・椀） れたことから，

溝跡　　　　 3条　 士製品（紡錘車・土工・羽目・置き竃う 墓域として利用

遺物包含層 1か所　 石器（砥石） されたと考えら

大彬竪穴状遺構2基　 右製品ぐ紡錘車） れる。多量の銑

不明遺構　 1か所　 鉄製品けルリ鍵・鎌・刀子・釘・鉄掛 藻や備羽目片を

世　 相立柱建物跡 2棟　 土師質士器，陶器，磁器 伴う鍛冶炉跡が

地下式墳　　 8基 確認されている。

方形竪穴遺構 6基

士坑　　　　 21基

溝跡　　　　 1条

明　 士坑　　　 187基

溝跡　　　　　 4条
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，首都圏とつくば研究学園都市を結ぶつくばエクスプレスの早期開通をめざし，新線の建設とそれ

に伴う沿線開発に取り組んでいる。

平成6年8月18日，茨城県（都市整備課）は，茨城県教育委員会教育長あてに，常磐新線沿線地域の開発地

内における埋蔵文化財の有無とその取り扱いについて照会した0これを受けて茨城県教育委員会は，平成8年

6・8・10月に現地踏査および試掘を行い，平成8年11月8日，島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地

内に島名八幡前遺跡が所在する旨を回答した。

平成13年3月7日，茨城県から茨城県教育委員会教育長あてに，文化財保護法第5条の3に基づく土木工事

等の通知が提出された。同年3月16日，茨城県教育委員会教育長から茨城県あてに，工事により埋蔵文化財に

影響が及ぶことから，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。同年3月26日，茨城県から茨城県教育

委員会教育長あてに，事業地内における埋蔵文化財について協議書が提出された。同日，茨城県教育委員会教

育長から茨城県あてに，発掘調査の範囲および面積について回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団

を紹介した。

茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受けた茨城県教育財団は，平成13年4月2日から島名

八幡前遺跡の発掘調査を開始し，同年12月31日までに15，096m2の調査を実施した。

第2節　調　査　経　過

島名八幡前遺跡の調査は，平成13年4月2日から平成13年12月31日までの9か月間実施した。以下，調査の

経過について，概要を表で記載する。

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11 月 12　月

調　査　準　備 ；ヨ悪 霊 認 ㍑ こ相 ここ．．。ニrモこ・r川 ニ・さニ・ニ・コ・ニ

表土除去及び遺　構　確　認
】
l

桓 画

遺　構　調　査
1

I洋 室 】事 業 l－こ善 豊 l憂 曇 1一瓶 簑；

テニ・こモこ．こ　　ンこ．．こ，1．ンこ．．0こ．こ…・ニここ。コ・ガニ・プ潔昔粘

l・YZニ賽；寮 ………；こきヨ・ヂ

遺物洗浄及び
注　記　作　業
写　真　整　理

l

I

澤 ニ・ここニ・、l善 業 l畜＿累 ．－．】

モ・ミミヨ・ニヲトニヨニrここここユニここニrウニここここ．て

穿 璧 Iこ・薄 暑 l操 l

補足調査及び
後　片　付　け

一1－
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第　国　鳥名八幡前遺跡調査区設定図



第2章　位置　と　環境

第且節　地理的環境

島名八幡前遺跡は，茨城県つくば市太字島名字八幡前2555番地ほかに所在している。

つくば市は，筑波山を北端に，南西側に広がる標高約20～25mの平坦な台地上に位置している。この台地は

筑波0稲敷台地と呼ばれ，東を霞ケ浦に流入する桜川夕　西を利根川に合流する小月川の商流する二つの河川に

よって区切られている。それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高約5mの沖積地が発達して

いる。両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から南

に向かって流れ，台地は浅く開析され，谷津や低地が細長く入り組んでいる。

筑波。稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜

交層理の顕著な砂層0砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（0。3～5。Om），褐色の関東ロトム層

（0．5＼2．Onl）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている1。

つくば市南西部の旧谷田部町域の島名地区は，東谷田川と西谷田川に挟まれた台地上に位置している。東谷

田川はタ　島名地区において蓮沼川などと合流し，多くの谷津をつくり出している。当遺跡は，蓮沼川と東谷田

川の合流点より東谷田川を北に500nlほどさかのぼった東谷田川右岸の標高約22nlの台地の緩斜面に位置して

いる。台地上は畑地として耕作され，河川の沖積低地は水田として利用されている。当遺跡の調査前の現況は

畑地である。

第2節　歴史的環境

当遺跡周辺の小月川や東谷田川，西谷田川，蓮沼川流域の台地上には，縄文時代から中世にかけての遺跡が

数多く存在している。

縄文時代には，小貝川や東谷田川，酋谷田川に面した台地の縁辺部に集落が形成されるようになる。酋谷田
さかいまつ

川左岸の台地上に立地している境松貝塚2きく2＞は，谷田部地区の代表的な遺跡であり，前期から中期にかけて

の遺構が確認され，地点貝塚が確認されたことが注目される。島名八幡前遺跡の周辺では，当財団の調査によ
しまなまえのひがし　　　　　　　　　　　　　　　　Lまなさかいまつ

軋　当遺跡の約500m南の島名前野東遺跡3ノ＜3＞，さらに500m南の島名境松遺跡4′＜4＞，約日料西の島名ツ

バタ遺跡＜5＞に中期の遺構が存在することが明らかになった。集落は，河川や谷津に画した台地の縁辺に位

置し，内陸に位置する集落はまれである。

弥生時代の遺跡は当地域では少なく，谷田部地区では，後期の遺物が出土した境松貝塚などが確認されてい

るだけである。

古墳時代になるとタ　島名地区を中心に遺跡数の増加が顕著になる。昭和34年当時の谷田部地区には，古墳群

Ⅲか所掌　古墳約300基が確認されている5j。それらのほとんどは径10m台の小円墳であり，地域的な群集境のあ
しまなくま　彗Jま　　　　　　　Lまなせき　たい　　　　　　おものい

り方を示している。当遺跡周辺にはタ　島名熊の山古墳群＜12＞，島名関ノ台古墳群＜13＞，南野井古墳群＜14＞，
Lまなえのきうち　　　　　　　しもかわらさきたかやま

島名榎内古墳群＜15＞，下河原崎高山古墳群＜16＞などが確認されている。面野井2号墳からは，旧谷田部町域
ぼうせいきょう

唯一－・の小形作製鏡（．囲獣鏡）の出土があり，注目される。
Lま

当遺跡周辺の集落跡には，当財団の調査により，古墳時代を通して生活が営まれた島名熊の山遺跡針＜20＞，島
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第2図　島名八幡前遺跡周辺遺跡位置図（国土地理院2．5万分の1「谷田部」）
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表1　島名八幡前遺跡周辺遺跡一覧表

番

にコ亨

遺　　 跡　　 名

県

遺

跡

番

　。

号

時　　　 代
番

にコ‾コテ

遺　　 跡　　 名

県

遺

跡

番

　。

号

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

e

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

世

近

世

1 島 名 八 幡 前 遺跡 388 ○ ○ ○ 27 元 宮 本 前 山 遺 跡 559 ○ ○

2 境　 桧　 貝　　 塚 039 ○ ○ ○ 28 高　 須　 賀　 遺　 跡 364 ○ ○

3 島名 前 野 東 遺 跡 389 ○ ○ ○ 29 下河原崎谷中台遺跡 382 ○ ○ ○

4 島　名　境 松 遺 跡 391 ○ ○ 30 面　野　井　南　遺 跡 416 ○ ○ ○

5 島 名 ツバ タ遺 跡 068 ○ ○ 31 水 城　下　道　遺 跡 417 ○

6 真　瀬　山　田　遺　跡 042 ○ ○ 32 水 城 屋 敷 添 遺 跡 418 ○ ○ ○

7 真 瀬堀 附 南 遺 跡 368 ○ ○ 33 水　 堀　　 遺　 跡 082 ○

8 中日硲海道端遺跡 428 ○ 34 平　 後　 遺　 跡 421 ○ ○

9 谷田部台成井遺跡 071 ○ 35 平　 北　 田　 遺　 跡 420 ○
ilO i

谷 田部 福 田遺 跡

1

040

I

○

l

○

l l

36 太白硲酋ノ裏遺跡 423

l

○

！ l ！

ill
谷田部福 田前遺跡 072 ○ ○ ○ 37 太白硲民部山遺跡 425 ○

12 島名熊の山古墳群 059 ○ 38 小 自硲 水 表 遺 跡 426 ○

13 島名関ノ台古墳群 052 ○ 39 小 自硲民部山遺跡 427 ○

14 面　野 井 古 墳 群 053 ○ 40 島　名　榎　内　遺 跡 047 ○

15 島名 榎 内古 墳 群 058 ○ 41 島名 榎 内南 遺 跡 384 ○ ○

16 下河原崎高山古墳群 054 ○ 42 島名 タカ ドロ遺跡 075 ○ ○

17 下 河 原 崎 古 墳 群 055 ○ 43 谷 田部 櫓 下 遺 跡 087 ○ ○ ○ ○

18 真瀬熊の山古墳群 060 ○ 44 根　 崎　 遺　 跡 213 ○ ○ ○

19 谷田部台町古墳群 057 ○ 45 高　　 田　 遺　 跡 080 ○ ○

20 島名 熊 の 山遺 跡 214 ○ ○ ○ ○ 46 水 堀 箪後 前 遺 跡 419 ○

21 島　名 前　野　遺 跡 041 ○ ○ ○ 47 面　 野　 井　 城　 跡 092 ○

22 谷　田　部 漆 遺 跡 073 ○ ○ 48 大　 和　 田　 氏　 館 422 ○ ○

23 島　名　薬　師　遺　跡 046 ○ 49 高　 須　 賀　 城　 跡 049 ○

24 島　名　本　田　遺 跡 387 ○ ○ ○ 50 熊　 の　 山　 城　 跡 048 ○

25 島名 関 の 台遺 跡 079 ○ 51 谷　 田　 部　 城　 跡 050 ○ ○

26 元中北東藤四郎遺跡 381 ○ 52 古　　　 館　　　 跡 090 ○
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なまえの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やたべうるL

名前野遺跡7プ＜21＞，島名前野東遺跡が確認されている。また，谷田部漆遺跡8号＜22＞からは中期，島名境松遺
Lまなやくし

跡からは後期の集落が確認されている。当遺跡の北100mに所在する島名薬師遺跡＜23＞からも後期の遺物が確

認されている。遺跡の分布を見ると，開墾の進行により集落が徐々に台地縁辺部から内陸部へと移動していく

様子もうかがえる。島名地区には，古墳時代を起源とする集落が多いのも特徴である。
くんが

奈良・平安時代には，島名地区は河内郡に編入される。河内郡街は，当遺跡から北東へ4。5kmの距離に位置す
こんたにし　　　こんた．にしつぼ

る桜地区の金田西遺跡・金田西坪A遺跡・金田西坪B遺跡付近に所在する9…。当遺跡の所在する島名地区は，『和

名類緊抄』にある「鴫名郷」に比定されている10う。島名熊の山遺跡は，古墳時代に集落の起源をもち，奈良・

平安時代を中心に竪穴住居1300軒以上という島名地区の拠点的集落であったと考えられる。この島名熊の山遺
おものいみなみ

跡を中心に，当遺跡と同様に古墳時代から継続して生活の営まれたと思われる面野井南遺跡＜30＞，島名前野
しまなえのきうちみなみ　　　　　みずほりどうこまえ

東遺跡，島名榎内南遺跡＜40＞や水城道後前遺跡＜46＞が周囲に存在している。しかし，遺跡数は古墳時代に比

して減少の傾向を見せており，今後の調査研究が待たれるところである。
はったともいえ　　　　　　　　たけ

中世になると，島名地区は田中荘と呼ばれることになる。鎌倉幕府の成立後，八田知家の入部によって多毛
よしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらいでし

義幹が没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。室町時代には，小田氏配下の平井手氏が南野井城＜47＞を構え

て島名・面野井に住していだ1ノ。中世以降の確認された遺跡は城館跡がほとんどであり，島名前野東遺跡からは

方形に巡る堀を伴う居館跡が確認されている。当遺跡からは中世の墓域であったと思われる遺構が多数確認さ

れている。しかし，当時の集落や墓域に関する調査成果は少なく，集落での生活や葬送については未だに不明

の点が多い。今後の調査研究によって中世における集落の生活，葬送などが明らかにされることを期待したい。

※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。
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第3童　調査の成果

第且節　遺跡の概要

島名八幡前遺跡は，奈良・平安時代を中心とした，古墳時代から中世にかけての複合遺跡であることが確認

できた。

今回の調査によって，古墳時代の竪穴住居跡15軒，奈良ヰ安時代の竪穴住居跡81軋掘立柱建物跡17棟，大

形竪穴状遺構2基，中世の地下式墳8基，方形竪穴遺構6基などが検出された。遺物は，土師器，須恵器を中

心に遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に108箱出土している。

古墳時代の遺構は，後期の竪穴住居跡が15軒検出され，当集落の起源は古墳時代後期になると考えられる。

奈良・平安時代の遺構として，調査区東部から鍛冶工房跡が検出されており，多量の鉄淳や鍛造剥片，鯖羽

目が出土している。また，調査区西部からは，大形住居跡や掘立柱建物跡群が検出されている。墨書土器の出

土も数点見られ，遺跡の中で重要な役割を担った地区と考えられる。

中世の遺構では，地下式壕や方形竪穴遺構が調査区南部に集中することから，中世には墓域として利用され

ていたものと考えられる。

第2節　基　本　層　序

テストピットは，調査区北端のA3cl区に掘削した。地表面の標高は23．9mで，地表面から深度2．6mまで掘

削した。基本土層図を第3図に示した。

テストピットの土層は，色調・構成粒子e含有物e粘性などから12層に細分される。これらは，大きく表

土・関東ローム層・常総粘土層に分類され，第102層が表土（耕作土）第　～n層が関東ローム層，そし

て第12層が常総粘土層に相当する。

各層の特徴を述べる。

第1層は，極暗褐色を皇する腐植土層で，ロ…ムブロックを少量含む。粘性は弱いが，しまりは普通である。

層厚は8～18cmである。

第2層は，極暗褐色を皇する腐植土層で，ロ…ムブロッ

クを中量含む。粘性eしまりはともに普通である。層厚は

7～16cmである。

第3層は，明褐色を里するローム層で，粘性・しまりと

もに普通である。層厚は6～24cmである。ソフトロームに

相当すると考えられる。なお，第1黒色帯については確認

することができなかった。

第4層は，暗褐色を皇するローム層で，ロームブロック

を多量に含む。粘性は弱いが，しまりは強い。層厚は9～

34cmである。ハードロームに相当すると考えられる。

第5層は，黒褐色を皇するローム層で，ロームブロック
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を多量に含む。粘性は弱いが，しまりは強い。層厚は8～26cmである。第2黒色帯に相当すると考えられる。

第6層は，黒褐色を皇するローム層で，ロームブロックを多量に含む。粘性は弱いが，しまりは強い。層厚

は2～18cmである。第2黒色帯に相当すると考えられる。

第7層は，褐色を皇するローム層で，黒色粒子を中量含む。粘性・しまりともに普通である。層厚は26～46

cmである。

第8層は，褐色を皇するローム層で，黒色粒子を中量含む。粘性は弱いが，しまりは強い。層厚は22～42cm

である。

第9層は，暗褐色を皇するローム層で，黒色粒子を中量含む。粘性は普通で，しまりは強い。層厚は26～52

cmである。

第10層は，褐色を呈するローム層で，黒色粒子を中量含む。粘性は弱いが，しまりは強い。層厚は24～42cm

である。

第11層は，褐色を皇するローム層で，粘性・しまりともに普通である。層厚は6～14cmである0

第12層は，明褐色を呈する粘土層で，赤褐色スコリアが混入している。粘性が強く，しまりは普通である。

下層は末掘のため，本来の厚さは不明である。

住居跡e土坑等の遺構は，第3層上面で確認した。
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第3節　遺構　と　遺物

且　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で　古墳時代の竪穴住居跡蟻軒を確認した。以下，検出した遺構と遺物について記述する。

鋸　竪穴住居跡

第閲考健腰静（第4図）

位置　調査区の北部のB3沌区に位置し芦　平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長執射独鈷短酌も76mの方形で，主軸方向は牒「つグーEである。壁高は12～26cmで，各壁とも

ほぼ直立している。

床　平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は北東コーナー部付近を除いて巡っている。貼床は普　ロ

ームブロックと焼土ブロックを含む褐色土及び暗褐色土を埋まとして構築している。

竃　2か所。竃且は北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は，焚日部から煙道部までが82cmタ両袖

部幅が104cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し芳

火熱により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。竃且は19層からな娠第　～6

層が竃内の務も第7～且2層が袖部の士層でタ第13～19層は竃の掘り方の埋士である。竃2は，竃1の西側で

ある北壁の中央部に付設されタ煙道部だけを検出している。壁外への掘り込みは26cmで，幅は59cmである。竃

且は完存し撃竃2は煙道部だけが残存していることからタ竃2から竃Iへ作り替えられたことが考えられる。

竃1土層解説
1暗　褐　色　ロー…ム粒子の炭化物少量膿ま二粒子微量　　　　　は　灰　褐　色　粘土ブロック中鼠ローム粒子e焼土粒子微量

2

　

3

　

4

7

　

5

　

ハ

h

U

　

7

にぷい黄褐色　粘土粒子や砂掛日量！敵とブロック少鼠炭化物微巌　12　灰　褐　色　粘土ブロック少鼠ローム粒子0焼土粒子微量
極暗赤褐色　炭化物多量滅土ブロック中量，粘土粒子少量
褐　　　　色　炭化粒子も粘土粒子微量
暗　赤褐　色　焼土ブロック0炭化粒子少量，ローム粒子微量
極暗赤褐色　炭化物多量，焼土ブロック中量，ローム粒子少量
灰　褐　色　粘土ブロック中鼠ローム粒子e焼土粒子微量

8　にぷい褐色　粘土粒子少鼠ローム粒子0焼土粒子微量
9　褐　　　　色　粘土粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量
10　にぷい褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子や粘土粒子微量

竃2土層解説
1　暗　褐　色　廃土ブロック少量，ローム粒子や炭化粒子微量

13　にぷい赤褐色　廃土ブロック少鼠ローム粒子微量
14　暗　褐
15　褐
16　暗　褐
17　褐
18　暗　褐
19　褐

2　褐

色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量
色　ローム粒子少量／廃土粒子微量
色　ローム粒子・焼土粒子の粘土粒子微鼠
色　炭化物・Eト…ムブロック・焼土粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子e粘土粒子微量

色　粘土ブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量

ピット　6か所。主柱穴は㌘温～後が相当し　深さは朝～78cmである。P5ゆ6は竃と対暗する位置にあり，

出入りL＿j施設に伴うピットと考えられる。

滞ま　　層からな軋　レンズ状に堆積する自然堆積である。壁際の覆土中層からは自然堆積を里する焼土がⅢ

か所で確認できた。第7の8層は貼床の壌土である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子の炭化粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少巌

5　褐　　　　色　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼土粒子茂化粒子微量　　　　　7　暗　褐　色　ロ…ム粒子ー微量
4　黒　褐　色　ロームブロック中鼠焼土粒子少鼠炭化粒子微量　　8　褐　　　色　ローム粒子微量

遺物出立状況　土師器片は点　杯詭　婆鮮　不明の　須恵器片　点　刀子　点　鉄澤　点が，ほぼ全域から

散在して出土している。且の埠片は覆土上層から，3の婆片は覆土下層から出土している。

所農　本跡はタ　竃の作り替えをした住居跡である。時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

l－91
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第4図　第10号住居跡実測図
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第5図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第5図）

0　　　　　　　　　　10cm

」　　二±二二二二ヨ

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

1 土師器 杯 ［13．封 3．7 － 赤色粒子 にぷい赤褐 良好 体部外面へラ削り，内面横ナデ 覆土上層 25％

3 土師器 婆 ［22．8］ （9．5） － 長石・石英 にぷい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土下層 15％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M l 刀　　　 子 （17．4） 1．4 0．4 （22．3） 鉄 刃先欠損，片関 覆土上層 PL61

第醐考健贋跡（第6図）

位置　調査区の北部のB3el＿区に位置し，平坦な台地の束端部に立地している。

重複関係　東部を第6号住居に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延び，東側部分を第6号住居に掘り込まれているため，南北軸1．32m，

東西軸2．16nlだけが確認された。形状は，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－420　Wである。唯　一

確認できる南壁の壁高は22cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南壁際を除いて踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

竃　北壁にあると考えられるが，調査区域外のため不明である。

ピット　西側部分が調査区域外に延び，東側部分を第6号住居に掘り込まれているため，不明である。

覆土　単一層である。

土層解説
1　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

遺物出土状況　土師器片42点，須恵器片5点が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器片から6世紀後葉と考えられる。

第6図　第11号住居跡実測図
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位置　調査区の東部のB射4区に位置し芦　東へ傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　北西部を第蟻号住居に　南東部を第　号掘立柱建物に　酋壁際を第　号藩に　中央部北寄りを第彪

号士坑にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　地形が東に傾斜しており芦　東壁が確認されなかったためタ　柱穴と暗褐色を皇する床面の広がりか

ら　長軸。粥m　短軸が推定で8。80mの方形と考えられる。主軸方向は飼…90－Wである。壁高は邸血で　残

存している壁はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁藩は努　壁が確認された西側ではほぼ巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。左袖部の一部は第蟻号住居に掘　込まれているがタ　規模は焚口部から煙道

部まで130cm，両袖部幅126cIllである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平出面を

そのまま使用しタ　火熱により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は2層か

らな軋　第　～蟻層が竃内の覆土芦　第且6～20層が磯部の土層でタ　第2且～23層は竃の掘り方の埋まである。

竃土層解説
1　灰　黄　褐　色　粘土粒子の砂粒多量，焼現送子eローム粒子少量
2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量
3　暗　赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロックも砂粒中量
1－1　暗　赤　褐　色　焼上ブ「1ソク・枯十粒子・砂粒中量

5　灰　黄　褐　色　粘土粒子0砂粒多量，焼土ブロック少量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
7　暗　赤　褐　色　しトーム粒J′・・焼日章「・炭化物少量
8　極暗赤褐色．Eト∴む粒子中量
9　にぷい赤褐色　ロ…ム粒子微量
摘　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量き砂粒少量
H　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量
12　暗　赤　褐　色　廃土粒子中温湖土粒子の砂粒少量

13　極暗赤褐色　焼土ブロック0粘土粒子の砂粒中量
14　暗　赤　褐　色　焼土ブロックの粘土粒子0砂粒中量
15　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量夕粘土粒子e砂粒少量
16　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多量
17　にぷい赤褐色　粘土粒子0砂粒多量
18　極　暗　褐　色　粘土粒子も砂粒多量
鼠9　にぷい赤褐色　粘土粒子を砂粒多量
20　暗　褐　色　粘土粒子中鼠焼土粒子も炭化物少量
21極暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
22　暗　褐　色　ローム粒子4廃土ブロックe粘土粒子中量
23　褐　　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量

ノ、　．ノ．・　．一　ノ′、　′　　・．／ノ　′　　′　　　ノ　・ノ．　　　′　　　＼　　ノ　三　　二　　　　′　　　　‥＼　一・′一一、′

重複している。㌘鼠～4はP5～Sよりも床面の中央部側に位置し，P2は㌘6を掘り込んでいることからタ

P5㌧8からPl＼4へと作年替えたことが考えられる。深さは39、82cmである。重複するP2・6の士層断

面からはタ　第且～3層がP　の栓抜　耽　痕　第　～　層がP　の種痘　第　～柑層が㌘6の埋士に相当する

ことが認められる。P9は竃と対暗する位置にありタ　出入りロ施設に伴うピットと考えられる。若月0つはは主

柱穴であるP2とP3を結ぶ線上に位置することから，梁の補助柱穴と考えられる。P且2の鼠3ほ酋壁に並列し

て位置しているが，性格は不明である。

P2・6土居解説
1　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック少量

色
色
色
色
色

褐
褐
　
　
　
褐

買
暗
褐
褐
暗

6

7

8

9

m

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　廃土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックの廃土ブロック少量

ロームブロック少量，焼士粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック中還：
ロ蜘∵ムブロック中量

ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中蚤腰上粒子も炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

∴一、ノ孔　　．言　　　一一、ノー．′．′ノ、　ノ、・l′⊥　：′、　1′J、′　二、、ノ＼－′　－　　三上　ノ、′、　　′　　　′1ノ

′　一ノ　　ノノー　　　　ノ、，．∴二・・、・′－′ノ　∴　′ノ　・！一一　′′．1　．′　　　∴′′ノ　′、　　L、　′ノ　　　、′

の杯は西壁際の覆土上層から，10の襲片は竃南東側の覆土下層から出土している。

‥　ノ＼．－ノ、ノ‾　．一、′ノ　′一一・、．．′つ　．’一一J r　ノ言　　ノ、三′－．　・′ら．・・∴　　　　－　′′　∴．′　∴′　‥・′・　「、

られる。
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第7図　第16号住居跡実測図
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第8図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表（第8図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

－－一一」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位港備　考

4土師器杯12．04．0－雲母・長石・石英褐普通
休部外面へラ削り，内面横ナデ覆土上層90％，PL39

5土師器杯［17．8］6．6掃長石・石英にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面横ナデ覆土卜層25％

6土師器杯［12．0］4．1－雲母・長石
灰褐普通体部外面へラ削り，内面横ナデ覆土上層25％

8土師器椀［11．7］8．47．7雲母・長石にぷい赤褐普通休部外面へラ削り，内面梼ナデ覆土上層30％

10土師器嚢［20．4］（13月）－雲掛長石・石英にぷい褐普通
口緑部内・外面横ナデ，体都内・外面へラナデ覆土下層20％

13土師器璽－（4．0）7．9長石・石英にぷい橙普通
体部外・底面へラ磨き，外面に研ぎ溝あり。覆土上層10％，紙に転用

TPl土師器転用砥－（4．9）－長石・石英にぷい橙普通
外面に断面Ⅴ字状の研ぎ溝あり。1側線使用。覆土下層鉢体部片

TP3須恵器襲－（4．1）－長石
灰良好口唇部の端部を突出。口緑部には沈線文。覆土　中

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質特　　　　　　徴出土位置備　考

M2刀　　　子13．61．40．316．9鉄両関 覆土下層PL61

第23号住居跡（第9図）

位置　調査区の中央部のD3a5区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　東部を第22号住居に，南西コーナー部を第25号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南部が床面まで削平された状態で検出されたため，ピットの位置から判断して，長軸3．52m，短

－14－



軸3・舶mの方形と推定される。主軸方向はN－20－Wである。壁高は6～14cmで，残存する北壁・西壁は外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，北西コーナー部とピット周辺部を除きほぼ全面が踏み固められている。壁溝は，北壁際の一部と

南壁際を除いて巡っている。

竃　遺存状態が非常に悪く，確認できなかった。北壁の北西コーナー部寄りの部分に焼土が確認され，壁溝も

途切れることから，北壁に竃が付設されていたものと推定される。

ピット　3か所。主柱穴はPlが相当し，深さは34cmである。その他の主柱穴は，確認できなかった。P2は

南壁際の中央に位置すると推測され，出入り口に伴うピットと考えられる。P3は，深さ40cmのピットで，性

格は不明である。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　極　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片36点，須恵器片1点が，北部を中心に点在して出土している。多くの遣物が，覆土下

層から出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

、　ノ
第9図　第23号住居跡・出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第9図）

0　　　　　　　　　　　10cTn
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番号種　別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

213土師器杯［11．4］（3．6）－長石・石英橙普通「1線横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ磨き覆土下層30％

一15－



第詑考健腰跡　第相国）

位置　調査区の東部のD4〔泊「幻二位置し，束に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　東部を第2号溝に，南部を第33号住居に，北壁中央付近を第43号士坑に，「巨央部を第44・壷号土坑

にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　長軸4。52m　短軸。帯nnの長方形で　主軸方向はN…　O　である。壁高は　～航mで　各壁とも緩

やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南西コーナー部にかけて踏み固められている。壁溝は，北壁際中央部から南酉コ

ーナー部にかけて巡っている。

竃　北壁または東壁に付設されていたと推測されるが，第2号溝と第43号土坑との重複により不明である。

ピット　5か所。主柱穴は，Pl・2が相当する。深さはPlが33cnl，P2が55cl11である。その他の主柱穴は，

確認できなかった。P3＼5は，深さ15＼25C王11のピットで，性格は不明である。

確立　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　褐　　　　色　廃土粒子も炭化粒子やローム粒子微量　　　　　　　3　暗　褐　色　廃土粒子少乳濁北路子潤一ム粒子を粘土粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子さローム粒子微量　　　　　　　4　褐　　　　色　焼土ブロックe炭化物oローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片28点，須恵器片2点が，覆土中から出土している。

所鳳　時期はタ　出土土器から　世紀後半と考えられる。

第相聞　第32号住居跡も出土遺物実測図

ー16－
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位置　調査区の東部のC摘5区に位置しタ東へ傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　北東部を第3号掘立柱建物にタ南東部を第5号掘立柱建物にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　長酎・42m芦短郎835mの方形でタ室軸方向はⅣ～30…Wである。壁高は5～閥cmで　各壁は外

陣L－て立ち上がっている。

床　はぼ平坦でタ中央部がよく踏み固められている○壁溝は全属している。㌘3と西壁の間には高さ9cmほど

の高ま　があ軋上部　南北両端には東西方向の溝を有している○高まりの範囲は針勤摘どであるが，その上

部はよく固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで温蟻cm　両袖部幅摘短である。袖部は砂質粘

土で構築されてお軋左裾部材として㌘2鼠の婆が使用されている。袖部の両側には袖部と同じロームまで作ら

れた高さ摘cmほどの高まりを有している。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用しタ火熱により赤

変硬化している0支肺は生のロームまで竃火床面の煙道寄　に作ってお軋火床都側は赤愛している。煙道は

火床面から緩やかに立ち上がっている0土層は1層からな軋第　～柑層が竃内の覆土　酎～蟻層が袖部の

土層　第摘層が袖部両側の高ま　の土層で　第膵0摘層は竃の掘　方の埋土である。

竃土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量！焼土粒子や炭化粒子少量
2　灰　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少数炭化路子微量
3　褐　　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　灰　褐　色　粘土粒子少量，炭化紆子微量
5　灰　褐　色　炭化粒子の粘土粒子微量
6　褐　　　　色　焼士ブロックの炭化物微量
7　里　褐　色　焼土ブロック少量
S　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量
9　明　赤　褐　色　焼土ブロック中巌
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炭化粒子e粘土粒子微量
廃土ブロックサ粘土粒子微量
焼土粒子中量，粘土粒子微量
焼土ブロック中量
粘土粒子e砂粒多量
廃土粒子や粘土粒子微量
粘土粒子・砂粒多量
焼土ブロック多量
ロームブロック多量

′　　1′′－　　　　ノ　ー丁　　　　′‘′　　　　′ノ、∴　：　′i、、、ハ；′／ノ　）′　∴｛′一点が右鑑、守一，吉∴′．′

桂の径は且5cmである。㌘5は深さ航mのくぼみ状のピットでタ竃と対暗する位置にあることから出入り口施設

に伴う　のと考えられる。㌘　～はは深さは～餌mの小形のピッ　で　性格は不明である。

土層解説

且　黒　褐　色　ロームブロック中量夕炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化路子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，廃土粒子も炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中鼠炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量

7　暗　褐　色　ロームブロック多量

覆土　層からな軋　レンズ状に堆積する自然堆積である。覆土中層から下層にかけては炭化材と焼士粒子を

多く含んでいる。

土層解説

i董蓋i毒董薫染窯㌘溌黒薫※蒸誓温
′′・　′ハ・ノー　　tl′・、、・・　く　‥′‘ノ　　ノ∴　・3㌦．、ノー　．・1、．　∴　言　鋸く巨高∴二畑1・㍉

士下層を中心に散在して出土している。臓の椀は竃西脇の覆土下層からタ20の婆片は竃内の覆土下層から出土

している0本跡の全域から炭化材と焼土の広がりが確認された○炭化樹は覆土下層に包含されており，その多

くは床面と水平な状態で出土している。太形の炭化柳ま若　o e　の主柱穴を結ぶ線上に分布しており，そ

の出土位置から桁と梁に相当するものと考えられる。

所農　本跡は，炭化材等の出土状況から焼失住居である。時期はタ出土土器から7世紀前半と考えられる。
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第11図　第40号住居跡実測図（1）
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第12図　第40号住居跡実測図（2）
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第13図　第40号住居跡・出土遺物実測図

第40号住居跡出土遣物観察表（第13図）

10cm

！　　　；　＿＿　」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

15土師器杯［12．4］（3．3）－長石・石英窯褐 普通休部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　面40％

16土師器杯［11．6］（3．8）ー長石・石英黒褐 普通体部外面へラ削り，内面横ナデ 覆土下層20％

一20－



番可 種別 器輔 日経 胎 土 ！ 色 調 恒 成
手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

可 土師器
林 〔は．5］ 5可 つ 長摘 色断 恒　　 桓 適

体部外面へラ削り，内面梯ナデ後放射状の磨き 覆土下層 25％

19 恒 藩 椀 8．5
e車 両 石　 匝 褐　　 適

体部外面へラ削り芦内面横ナデ 覆土下層 ！紳㌦ P L 30
2中 二摘 器 婆 ［22の2］ （2湖 上 桓 長石凝 匡 ぷい褐　 桓 適

休部外面へラナデ後へラ磨き，内面へラナデ 竃覆土下層 30％

悪 －
聖 吏 再 興 摘 車 扁 可 扇

体部外南下半へラ磨き，内面当て真東 竃覆土下層 300。？1　 士帥器

T P車 職 転用砥 －
鋸 車 庫 長石朋 灰褐　　 適

汀線部内商に断面V 字状の研ぎ港あ娠 吠　　 面 婆目線部片

T P可 土 師昔貰
転用砥 －

勘 ） つ 雲母麟 石英恒 い褐　 桓 通 体部外面に断面V 字状の研ぎ溝あり。 床　　 面 碧体部片

番号 聖旦⊥華■つ＋ 幅＋ 巨石五千音義 材 質i　　 特　　　 徴 備　考
Mヰ 生 ⊥ 塑 つ　 針目 ㍉ ㌻ 下 前 鉄 ト紺 鴫 片瀬の装着部は全体を折蟻す0 極　 面

M5 鮭 運 上 墜 」　 鍼日　 鋼 「彿 鉄　 恒 βの破片漸嫡0　　　　　 極　 面 PL61

一　　　　　′　　ニ′　　　　・

・′、・′　　ノ、、　－′　　′　　　　．′’　．、　二　．、一　、　′′

．′　三　　　一　、　　　・　′‥　二　　　　ノ　　、＼　　　　　ノ．′′　　　′　∴．　、、　∴　′

も外傾して立ち上がっている。

・・　′　一＼　－　′　－・∴’　′′．′′’ノ　ノ　　　　　　1、ノ、　　　　′′　・一　一　ノ′　　′・、　　　　・′　ノノ　ー

の溝を有している。

ノノ′　　′∵　′　′　　′　∴′ノ、、ノノ＼ノ」′　　　　′　ノ′、・′　　′　′　　ノ　　′′′ノノ・．′一・′・：、′、′　′

ノ　　　、・！二・二ノ　　‘、　　　　′。．　′∴′′ノ・ハ　　　．く！′・、　‥　ノ、ノニー　言ノ、’一　∴．′　・二′ノ　′

．‾′　　　　′、　′′′　′′・・′′、　′′′　．　′、′‘、／′　∴　′′　　′．ノ．ノ、／：．

・「　　　′′・′　ノ′；・・　　ノ　　ノ′　′　、ノ′ノ　、・・－′　．・　一　ノ　ノノ∴ノ・　　′．

竃　は　竃　の東側である北壁の中央部に付設され　煙道部だけを検出している。壁外への掘　込みは触恥

幅は鍼cmで　煙道は外傾して立ち上がって折る。竃　の煙道部は　層からな軋　第　層は竃の掘　方の埋まで

ふ　　　＼′　　′・′′　′－　　′　－　′つ・・′　、　′′　　り’ノ　ー　ノ　′ノ．∵・′　で′　′′．一′　∫　・′′　′∴

られる。

竃1土層解説
1　にぷい赤褐色　ロ…ムブロックや砂粒中量夕炭化粒子微量
2　灰　褐　色　ロームブロックの砂粒少量，焼土ブロック微量
3　にぷい赤褐色　炭化粒子の砂粒少量！廃土ブロック微量
4　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子e廃土ブロック中量
5　暗　褐　色　ロームブロックの砂粒中量，焼士粒子の炭化粒子少量
6　暗　赤　褐　色　砂粒中量声－ム粒子の廃土粒子や炭化物少量
7　赤　褐　色　焼士ブロック多鼠炭化粒子の砂粒少量
8　暗　褐　色　砂粒多数ロームブロックの焼土ブロック中量
9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒多量，炭化粒子少量
10　赤　黒　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
11赤　黒　色　焼上ブロック・炭化粒子中量
12　暗　赤　褐　色　砂粒多量，焼土ブロック中量，炭化物少量
13　暗　褐　色　砂粒多義∴焼土ブロック中量，炭化物少量
14　暗　赤　褐　色　焼士ブロック中鼠炭化物も粘土粒子少量
15　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多鼠砂粒中量，炭化粒子少量
16　赤　褐　色　焼土ブロック多量

竃2土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化物や粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　　　　色　し「一一ムブLJ・ノク中量

17　黒　褐　色　し「ノ、粒J’－・焼甘′守・尉ヒ粒J∴・帖日章千微量
18　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子の粘土粒子微量
19　にぷい黄褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子の廃土粒子微量
20　褐　　　　色　焼士ブロック少量，ローム粒子サ砂粒微量
21暗赤褐　色　ローム粒子の焼土粒子。粘土粒子e砂粒微量
22　黒　褐　色　しトム粒J′1・焼上位j’－・粘‖七日・・砂粒微量
23　灰　褐　色　粘土ブロック少量芦ローム粒子の炭化粒子微量
24　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子0炭化粒子微量
25　暗　褐　色　粘土ブロック少量滅土粒子の炭化粒子微量
26　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
27　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子ヰ炭化粒子微量
28　褐　　　色　ロームブロック中鼠焼士粒子少鼠炭化粒子微量
29　暗　褐　色　しトムブt「ソク中量，焼甘イ・尉ヒ粒川路：
30　暗　褐　色　ローム粒子4焼土粒子微量
31褐　　　色　ロトム粒子の廃土粒子や粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子を炭化粒子少量

ぽッ匪　9か所。主柱穴はP鼠～4が相当し　深さは寝～衛mである。P e　は竃と対暗する位置にあ軋

出入り口施設に伴うピットと考えられる。㌘7～9は深さが12～29cmの小形のピットでタ性格は不明である。

ピットの覆土は6層からなりタ　第1～3層は柱痕あるいは抜き取り痕でタ　第4～6層は埋まである。

－21－



土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

④色　ロームブロック多量

色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
色　ロームブロック多量

第14図　第51号住居跡実測図
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覆土13層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。竃1東側の北壁際に堆積する最下層は焼土を多量

に含んでいる。

土層解説
暗

黒

褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
褐　色　ロームブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子少呈

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
6　極　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化粒子中量

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11暗　褐　色
12　暗　褐　色
13　褐　　　　色

ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片320点（杯11，椀3，嚢302，不明4），須恵器片4点（杯1，嚢2，不明1），釘1

点が，ほぼ全域から散在して出土している。38の椀は覆土下層から出土し，32の杯は竃南側の掘り方の埋土か

ら出土した破片が接合したものである。

所見　本跡は，竃の作り替えをした住居跡である。時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。

笥芦ノ

憲ノ

A22．8m

TTノ‾
！　　＿＿＿⊥　　　」

第15図　第51号住居跡・出土遺物実測図
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第16図　第51号住居跡出土遺物実測図

第51号住居跡出土遺物観察表（第15・16図）

番 号 種 別 券 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

3 0 土 師 器 杯 ［1 1．2 ］ （4．3） － 雲 母 ・長 石 にぷ い 赤褐 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り，内 面 横 ナデ 床　　 面 3 0 ％

3 1 土 師 器 杯 ［1 1．3］ 3．6 － 長石・赤色粒子 灰 褐 普 通 体 部 外 面へ ラ削 り，内 面 横 ナデ 床　　 面 2 5 ％

3 2 土 師 器 杯 ［1 1．0］ 3．5 － 長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 休 部 外 面へ ラ削 り，内 面 横 ナデ 掘り方埋土中 6 0 ％

3 3 土 師 器 杯 ［11 ．8］ 4．4 － 長石 ・石 英 窯 良 好 休 部 外 面へ ラ削 り，内 面 横 ナデ 覆 土 下 層 3 0 ％

34 土 師 器 ま不 ［11 ．6］ 3．9 － 長 石 ・石 英 灰 褐 普 通 体 部 外 面へ ラ削 り，内 面横 ナデ 覆 土 下 層 5 0 ％

38 土 師 器 椀 9．4 7．5 － 雲伊 長石・石英 にぷ い褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り，内面 横 ナデ 覆 土 下 層 100 ％ ，P L 39

39 土 師 器 椀 ［10 ．4 ］ （6．7） － 石 英 褐 灰 普 通 休 部 外 面へ ラ削 り，内面 横 ナデ 覆 土 下 層 4 0 ％

4 1 土 師 器 鉢 ［16 ．7 ］ （6．6） － 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り，内面 横 ナデ 覆 土　 中 20 ％

42 土 師 器 要 20 ．4 （15 ．4 ） － 雲母・長石・石英 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 へ ラナデ ，内 面 当 て具 痕 床　　 面 30 ％

43 土 師 器 襲 － （20 ．9 ） 10 ．0 雲母∵長石・石英 にぷ い橙 普 通 休 部 外 面 下 半 へ ラ磨 き，内 面 当 て 具痕 床　　 面 40 ％

44 須 恵 器 蓋 ［10 ．8 ］ （3．7） － 長 石 青灰 良好 体 部 内 ・外 面 ロクロナデ 覆 土　 中 25 ％

T P 7 須 恵 器 襲 － （4．8） － 雲 母 ・長 石 灰 普 通 体 部 外 面 平 行 叩 き，内 面 同心 円状 の 当て具 東 覆 土　 中

番号 機　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

M 6 釘 （10 ．2 ） 1．5 0 ．5 （16 ．6 ） 鉄 脚部 欠損 。頭 は扁 平 で ，使 用 され て いな い。 覆土 下 層

第54号住居跡（第17図）

位置　調査区の中央部のC3e7区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　第53号住居に南西部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．71m，短軸4．65mの方形で，主軸方向はN－0。である。壁高は40cmで，各壁ともほぼ直立

している。

床　平坦で，P3付近を除いた中央部がよく踏み固められている。壁港は，全周している。
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで88cm，両袖部幅120cmである。袖部は，粘土混

じりのローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化してい

る。煙道部からは，DP15の支脚が検出されている。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。土層は13

層からなり，第1＼8層が竃内の覆土で，第9＼13層は袖部の土層である。

色
色
色
色

説
　
褐
褐
褐

解層
褐
暗
暗
黒

土竃

1

2

3

4

ロームブロック少量，粘土粒子微量
焼土粒子・ローム粒子微量
焼土ブロックぜローム粒子・粘土粒子微量
炭化物少量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土拉
子微量

5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量

7　明　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土ブロックも炭化粒子微量
9　極∴暗　褐　色　ローム粒子少量
10　極　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
11黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量声－ム粒子微量
12　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少鼠ローム粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化物少量

ピット　5か所。主柱穴はPl＼4が相当し，深さは56＼70clllである。P5は竃と対峠する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。

澤土18層からなる。第1～12層は，ロームブロックの混入が多く，堆積に乱れが見られることから，人為堆

積である。第13層以下は，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　極∴暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐
4　暗　褐

5　極∴暗　褐

6　窯　褐
7　暗　褐

8　褐
9　窯　褐

1（）暗　視

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
ロームプロツ

ロームプロッ

ロームプロツ

炭化粒j’－・lJ

ロームプロツ

ロームプロツ

ロームプロツ

ロームプロツ

しト一一一ムブt「ソ

ク・焼土粒子ヴ粘土粒子少量
ク少量

ク中量

－ム粒子少量
ク中量

ク中量

ク少量
ク中量

ク中量

色
色
色
色
　
色
色
色
色

褐

褐

㌍

褐

褐

日

暗
暗
極
暗
　
暗
褐
黒
褐

1

　

2

　

3

　

4

　

　

　

5

　

ハ

h

U

　

7

　

8

1
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　
1
⊥
　
l
 
l
 
l

ロームブロック中量

ロームブロック中量
粘土ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

粘上ゾl「ソク・焼「位千・歳化粒「・し「lム粒
J’・・砂粒少量

ローム粒子中量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック微量

遺物出立状況　土師器片亜ノ蕪，須恵器片温点，土製支脚l点が資　竃の西側と酋壁際の中央付近に点在して出土

している。多くの遺物が，覆土中から出土している。

所見　本跡は出土遺物も少なく，第53号住居への建て替えのために人為的に埋め戻された住居と考えられる。

時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

第54号住居跡出土遺物観察表（第17図）

番号 種別 器楯 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

374 土師器 杯 ［11．8］ （2．8） － 長石 窯褐 普通 目線・体部内面横ナデ，外面へラ削り 覆 土　中 10％

番号 器　 種 長　 さ 最 大径 最小径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 1 5 支　　 脚 （10．9） 10。4 7．0 （74 0．9） 土　　 製 側面ナナ、 火 床 面

第駈号健腰跡（第18図）

位置　調査区の中央部のC3b2区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　南東コーナー部付近を第56号住居に，東壁の中央部付近を第73・102号土坑に，北西コーナー部を第

240号土坑にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　農道が南北に適っている中央部は調査区域外であり，不明な部分が多い。長軸9．32m，短躯胤25

mの方形で，主軸方向はN－280－Wと推定される。壁高は30～45cmで，各壁はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，北部と南部がよく踏み固められている。壁溝は，確認された東側の範囲では巡っている。

竃　北壁中央部にあると考えられるが，調査区域外であるため不明である。
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ピット　5か所。主柱穴はPl・2が相当し，4本柱と考えられるが，他の2か所は調査区域外にあると推定

される。Plは深さが83cm，P2は第56号住居跡の下部で確認され，深さは75cmである。P3・4は竃がある

と考えられる位置と対峠しており，出入り口施設に伴うピットと推定される。P3は深さが62cm，P4は深さ

が14cmである。P5は深さ11cmで，南壁際の壁港内に位置することから，壁柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北壁際中央部やや東寄りに位置している。南側には東西方向の高まりが沿っている。深さは44cmで，

覆土は3層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　　　　色　ローム粒了・多量

覆土　第1層は表土で，第2～15層が本跡の覆土である。14層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微：宗こ
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒了・・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック中鼠炭化物少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量
7　褐　　　　色　ロームブロック中量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色
12　褐　　　　色

13　褐　　　　色

14　暗　褐　色
15　褐　　　　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中呈，炭化物微量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量
ローム粒子少鼠砂粒微量
ロームブロック中量，砂粒少量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片72点（杯19，高年1，嚢51，甑1）が，散在して出土している。45の杯は覆土下層か

ら出土している。

所見　本跡は，大形住居である。時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

く「．t二元

第19図　第55号住居跡出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表（第19図）

．†：掛47 ？　；107m

番号 種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

45 土師器 珂こ［13．2］（3．9）－長石・石英 灰褐 普通体部外面へラ削り，内面横ナデ 覆土下層15％

47 土師器高杯 － （7．9）－長石・石英 にぷい橙 普通脚部外面へラ磨き，内面へラ削り Pl覆土中30％

第60号住居跡（第20図）

位置　調査区の南部のD3g5区に位置し，南へわずかに傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．59m，短軸3．10mの長方形で，主軸方向はN－180－Wである。南西コーナー部付近が削平

され，その付近は床面が露呈している。壁高は10cmで，残存している壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁港は南西コーナー部付近を除いてほぼ周回している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅82cmである。袖部は砂質粘土

混じりのローム土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱により赤変硬

化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は13層からなり，第1～7層が竃内の覆土，

第8～11層が袖部の土層，第12・13層は竃の掘り方の埋土である。

ー28－



竃士層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　粘土粒子・ローム粒子中量ト炭化粒子微量
3　暗　褐　色　粘土ブロック多鼠焼土ブロック・砂粒少量
4　黒　褐　色　粘土粒子中鼠砂粒少量
5　極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
6　極　暗　褐　色　粘土粒了ヰ量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
7　晴　赤　褐　色　焼土ブロック中鼠ローム粒子少量

8　にぷい黄褐色
9　褐　　　　色
10　極　暗　褐　色
11暗　褐　色
12　極　暗　褐　色
13　暗　褐　色

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは15～28cmである。

ら出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量

焼上粒子微量
3　黒　褐　色　炭化物中鼠ローム粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量

粘土粒子・砂粒多量

ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
焼土ブロック中量，炭化粒子少量
ロームブロック中量

P5は竃と対時する位置にあることか

5　褐　　　　色　ロームブロック中量

6　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　褐　　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

8　黒　褐　色　ロ‥ム粒子微量
9　黒　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片31点（杯9，鉢1，嚢21）が，散在して出土している。49の杯は逆位の状態で北壁際

の床面から，50・51の杯は一部が重なった正位の状態で竃東脇の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。
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第20図　第60号住居跡・出土遺物実測図

ー29－

0　　　　　　　　　　　　　1m

i　　　　；　　　I

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　i



第60号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

4 9 土 師 器 杯 14 ，8 4 ．6 － 長石・針状鉱物 黒 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き，内 面 横 ナデ 床　　 面 8 5 ％，P L 3 9

5 0 土 師 器 ま不 1 1．5 3 ．1 － 長 石 ・石 英 にぷ い赤 褐 普 通 体 部 外 面 へラ削 り，内面 横 ナデ 床　　 面 9 0 ％，P L 3 9

5 1 土 師 器 均、 10 ．8 2 ．9 － 長 石 ・石 英 橙 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り，内面 横 ナ デ 床　　 面 90 ％ ，P L 39

5 2 土 師 器 鉢 13 ．9 8 ．4 6 ．9 長 石 ・石 英 橙 普通 休 部 外 面 へ ラ削 り，内面 横 ナ デ 覆土 下 層 70 ％ ，P L 39

第63号住居跡（第21・22図）

位置　調査区の南部のE3a9区に位置し，平坦な台地の末端部に立地している。

重複関係　東壁際の中央部を第64号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．29m，短軸4．15mの方形で，主軸方向はN－280－Wである。壁高は4～12cmで，各壁は外

傾して立ち上がっている。

6　　　　　　　　　2

第21図　第63号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，部分的に踏み固められている。壁港は，南壁中央部以外では巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで96cm，両袖部幅101cmである。袖部は砂質粘

土混じりのローム土で構築されている。火床画は床面と同じ高さの平坦画をそのまま使用し，火熱により赤変

硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は10層からなり，第1～8層が竃内の覆土，

第9・10層が袖部の土層である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　極暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子中量
7　灰　白　色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　9　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中呈，炭化粒子・粘土粒子少量　　　10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは42～50cmである。P5は竃と対噂する位置にあり，出入

り口施設に伴うピットと推定される。P5の深さは12cmである。

土居解説
1　褐

2　褐

3　褐

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック・炭化拉子微量
色　ロームブロック少量

4　褐

5　褐

色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
色　ロームブロック中量

貯蔵穴　北東コーナー部際に位置している。深さは36cmで，覆土は4層からなる自然堆積である。

土居解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　3　褐
2　褐　　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　4　褐

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐

5　褐

6　褐

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック少量，第3層より色調が明るい

色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
色　ロームブロック少量

色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片81点（杯19，高杯1，鉢1，要60）が，竃東側と南壁際に集中して出土している。61・

62の嚢は入れ子の状態で竃東側の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第22図　第63号住居跡・出土遺物実測図
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離 十 鮒 「翻 車 璃 胎 土　 日 … 中 根 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考
5年 湖 中 中 細 車 摘 巨 新 調 …　 極瀾＋ 「摘 休部外面／＼ラ削軋内面横ナデ後放射状の磨き 床　　 面 35％
減 巨 師器　 椀　　 巨 細 恒 雲母蘭 摘 恒 減　 恒 適 体部外面へラ削りタ内面ナデ 床　　 面 朝％
5中 二欄 可 空目 脇 可 沈痛 「 締 儲 中 瞞 褐　 恒適 体部外商へラナデタ内面ナデ 床　　 面 蟻％
諦 巨 酎 可 禁 圧脳 中 融 十 長石の石英 体部外面へラ削り，内面へラナデ 床　　 面 蟻％
6年 摘 可 襲 い 招 日 射 恒 長石壷英　　　 桓適 体部外南下半へラ削り3内面へラナデ 床　　 面 8仕㌦　PL 30
鑓 巨 椚 可 婆 巨思 可 は可 儲 長石藩 英　　　 極道 体部外面へラ削り後磨き，内面へラナデ 床　　 面 5¢％

二′、　、′　∴、∴′　J f

位置　調査区の南部のE4el区に位置し，南東に傾斜した台地の東端部に立地している。

重複関係　南部を第3号溝に，南東コ一一ナ一部を第83号士坑にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　南東コーナー一部付近で壁溝のl一一部が確認されていることから，長軸5．07nl，短軸4．86nlの方形と

推定される。主軸方向はN－410－Wである。酉壁は削平され，その付近は床面が露呈している。壁高は20cill

でタ　残存している壁は外傾して立ち上がっている。

床　酉壁際では壁溝まで流出しているが，ほぼ平班で，竃周辺と中央部付近は踏み固められている。壁溝は，

残存していない西壁以外では巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚「ほじから煙道部まで105clll，両袖部幅96cnlである。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱により赤変硬化している。煙

道は火床面から緩やかに立ち上がりタ　煙道の先端部は深さ4cmのピット状となっている。士層は19層からなりタ

第1＼14層が竃内の覆十，第15＼＿19層が袖部の十層である。

l－11－3211一



竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微意
2　褐　　　　色　焼土粒子少鼠ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微壷
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子微量
4　にぷい褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化路子・粘土粒子微量
6　褐　　　　色　粘土ブロック・焼土粒子少量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック少呈，粘土粒子・炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
91天　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
10　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

11極暗赤褐色　炭化物多鼠焼土ブロック・粘土粒子少量
12　暗　赤褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量
13　極暗赤褐色　炭化物中立，焼土ブロック・ローム粒子少量
14　極暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子・炭化物少量
15 里 褐　色　砂粒中量，粘土粒子少鼠ローム粒子微量
16　明　赤　褐　色　焼土粒子多量
17　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒・粘土粒子少量
18　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，砂粒中量，ローム粒子少量
19　褐　　　　色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土粒子少量

第24図　第70号住居跡実測図
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ピット　4か所。Pl～4は主柱穴で，Pl～3の深さは56～64cmで，P4は第3号溝の底面で確認されたた

め，深さは21cmである。Plの第1層は柱痕で，第2・3層は埋土である。P2・3の第1・2層は抜き取り

痕で，第3層は埋土である。

Pl土居解説
1黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量
2　褐　　　　色　ロームブロック少呈

P2・3土居解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　極　暗　褐　色　ローム粒子少量ト炭化粒子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子多量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1黒　　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
3　灰　褐　色　ローム粒子微量
4　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

6　灰　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　褐　　　　色　ロームブロック少量
8　褐　　　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
9　褐　　　　色　ロームブロック少量，第7層より色調が明るい

遺物出土状況　土師器片114点（杯36，高杯6，嚢69，甑2，短頸壷1）が，竃の両脇部に集中して出土してい

る。竃両脇部のほぼ床面から出土した土器は18点（杯9，高杯6，要1，甑1，短頸壷1）で，これらは出土

位置から北壁に沿って二列に配列されており，いずれも正位あるいは横位の状態で出土している。これらの土

器は一部が耕作などの影響で欠損しているものの埋没時には完形であったと考えられる。また，床面中央部付

近から2点の炭化材が出土している。

所見　本跡は床面に焼土や炭化物の分布がなく，覆土にもそれらの含有量が少ないながらも，2点の炭化材が

出土していることから焼失住居の可能性が考えられる。竃の両脇部から土器が配列されて出土した状況は，多

くの供膳具とともに煮沸具と貯蔵具が出土していることから，その付近が土器の保管場所として機能していた

と推定される。時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第25回　第70号住居跡遺物出土状況・出土遺物実測図
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第26図　第70号住居跡出土遺物実測図（1）
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番号恒捌序滴巨径器高極可　胎土「邑謂　恒「＋＋手毒』の特徴 出土位置i備考

63
土嗣可棒「朋 4適 匝褐　 桓好恒酢面へラ納内面接ナヂ言漆仕上げ床　面桓pL爛

64土綱引舞「那 寸．3 つ鉦ぜ摘　灰褐　　 好恒桝面へラ軌内醐げ 床　面浄机棚

65朋帽1種目朋 複。8 摘　　 適恒桝面へラ削誹摘げ 床　面庫雛棚

66別路‖隼恒は 5．1 極褐　 桓好軽部外面へラ納内南棟げ 床　中鋸棚

67′土嗣可杯「射 3．7 つ離京壷英匝褐　 桓好恒酬頼朝誹輌げ 床　面庫雛棚

68土酬可棒「朋 乳濁つ長石壷英　黒褐　　 適軽部栂へラ軌内面酎ザ 床　面浄机臓

69士酎可棒「胴 寸．1 つ長石壷英i灰褐　 桓好軽部夕摘か主潮言内面横ナデ 床　面桓雛蟻

TO
土瞞巨日射 確。i つ長石　 匝灰　　 適軽部外商へラ削言内面横げ 床　可酌

71土師器　棒恒融寸．3 匝褐　 桓適軽部外海へラ軌内面横げ 床　可的

73土酬中綿「捌 9滴旺車絶粒子　匝　　　 好部外離孝へラ削誹部内商離 床　面庫雛蟻

7寸土師器庫可胴 10．5［且2せ車石　 恒褐　 桓好恒拶摘餞へラ抽誹部内面磨き 床　面桓雛繍

75土嗣中綿「鋸 9．612e5桓石　 恒減　桓好軽部夕滴下半へラ削り潤的面離 床　南極雛棚

76
土嗣中綿「儲 9。2 匝褐　　 好翔津浦へラ削稜離誹部内面離 床　面桓醐繍

77
土師器高可は5 9。2 匝褐　 桓適軽部外面下半へラ削臨杯部内面横げ 床　面桓雛摘

78土酎中綿「胴 9．4鼠の車石　　 灰褐　 桓好匝部外商下半へラ削り湖部内南棟ナデ床　軸鋸甑

79別路日中 （2工5）e桓長石着発灰褐　　 適区部外面下半へラ磨数つ桶当て具痕 床　面桓雛蟻

80土師器　甑巨を6 26，7 好恒陶かラ削言内料へラげ 床　面庫雛Ⅶ

8且土師器　甑恒e釦＝LO）つ長石藩英　橙　　　 適恒例面へラ削牲内面へラげ 床　可胱

川7土師器恒頚蓋い鼠の8 15。3脂を車母瀞石英恒い褐　適体部外面磨㍉俸部下半へラ削り 床　軸鋸棚

＿　　　　・・′　　∴

位置　調査区の南部のE4i射れ二位置し，南東に傾斜した台地の東端部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竃とど、ソトの位置から判断して，N二紺一一一Wを主軸

とする∴辺5．26nlの方形と推定される。壁は北西コ一一・一一ナ一一一部付近だけが残存しているだけで，壁高は20mlであ

…罰r



る。残存している壁は外傾して立ち上がっている。

床　北西コーナー部付近以外は露呈しているが，ほぼ平坦で，竃の周辺部は踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。残存状態は不良で，上部は削平されている。規模は焚口部から煙道部まで

94cm，両袖部幅99cmである。袖部は砂質粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの

平坦面をそのまま使用し，火熱により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は4

層からなり，第1層が竜内の覆土，第2～4層が袖部の土層である。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子微量　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

ピット　2か所。Pl・2は主柱穴で，深さはPlが55cmで，P2が60cmである。本跡は4本主柱と考えられ

るが，他の2か所は確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片13点（高杯1，聾10，甑1，手捏1）が，竜内覆土及びその周辺から出土している。

82の高杯は竃焚き口付近の床面から，83の甑片は竃の煙道部の底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

A21．。m
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第28図　第75号住居跡実測図

1m

」　　＿＿＿i＿　　　！

ー37－

0　　　　　　2m

L　　；　一一一」



第29回　第75号住居跡出土遺物実測図

第75号住居跡出土遺物観察表（第29図）

琶聖讐84

0　　　　　　　　　　　10cm

ト｛－一一li

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

82土師器高　杯［14．扇（9．9）－長石 褐灰 普通杯部外面下半へラ削り，林部内面ナデ 床　　面50％

83土師器甑 16．8（12．6）－長石・石英褐灰 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 煙道部底面30％，PL41

84土師器手　捏6．8 2．1 5．4長石・石英にぷい黄橙普通内・外面指頭痕 竃覆土中80％，PL41

第82号住居跡（第30・31図）

位置　調査区の西部のClbO区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　東部を第10号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．62m，短軸5．58mの方形で，主軸方向はN－500－Wである。壁高は18～39cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は全周している。

寵　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで142cm，両袖部幅98cmである。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱により赤変硬化している。煙

道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は8層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土居解説
1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　5　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量
2　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　　6　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化物少量　　7　にぷい赤褐色　灰少量，焼土粒子微量
4　灰　褐　色　焼土ブロック少量，粘土粒子・炭化粒子微量　　　　8　赤　褐　色　焼土ブロック中量

ピット10か所。Pl～3は主柱穴で，深さは53～58cmである。本跡は4本主柱と考えられるが，他の1か所

は撹乱のため確認できなかった。P4は竃と対時する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと推定される。

深さは32cmである。P5～10は深さ23～60cmのピットであり，特にP9は主柱穴であるP2を掘り込んでいる。

いずれも性格は不明である。

Pl～3土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　褐　　　　色　ローム粒子中量

P9土層解説
6　暗　褐　色　ローム粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　褐

5　褐

色　ロームブロック少量
色　ロームブロック中量

8　黒　褐　色　ロームブロック少呈，焼土粒子微量
9　暗　褐　色　ロームブロック少量

－38－



覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
6　暗　褐　色　ロームブロック少鼠焼土粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片275点（杯46，嚢229），須恵器片5点が，ほぼ全域から散在して出土している。85は南

部の床面から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。
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第30図　第82号住居跡実測図
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第31図　第82号住居跡・出土遺物実測図

第82号住居跡出土遺物観察表（第31図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　 徴 出土位置 備　考

85 土師器 杯 13．8 5．1 － 長石・石英 にぷい褐 良好体部外面へラ削り後磨き，内面横ナデ 床　　 面80％，PL42

第96号住居跡（第32・33図）

位置　調査区の西部のCleO区に位置し，平坦な台地の東部に立地している。

重複関係　西部を第13号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．44m，短軸5．32mの方形で，主軸方向はNr380－Wである。壁高は10～24cmで，壁はほぼ

直立している。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。壁溝は全周している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで110cm，両袖部幅110cmである。袖部と煙道部

は砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱により赤変硬化して

いる。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は15層からなり，いずれも竃内の覆土である0

竃土層解説
1褐　　　色　粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　にぷい褐色　粘土ブロック・・炭化物少量，焼土粒子微量
3　にぷい褐色　粘土ブロック中量
4　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子少鼠炭化粒子・粘土粒子微量
7　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量諸占土粒子微量
8　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

9　暗　褐　色　粘土粒子少量
10　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量，粘土粒子微量
11暗　赤　褐　色　壌土粒子・炭化粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
13　褐　灰　色　ローム粒子・焼土粒子微量
14　暗　褐　色　灰少量，焼土粒子・炭化粒子微量
15　灰　褐　色　炭化物少量，焼土粒子・粘土粒子微量

ピット　5か所。Pl～4は主柱穴で，深さは4卜53cmである。P5は竃と対時する位置にあり，出入り口施

設に伴うピットと推定される。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である0覆土中層から下層にかけては，炭化材と焼土粒子

を多量に含んでいる。

二∵・．　、　　・二

遺物出土状況　土師器片147点（杯92，高杯6，襲48，甑1），須恵器片1点が，竃の東脇部を中心に出土して

いる。竃の上部と東脇部の床面から出土した土器は11点（杯9，襲1，甑1）で，杯は正位の状態で，嚢と甑

は逆位の状態で出土している。炭化材は覆土下層に包合されており，その多くは床面と水平な状態で出土して

いる。大形の炭化材は床面中央部を中心にして放射状に分布している。

所見　本跡は，炭化材等の出土状況から焼失住居と考えられる。竃の東脇部を中心に土器が配列されて出土し
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た状況は，多くの供膳具とともに煮沸具が出土していることから，その付近が土器の保管場所として機能して

いたと推定される。時期は，出土土器から6世紀後某と考えられる。

‾ヽ．＿＿　＿　＿　＿
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第32図　第96号住居跡実測図
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第33図　第96号住居跡・出土遺物実測図

一42－

10cm

ト　　t i・　　‥1



第34回　第96号住居跡・出土遺物実測図

第96号住居跡出土遺物観察表（第33・34図）

10cm

「一一－－‥一一一一十・l・一一・一…」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

88 土師器 杯 13．6 4．9 － 長石 灰褐 良好休部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面100％，PL42

89 土師器 杯 13．3 5．2 － 長石 黒褐 良好体部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面98％，PL42

90 土師器 杯 12．6 4．4 － 長石 窯 良好休部外面へラ削り，内面横ナデ，漆仕上げ 床　　 面98％，PL42

91 土師器 杯 12．8 4．3 － 石英 灰褐 良好体部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面90％，PL42

92 土師器 杯 13．3 （4．9） － 長石 黒 普通休部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面70％

93 土師器 杯 14．6 4．8 － 長石 黒褐 良好体部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面95％，PL42

94 土師器 杯 14．4 4．6 － 長石・石英 窯 良好休部外面へラ削り，内面横ナデ 床　　 面100％，PL42
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番号 酬 i 器種 巨了径 i器高 極 径 i 胎 土　 恒 調 i焼成！　 手 法 の 特 徴　　　　　 備 考

95 舞　 い 可　 の可　　　　 黒褐　　 好僻 桝面へラ軌 内礪 げ　　　　 南極 （‰ PL張

96 土師器　 舞　 い せ い 2　 つ 長石藩英 窯褐　 国 体部綱 へラ削轍 〝′〝′ふ部離 誹 礪 げ 床　 面桓 誹 は

97 土師器　 舞　 い 可　 の5　　　　　　　 回 休部桶 へラ削礪 離 湖 面紬 郎 磨中 塚　 南極 ％渦 墟

98 棒　 庫 裏　 姐 ！　　　 黒褐　　 適 体部夕滴へ淵聞麦離 潮 礪 げ i床

100 目 す車 を両 石0石英　　　　 好恒部外酢 半へラ削狛 痛 酎 デ　 床

101 土師器　 綱 i　 巨 道中 帝 石0石英　　　　 好恒 納棚 へ珊 ラ　　　　　 床　 面極％

10ヰ 婆　 巨 可 綾ずお　 っ 長石を石英 恒 減　 適恒 沸面へ溺胱 内面へラげ　　 床　 面i鮎を‰

摘6 甑　 巨 の中 朗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 面庫 ％

862 須恵器桓 コ惑い の 日 朝　　　　　　　 好恒 口整形　　　　　　　 恒 中 ％灘 張

羨2　古墳時代住居跡一覧表

規模毎）　　　　　　　　　 内
儀軸×短緋　　短）

蒜 竃 羅 恒　 三湘 二遺物 ；霊を諾

摘匝年齢車用 巨肺臓 恒や桓車中 項つつ　 国 土瞞ア刀子　　　 7槻後半
H　 B 激受路上彪㌧牒封じを　落日綾鳥顧凍｛信治‖＋ 22＋ 巨平坦 …　 自然　　　　　　　　　　　　　　 H 蝮紀後楽

思6極恒翔恒酷恒㈲欄可 朝 日中つ
23匝恒0…中方形車脚融中潮恒車中 ‖呈上「つ撒極礪
霊桓恒つ 長方形巨の5×e帯匡 恒巨車 つ3「1 つ照極紺
購恒中庸湖棒形巨強調小針軒繹恒車 1回 斗中中鳩 鋸摘 ‥　つ論議
飢恒中庸斗序形巨酎摘桓…車粗金周巨 項3「巨小河土師器諸悪器芦釘
銅棒年鮮　巨用い湖摘「磯恒車中 1日 つ雄剰土師器タ土製支卿　　 巨郎摘半
可塑恒攣区軋響響幸司翻匝巨巨「巨』岡土師署還
軋匝鮭聖山型捷聖聖日中響恒恒巨「主事凍中元
鑓恒中閥翔恒形巨㈲親日虹可棚巨中日バー国 中然恒膵
可攣恒堅年中聖廟可項鞘匝巨「主上五回土師器
輿匝車聖恒攣上堅㌧日中翔「巨「主上車辛斗義
隼恒中攣竺区そ拉聖攣斗…車可鏑巨巨「打つ子種市議
可攣恒攣序可塑轡中…桓車中車十十車凍車師鼠須寧器

2　奈良珍平安時代の遺構と遺物

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′．

．　　　　　　　　　　　′‥　　　　　′　　　′

て記述する。

（＿1）竪穴住居跡

、

位置　調査区の北部のA3g4区に位置し∴辛班な台地の東端部に立地している。

重複関係　南東コーナー部付近を第1号土坑に掘り込まれている。

、ご　ヱ　　　　　　　　′・．．　二　　　　　ノ′　　、　　　　　　．、′　　　　．′、

きないが，残存する壁は外傾して立ち上がっている。

．・　一　　ノ　　　　　　　ノ　　　　′　　′　　　　　′　　　　　　　　ノ　　′　　　′　　　′′　′　　　　　′′　　　　　　′　　　′　　　　　　　　　　　J J

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　′

除いて周l＿l‾1＿＝ノている。1
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅136cmである。袖部は，床面よ

り10cmほど高く地山を掘り残した上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さ

の平坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から急

に立ち上がっている。煙道部から110の須恵器鉢の大形破片が出土しており，火熟を受けている様子は伺えな

いが，煙道部の構築材として使用したと考えられる。土層は17層からなり，第1～11層が竜内の覆土，第12・

13層が袖部の土層で，第14～17層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐
5　暗　褐

6　暗　褐

色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
色　ロームブロック中毒
色　炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子微量
色　ロームブロック少量

色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子

少量，炭化粒子微量
7　時　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物・ロームブロック微量
8　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

9　暗
10　暗
11暗
12　灰
13　灰
14　褐
15　褐
16　褐
17　暗

赤　褐

赤　褐

赤　褐

黄　褐

黄　褐

褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
焼土ブロック・炭化粒子少量
粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・′ト礫中量
粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量
焼⊥粒子・ローム粒子微量
焼土粒子・ローム粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
焼土ブロック・ローム粒子少量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。
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第35図　第1号住居跡実測図
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覆土11層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第11層は，貼床の埋土である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
6　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　褐
8　褐

9　褐
10　褐

11褐

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック微量

色　粘土粒子少還，ロームブロック・焼土粒子・炭化
粒子微逼

色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片114点，須恵器片38点，釘1点が，南部を中心に散在して出土している。多くの遺物は

覆土中層から出土している。111は須恵器長頸瓶の底部で，覆土中から出土している。竃右袖の南側から，1点

の炭化材が出土している。

所見　本跡は床面に焼土や炭化物の分布がなく，覆土にもそれらの含有量が少ないながらも，1点の炭化材が

出土していることから焼失住居の可能性が考えられる。時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

＼芸≡二二二巨≡≡プ

」 ‡⊃ 111 軋 口

M8

0　　　　　　　　　　10cm

第36図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第36図）

0　　　　　　　10cm

L＿　i j

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

108須恵器杯（1．7）［7．4］
雲母・石英・

赤色粒子
褐灰良好底部・休部下端回転へラ削り覆土下層10％

110須恵器鉢［36湖（20．1）
雲母・長石・

石英
にぷい黄渇良好
休部外面横位の平行叩き，内面へラナデ，

当て具痕
竃煙道部30％

111須恵器長頚瓶ー（1．7）［6．6］長石浅黄良好上面に凹凸，下面中央に円形の窪み覆土　中5％

番号器種長　さ幅厚　さ重　量材　質特　　　　　　徴出土位置備　考

M8釘（6．5）0．70．7（20．7）鉄断面方形の棒状 覆土下層

第2号住居跡（第37図）

位置　調査区の北部のA3f2区に位置し，平坦な台地の末端部に立地している。

規模と形状　長軸4．32m，短軸4．26mの方形で，主軸方向はN－70－Wである。壁高は54cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の南側から南壁にかけて，南側が開く台形状によく踏み固められている。全面が貼床で，

各コーナー部が深く掘り下げられており，ロームブロックを含む褐色土を埋土として構築されている。壁溝は，
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南壁際中央が撹乱のために確認できなかったが，北壁の東側を除いて周回していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで108cm，両袖部幅137cmである。袖部は，白色

粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面から10cmほど掘り下げた面を使用し，火熟により赤

変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は13層からなり，第1、6層が竃内の覆

土，第7～10層が袖部の土層で，第11～13層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量
2　極暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量，

粘土ブロック微量
3　極暗赤褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
4　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量

5　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
6　暗　赤褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量，粘土ブロック微量
7　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・ロー

ムブロック少量

① リ　l
117

二＝＿
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8　極暗褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量，焼土ブロック少量
10　灰黄褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック・

粘土ブロック微量

12　暗赤褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
13　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量，

砂粒微量

2m

！　　　；　　　！

第37図　第2号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは，P2が53cmと深いが，他は30cm前後である。P5

は竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第8～10層は，貼床の埋土である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　7　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　8　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　9　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量
5　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　10　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片266点（杯28，嚢238），須恵器片38点（杯30，嚢8），刀子1点，釘1点，土製支脚

1点，土製紡錘車1点，勾玉1点が，ほぼ全域から散在して出土している。全体的に覆土上層からの出土が多

い。117の須恵器杯は煙道部から，118の須恵器杯は北西コーナー付近の西壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

Op5撮▽　わ凸
第38図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第38図）

0　　　　3cm

L i　→

10cm

j　　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

112土師器襲［18，4］（17．2）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい赤褐普通

ロ緑横ナデ，体部内・外面へラナデ，外面

下端へラ削り
覆土上層10％

117須恵器杯 13．9 3．5 8．0雲母・長石・石英灰自 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り竃覆土下層60％，PL43

118須恵器杯［11．4］3，9 7．2雲母・長石灰黄 良好底部二方向のヘラ削り 覆土下層50％，PL43

－48－



番号　種別　　 巨 可 鋸頼 頑　 飴 土 色 調 恒成i　 手 法 の 特 徴　　　　　　 備 考

堅 区 蛸 「髪 「つ 踊　 桓好！鋸腑面波路船 堀 梯げ　　 恒 二㌢車 L55

TPl 須恵器　 婆　　 緒0割　 慧 漂 ‾‾の
灰黄　　　 普通体部外海同心円の叩き学内面当て具痕　　 覆土上層

聖上生旦⊥旦才子や攣斗掛憫 「濠元「肯頂 特　　　 徴　　　 匪欄可　備考
望圭と」虹」聖二「宰㍉十辛十丁竜嘉司 土製 隅状湖面げ　　　　　 i覆土下層i

器 稜 恒 鍬 中 孔 径 厚 さ i 重 義つ 材 質 ！　　 特　　　 徴　　　 出土位置　 備 考

㌃）㌘6　紡　錘　車　　 摘。6〕　　 ［の。6］‾
202 （13e且） 土 製 禁 豊 浦 げ 潮 離 ‘位磯離 憾 察 覆 土 中 PL58

器　 穫 i 長 さ i 幅 i 厚 さ
濠　 W蔓 i　　 特　　 徴　　　 桓 土位可　 備 考

Q 2　 勾　　 ＿玉 隠融 2の漫

i

l．。2 級湖
表離 丁寧に研磨芦孔齢 2cm で一方向から 竃掘方欄 P L 59

疇 璃　 穿孔

M 摘　　　 釘 絶潮 私鰯 私感 （」．り） 鉄　 断面方形礪 状　　　　　　 極 土中層 i

器 穫 巨蟻 匝般 桓 可序可 特　　　 徴　　　 恒 二位可　 備 考
M中 ブ　 予恒 可 鋸 隼 恒璃 恒 項 は可 読 両関　　　　　　　　 ！覆土可PL61
望　 刀　 子　痔。車 の朝 璧斗宰目 線湖上 「壷 刃部の茎尻欠損　　　　　　　 覆土可PL6鼠

第　聾健腰跡　第測囲う

位置　調査区の北部のÅ錮区に位置し　平坦を台地の東端部に立地している。

規模藍形状　北側が床面下まで削平された状態で検出されたため　ピッ　の位置から判断して一汲鋸料の方

形と推定される。主軸方翻　封一躍…Wである。壁の立ち上が　は南壁と酋壁で確認され　壁高は翫mでとも

に外傾して立ち上がって折る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　－　　′′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　′　　　　　　二′　　・　′　ノ　ぁ　′　ノ・・・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　′・・　　　　　　　　　！　′　　　　　　　　　ノ　J　　　　′　　　　　　′　′

と推測されるご

′′′　　㌧′

′′　　　　　′　′‥　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

と考えられる。▼）

P3土暦解説
蓬　褐 色　ロ…ム粒子少量芦　焼姜二粒子の炭化粒子微還　　　　　　褐　　　　色　ロームブロック微量

一　　．・　　　　　　　　　　　ノ．・′ノ　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　・′

土層解説

且　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　　色＋ローム粒子微還

3　暗　褐　色　ロ…ム粒子微量

暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量
5　褐　　　　色　ロームブロック微巌

ケ　　　　　　　　　　′　　′　　　ノ　　′　．　　　　′　　　′、　　’ノ　　　′、　′　ノ　　　　　　／′ノ　　　立　ノ、．

層を中心に出上している、J

所見　時期は．出士士器から8世紀中葉と考えられる。、
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第3号住居跡出土遺物観察表（第39図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

12 0 土 師 器 斐 ［2 2．2 ］ （6．5）
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
橙 普通 口緑 横 ナ デ ，体 部 内 ・外 面 へ ラナデ 覆 土 下 層 5％

T P 12 須 恵 器 璽 － （8．2） － 雲 母 ・長 石 灰 黄 普 通 休 部 外 面 横 位 の 平 行 叩 き，内 面 へ ラナ デ 床　　 面

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 3 砥　　 石 （3．5） （2．2） 1．3 （14．3 ） 凝 灰 岩 片 側 欠 損 ，紙 面 3両 ，溝 状 の砥 面 1か 所 覆 土 下 層

第4号住居跡（第40図）

位置　調査区の北部のB3C4区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．47m，短軸3．18mの方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は15cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部がよく踏み固められている。全面が貼床で，一様に掘り下げられた後，焼土粒子やローム

粒子を含む褐色土を埋土として構築している。壁港は，西壁際の中央にのみ確認できた。北東・北西コーナー

部と西壁際の中央付近に焼土が堆積している。
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竃　2か所。竃1は東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅112cmである。

袖部は，ローム土を基部にローム土混じりの粘土を貼り付け，さらに粘土を貼り付けて構築されている。撹乱

を受けたため，袖は東壁との接続部以外は遺存していない。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用し，

火熟により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。竃1は15層からなり，第1～7

由が竃内の覆土，第8～13層が袖部の土層で，第14・15層は竃の掘り方の埋土である。竃2は，北壁中央部に

付設され，煙道部だけが遺存している。壁外への掘り込みは32cm，幅は撹乱のために不明である。煙道は，外

傾して立ち上がっている。竃2の煙道は6層からなる。竃1が完存し，竃2は煙道部だけが遺存していること

から，竃2から竃1へ作り替えたことが考えられる。

竃1土層解説
1暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　赤褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　暗　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子・粘土

粒子微量
6　暗　褐　色　炭化物少量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
7　暗　赤褐　色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子・ロ

ーム粒子微量
8　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子微量

竃2土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量
2　暗　赤褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
3　褐　　　　色　ロームブロック少量

9　灰　褐　色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子・ロ
ーム粒子中量

10　褐　　　　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子・ローム
粒子微量

11暗　褐　色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・ロ
ーム粒子微量

12　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
13　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量
14　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量
15　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　　　色　ロームブロック少壷，焼土ブロック微量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃2と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと

考えられる。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第7～10層は，貼床の埋土である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微呈
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子徴還
4　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　暗　赤褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

6　暗　褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子微量
8　褐　　　　色　ローム粒子少量
9　明　褐　色　ローム粒子少量
10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒了・・ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片179点，須恵器片15点，土製紡錘車1点が，北部の覆土下層を中心に散在して出土して

いる。DP31の紡錘車は撹乱層の中から出土しており，混入の可能性が考えられる。

所見　本跡は床面に3か所の焼土が検出され，覆土中に焼土粒子や炭化粒子の含有が認められるため，焼失住

居の可能性が考えられる。また，竃の作り替えも行われている。時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

戸司‾‾『
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第41図　第4号住居跡出土遺物実測図

－52一

0　　　　　　　　　　　　　10qm

DP31I l　　　　」



第4号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番 号 種 別 器種 ＝ tF 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

122 土 師 器 襲 ［19 ．4］ （6．3） － 雲母・長石・石英 にぷ い 橙 普 通 口緑 横 ナデ ，体 部 内 ・外 面 へ ラナデ 覆 土 下 層 5 ％

T P 13 須 恵 器 璽 （3．3）
雲 母 ・長 石 ・

石 英 ・小 礫
灰 普 通 体 部 外 面 同 心 円 の叩 き，内 面 ナデ 覆 土 下 層

番 号 機　 種 最 大 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P 3 1 紡　 錘　 車 5．8 0．8 2 ．1 65 ．6 土　 製 断 面 逆 台 形 ，外 面 へ ラ削 り 撹 乱 層 内 P L 58

第5号住居跡（第42図）

位置　調査区の北部のB3C3区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸4．41m，短軸4．04mの方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は10、30cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃南側から南壁にかけて中央部がよく踏み固められており，壁溝は全周している。北東コー

ナー部付近と竃の南側に粘土塊が確認されたが，竃の構築材の粘土が流れ出したものと考えられる。
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅143cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱による赤変した面は確認でき

なかったが，若干の硬化が認められた。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は15層からなり，

第1～6層が竃内の覆土，第7～13層が袖部の土層で，第14・15層は竃の掘り方の埋土である。

竃士層解説
1灰　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子・砂粒中屋
2　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子少量，ロ

ーム粒子・砂粒微量
4　暗　赤褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少妄
5　暗　赤　褐　色　焼上ブロック・炭化粒子中量
6　暗　褐　色　焼土粒了∴ローム粒子少量
7　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，粘十粒子・砂

粒少量
8　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・炭化粒子・

ローム粒子中量

9　暗　褐　色　炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・
ローム粒子少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼士粒子・炭化粒
子・砂粒少意

11にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量，炭化粒子微
二日ま

12　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量，炭化粒
子微量

13　褐　　　　色　粘土粒千・秒粒中量，焼土粒子少量
14　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子微量
15　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　壌土粒子・ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴は，P1、4が相当する。深さはP2が32cmと浅いが，他は50cm前後である。P5は

竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第5・6層は，貼床の埋土である。

土層解説
1黒　褐　色　焼士ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少鼠焼土粒子微量　　5　暗　褐　色　ローム粒子少量
3　極暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微呈　　6　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片418点（杯50，嚢368），須恵器片48点，刀子1点，釘3点，砥石1点が，ほぼ全域から

散在して出土している。北部の遺物は，南部の遺物よりやや上層から出土している傾向が見られる。128の須

恵器蓋は，竃の南側の床面から出土している。129の須恵器短頸壷片は覆土中層からの出土で，流入の可能性が

考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

128

∈享卦29
第43図　第5号住居跡出土遺物実測図
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第　号住居跡出土遺物観察表　第胡図）

番号 種別 器種 冊 「裾 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　 考

124 土師器 婆 ［2鋸刃‖摘潮
圭母 ・長有・

石英
にぷい黄橙 普通

目線横ナデ，体部外面下位へラ磨き，内

面も外海上位へラナデ
床　　 面 10％

127 須恵器 棒 ［14可 繍 ［7．6］実母・長石 灰黄褐 良好 底部回転へラ削り 覆 土　中 10％

且28 須恵器 蓋
［14可　 382

－ 実母・長石 灰 良好 天井部左回りの回転へラ削り 床　　 面 6000，P L 43

129 須恵器 短頭蓋
舶 車 錮

－ 長有・石英 灰黄 良好 ロクロ整形，目線横ナデ 覆 土　中 5％

T P H 須恵器 禁 巨 細
－ 雲掛長石・石英 灰 普通 体部外面同心円の叩軋 内面へラナデ 覆土中層 P L 55

番号 器　 種 長　 さ 幅 ！厚 さ
重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 5 砥　　 石 （1仕3） 07　 日 も3
113．2 凝灰岩 砥面3両 覆 土　 中 P L 59

M 13 釘 （7．3）
（Oe糾　 い ・5

（0．3） 鉄 断面方形の棒状 覆土下層 P L 62

M H 釘 （8。6）
・5　 恒 05

（8．0） 鉄 断面方形の棒状㍉ 一端が尖る 覆土下層 P L 62

番号 器　 種 全長 刀身可 身幅 桓 ね 茎長 重量 巨 帽
特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 12
i刀　 子 （8．8） 囲 い 可 椚

5．0
鵬 日　 放

刃部欠損夕片関 覆土下層 P L （う1

第　号健腰妙　第舶囲）

位置　調査区の北部のB3C温区に位置しタ　平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　第1上り一住居跡の東部を据吊玉んでいる。〕

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びているため　南北軸姐m　東西軸。榔mだけが確認された。形状

・・ノ∴　′　．、ノ　ニ「′∵′　　十ノー∴・＼　′　　∴言ノ　　∴㌻八一　　し′十∴言　′・，l∴・J

壁は外傾して立ち＿l二がっている。

床　ほぼ平坦で芦　竃の南側から南壁にかけて資　中央部がよく踏み固められている。壁溝は，東壁際のみ巡って

いる。）竃の東側に焼士の広がりが確認できた。

竃　北壁に付設されている。規模は　西側が調査区域外のためタ　確認できた部分のみで焚口部から煙道部まで

mOcm　両袖部幅寝cmである。袖部は，ローム土混じりの粘土で構築されている。火床面はタ床面とほぼ同じ高

さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は20

層からなり，第1＼16層が竃内の覆土，第17・＼20層が袖部の士層である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子のローム粒子の粘土粒子微量
2　窯・一褐　色　焼土粒子の炭化粒子0ローム粒子微量，粘土粒子

極微量
3　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子のローム粒子e粘土粒子微量
4　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロックゆ炭化粒子のローム

粒自微量・
5　灰　褐　色　焼士粒子e炭化粒子eローム粒子や粘土粒子微量
6　灰　褐　色　粘土ブロックの廃土粒子弓削協針子沌トム粒子微量
7　にぷい褐色　粘土拉子中最，焼土粒子も炭化粒子・ローム粒子微量
8　暗　褐　色　廃土ブロック少量，炭化粒子のローム紅巨粘土

粒子微量

9　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量
10　暗　赤　褐　色　粘土ブロックも廃土粒子少量，炭化粒子微量

1　2　3　4　5　6　71　1　1　1　11　1　11

暗赤褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
暗　褐　色　廃土ブロックの炭化粒子微量
にぷい褐色　焼土ブロック微量

暗　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微還
にぷい赤褐色

暗　褐　色

灰　褐　色

18　極∴暗　褐　色

19　灰　褐　色

20　にぷい褐色

焼土ブロック少量，粘土粒子微量

焼土ブロック・lコーム粒子微量
粘土粒子多量，焼土ブロックや炭化粒子eローム
粒子微量

ローム粒子多鼠　焼土ブロックも炭化粒子e粘土
粒子微量

粘土粒子多量，焼土粒子め炭化粒子をコーム粒子微量
粘土粒子少量，焼土粒子微量

ぽッ♭　2か所。主柱穴はP鼠02が相当し，深さは㌘且が38cm芦　P2が47cmである。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　極言暗　褐　色　ロームブロックe炭化粒子中量，焼土ブロック少
量夕　粘土粒子・砂粒微量

ー55…

2　暗　褐　色　廃土ブロック中量，炭化粒子もローム粒子少量
3　褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量



遺物出土状況　土師器片322点（杯47，嚢275），須恵器片28点が，ほぼ全域から散在して出土している。遺物の

出土レベルは全体的に高く，北部では覆土上層，南部では覆土中層から多く出土している。131の土師器杯は北

壁際の覆土上層から出土している。136の須恵器長頸瓶のロ綾部は北東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡は，竃の東側の床面に焼土が確認でき，覆土にも多量の焼土ブロックや炭化粒子の含有が確認され

たことから，焼失住居の可能性が考えられる。時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。
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第44図　第6号住居跡・出土遺物実測図
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第6号住居跡出土遺物観察表（第44図）

番 号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

13 1 土 師 器 杯 ［15．2］ 4．6
雲母 ・赤 色粒

子 ・白色 粒 子
にぷ い 橙 普 通 口 縁 横 ナデ ，休 部 外 面 へ ラ削 り，内面 ナ デ 覆 土 上 層

60％，底 部 外 面

葉 脈状 箆書

P L 4 3

13 2 土 師 器 小 形 賓 ［14．6］ （7．3） － 雲母・長石・石英 明 赤 褐 普 通 目線横 ナデ ，体 部外面 へラ削り，内面へラナデ 覆 土 下 層 10％

13 3 土 師 器 婆 ［2 1．0］ （5．1） － 長 孝圭 石 英 にぷ い橙 普 通 目線 横 ナデ ，休 部 内 面 へ ラナデ 覆土 上 層 5％

13 6 須 恵 器 長 頸 瓶 ［12．9］ （3．9） － 緻 密 黄 灰 良好 ロクロ整 形 床　　 面 10 ％

第謬考健腰跡（第45図）

位置　調査区の北部のB3el区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びているため，南北軸3。92m，東西軸2．53mだけが確認された。形状

は，方形または長方形と推定されタ主軸方向はN－200…Wである0壁高は18～32cmで，北壁はほぼ直立し，東

壁・南壁は外傾して立ち上がっている。

床　確認されていた部分は平坦で，北壁から南壁にかけて中央部がよく踏み固められている。壁溝は，確認さ

れた壁際を巡っている。

竃　北壁に付設されていると推測されるが，調査区域外であるため不明である。

ピット　3か所。主柱穴はPl・2が相当し，深さはPlが60C恥　P2が38cmである。P3は南壁の中央に位

置すると推測され，出入り口に伴うピットと考えられる。

第堵5図　第7号住居跡実測図
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覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。
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ロ

ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ロームブロック中量
ロームブロック・炭化粒子少量，廃土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

0　　5cm

lVm L二土二∃

6　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少鼠焼土粒子微量

7　暗　褐　色　ロームプロ、ノク中量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量
9　褐　　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片142氏須恵器片32点，釘主点が，北部を中心

に散在して出土している。多くの遺物が覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第46図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第46図）

番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 17 釘 （5．6） 0．6 0．6 （5．3） 鉄 断面方形の棒状 覆土下層 P L 6 2

第＄考住居跡（第47図）

位置　調査区の北部のB3g2区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸5．08m，短軸5。05mの方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は1ト23cmで，北壁・西

壁はほぼ直立し，南壁・東壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の南西側から中央部がよく踏み固められている。全面が貼床で，各コーナー部が深く掘り

込まれ，ローム粒子を含む褐色士を埋土として構築している。壁溝は，全周している。焼土が竃の酋軋北東

コーナー部，南壁際の東寄りで確認できたが，床面は焼土化していない。

寵　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで84cm，両袖部幅140cmである。袖部は，地山を

掘り残した上に粘土混じりのローム士を貼り付けて構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使

用し，火熱により赤変硬化している○煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は16層からなり，第

1～11層が竃内の覆土，第12～14層が袖部の土層でタ第15・16層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子・Eト

ム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒
子・砂粒少量

4　黒　褐　色　炭化物・焼士粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
6　暗赤褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
7　赤　褐　色　焼土ブロック・灰少量

8　極暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子少鼠焼土ブロック微量
9　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
10　暗　褐　色　粘土ブロック・焼士粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
11褐　　　色　粘土粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量
13　にぷい褐色　粘土粒子少量，焼士粒子・ローム粒子微量
14　暗　褐　色　ローム粒子少鼠焼土粒子・粘土粒子微量
15　暗赤褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量
16　褐　　　　色　ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する○深さは，Plが73cmと深いが，他は50cm前後である。P5

は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土17層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第17層は，貼床の埋土である。

土層解説
1極暗褐色　焼土粒子少量，炭化物・ロームブロック微量
2　極暗褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック少量，焼土ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック微量
6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
9　極暗褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

11暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・粘土粒

子少量
14　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム

ブロック微量

15　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼士ブロック微量
16　暗　褐　色　ロームブロック少量
17　褐　　　　色．ローム粒子少量

－58－
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第47図　第8号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片506点（杯88，嚢418），須恵器片48点，灰粕陶器片1点，鎌1点，不明鉄製品1点が，

南西部を中心に散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。139の土師器杯は南壁中

央に立てかけられるように，143の土師器杯は竃の覆土上層から，140の土師器杯は竃の南西側の床面から，150

の須恵器蓋は竜東側の覆土下層から出土している。154は灰粕陶器長頸瓶の底部片で覆土下層からの出土であ

るが，混入したものと考えられる。

－59－



所見　本跡は，床面の焼土塊や覆土中の焼土粒子や炭化粒子の含有から，焼失住居と考えられる。時期は，出

土土器から8世紀前葉と考えられる。

ゝ∃＿≦才154
第48図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第48図）
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番号 種別 器桂 ［＿1径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 ＝士位置 備　 考

139 土師器 杯 14．4 4．9 － 長石 にぷい橙 普通体部外面へラ帥），口縁・休部内面横ナデ 覆土下層70％，PL43

140 十師器 土不 ［14．6］ 4．0 雲朴赤色粒子 にぷい橙 普通休部外面へラ削り，し」緑・体部内面横ナデ 床　　 面

60％

底部外面箆こ吾

PL43・56

141 土師器 杯 ［14．4］ 4．3 －
長石・石英・
赤色粒子

橙 普通休部外面へラ削り，［‾1緑・休部内面横ナデ 覆土下層50％，PL43

142 士師器 杯 ［14．0］ 4．2 － 長石・赤色粒子 明赤褐 普通休部外面へラ削り，口縁・休部内面横ナデ 床　　 面 50％，PL43

147 土師器 沸i
JL

［21．0］（18．6）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通

目線横ナデ，体部内面・外面上位へラナデ，

外面下位へラ削り

竃覆土下層

・覆土卜層

40％，PL45

150 須恵器 蓋 ［17．2］ 3，2 － 雲母・長石・石英灰黄 良好 天井部イ神1りの回転へラ削り 覆」二下層 40％

154 灰粕陶器 長頸瓶 － （2．3）［9．0］緻密 灰自・オリーブ 良好 ロクロ整形，高か貼り付け 覆二＿「下層 5％

番号 器　 桂 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 18 鎌 （11．4） 4．4 0．4 （43．4） 鉄 切先欠損，刃部若十湾肺，基部は全体を折り返す 覆土卜層 PL60

M 19 不　　 明 2．6 （2．7） 0．7 （5．8） 鉄
方形の中央に長方形の孔，片側に孔を巡る板

状の部分有
覆 土　rfl PL62
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第9号住居跡（第49図）

位置　調査区の北部のB3h4区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸4．00m，短軸3．98mの方形で，主軸方向はN－7。－Wである。壁高は28cmで，各壁ともほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦で，西壁際と各コーナー部付近を除いて，全面がよく踏み固められている。全面が貼床で，各ピ

ットの周辺が深く掘り込まれ，ロームブロックを含む褐色土を埋土として構築している。壁溝は，全周してい

る。焼土が南壁際と竜の南西部で確認でき，南壁際は広い範囲で床面まで焼土が堆積している。また，竃の南

西部の焼土の下から炭化材が出土した。

P

さと

中l OI

11　　　10

A23．6m

山．　　U：　　　凸i

JL23．4m

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　i

0　　　　　　　　　　　　　　2m

←－　；　　＿i

第49図　第9号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで84cm，両袖部幅146cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱により若干赤変はしているが，

硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は18層からなり，第1～
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11層が竃内の覆土，第12～17層が袖部の土層で，第18層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼上ブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘十粒子中量，焼土ブロック微量
4　にぷい黄褐色　粘十粒子多量，砂粒I囁，焼＿L粒子・炭化粒ト

ローム粒子少量
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子少呈，

炭化物微量
6　にぷい赤褐色　壌土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼十ブロック・灰中量，ローム粒子少量
8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量

10

11

12

13

14

15

16

極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒了・少量，炭化物微量
暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・灰少量
暗

晴

に

．．．t．－．

褐　色　ローム粒子・粘上粒子・砂粒中量
褐　色　ローム粒子中量，粘土粒‾ト砂粒少量

ぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼上粒子・ローム粒子少量
褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒小壷

灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量，炭化粒子・
ローム粒子微量

17　黒　褐　色　粘土ブロック・砂粒多量，焼土粒子・炭化粒子微量
18　暗　褐　色　ロームブロック少量

ピット10か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。Plの覆土下層からは157の土師器嚢の口緑片が出土して

いるが，床面から出土した破片と接合できたことから，柱の抜き取り時に混入したものと考えられる。P5・

7は竃と対噂する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。P9・10は，主柱穴であるP2・3の北

側に位置するが柱痕が確認できず深さも大きく違うことから，性格は不明である。P6・8は深さ20cmほどの

ピットで，性格は不明である。

覆土12層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第10～12層は，貼床の埋土である。

土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒了一少量，焼士粒f一微量
2　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒アサ最，ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　赤　褐　色　焼Lブロック・炭化拉トローム粒子少量
5　極：暗こ　褐　色　炭化粒子少量，焼上ブロック・ロームブロック微量
6　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼I二粒イー微量

7　極

8　極
9　褐

10　暗

11褐
12　褐

暗・褐
暗　褐

褐

色

色

色

色

色

色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子中量，焼上粒ア・・炭化粒イー少量
ロームブロック少量

ロームブロック・焼⊥粒了少量

遺物出土状況　土師器片449点（杯34，嚢415），須恵器片55点（杯48，襲7），刀子2点が，ほぼ全域から散在

して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。163の須恵器杯は南東コーナー部付近の覆土

下層から出土している。

所見　本跡は，焼土塊や炭化材の存在や覆土中に焼土粒子や炭化粒子を含有していることから，焼失住居と考

えられる。時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第50図　第9号住居跡出土遺物実測図
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第51図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）

第9号住居跡出土遺物観察表（第50・51図）

？　；19cm

番号 種別 器種 ［＿‾J径 器高底径 胎　上 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

155 土師器 票 22．6 （30．5）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
楕 普通

目線横ナデ，体部内面・外面上位へラナデ，

外面下位へラ磨き
覆土下層50％，PL44

156 土師器 梁 22．8 （30．0）
雲母・長石・

石英
にぷい橙 普通

U縁横ナデ，休部内面・外面l二位へラナデ，

外面下位へラ削り
覆土下層50％，PL44

157 i二師器 碧 ［26．4］（18．2）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通

日縁横ナデ，休部内面・外面上位へラナデ，

外面下位へラ磨き
攫十下層30％

160 須恵器 坊、 13，6 3．9 7．0雲甘長石・石英灰 良好底部一方向のヘラ削り，休部I、瀾手持ちへラ削り 電覆土‾卜層70％，PL43

161 須恵器 均、 13．3 3．9 8．0 空け・長石 灰自 不良底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 覆二王卜層50％，PL43

163 須恵器 林 ［10．4］ 3．5 ［6．6］雲掛長石・石英にぷい黄橙普通底部多方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 覆土下層20％

番号 器　種 全長刀身長 身幅 重ね 茎長 垂巌 材質 特　　　　　　 徴． 出土位置 備　考

M20 力　　 J’一（10．5）（8．0） 1．3 0．5 （2．5）（12．2） 鉄 刃部・茎尻欠損，両閲 覆　十．中PL61

M21 ノJ　　 了・（3．9） － － 0，3 （3．9） （2．1） 鉄 茎部破片，茎矧は細る 覆土下層

第12号住居跡（第52図）

位置　調査区の北部のA4d3区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．27m，短軸3．07mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。東壁・西壁の中央部より北側

の壁の上層は撹乱を受けているが，壁高は10～25cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。全面が貼床で，北東・北西コーナー部を深く掘り込み，ロー

ムブロックを含む暗褐色士を埋土として構築している。壁溝は，東壁際の南寄りが撹乱を受けて確認できない

が，全周していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚H部から煙道部まで82cm，両袖部幅104cmである。袖部は，粘土混

じりのローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熟により赤変硬化してい
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る。煙道は火床面から急に立ち上がっている。土層は8層からなり，第1～6層が竃内の覆土，第7層が袖部

の土層で，第8層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微竃
3　灰　黄褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
4　暗　赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量

5　黒　褐　色　炭化物・焼上粒子・ローム粒子少量
6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量
7　暗　褐　色　焼1潤子少鼠炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量．
8　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

ピット　2か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。P2は深さ42cmのピットで，性格は不明である。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第6層は，貼床の埋土である。

土層解
I l．l．！ニ

2　極

3　窯

説

褐　色

暗　褐　色

褐　色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック少量
焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　　5　暗　褐　色　ローム粒子微量
炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量　　6　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片46点，須恵器片35点，砥石1点が，住居中央部から南東部にかけて点在して出土して

いる。多くの遺物は，覆土下層から出土している。164の土師器杯はP2の覆土中層から，165の須恵器杯は南

壁際の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第52図　第12号住居跡実測図

－64一

2m

』二十一」

0　　　　　　　　　　　　1m

］　　　　ト＿＿　」



二：二l‾プ

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

瞳7
第53図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第53図）

0　　　　　　　　　　10cm

L．＿＿＿＿⊥－」

番号種別器種日経器高底径胎．上色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

164上師器杯［15，0］（4．5）－長石イJ英にぷい橙普通休部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き覆土下層10％

165須恵器林［13．4］4．46．0雲母・長石・石英灰 普通底部・方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り床　　面80％，PL44

166須恵器林［13．7］4．2［6．0］雲母・長石重英黄尿普通底部へラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土下層30％

167須恵器高台什杯－（3．2）［6．0］芸掛長石・イーJ英にぷい黄普通底部回転へラ切り後，高台湖り付け 覆⊥下層20％

TP17須恵器駕 （5．3）
雲母・長fト

石英・′ト礫
灰黄普通休部外面縦位の平行叩き，内面当て具癖覆土中

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　質 特　　　　　　徴 出．土位置備　考

Q6砥　　石7．8 2．5 2．1 43．7 凝灰岩砥面3．軋溝状の紙面1か所 覆土　中

第13号住居跡（第54図）

位置　調査区の中央部のB4jl区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸4・56m，短軸4・12mの長方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は16、38cmで，北壁・

西壁はほぼ直立し，南壁・東壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，全周している。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで111cm，両袖部幅143cmである。

袖部は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用している。火熱により赤

変しているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床画から緩やかに立ち上がっている。土層は27層か

らなり，第1～14層が竜内の覆土，第15～22層が袖部の土層で，第23～27層は竃の掘り方の埋土である。
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竃土層解説

1　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

7　褐

8　暗　褐

10　暗　褐

色　焼土ブロック・ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化拉子守占土粒子微量
色　焼士粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土ブロック・ローム粒子微量9　暗褐色焼　土

粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
色　焼土ブロック・炭化粒－トローム粒’ト粘土粒子微量

11暗赤褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
12　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
13　暗赤褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
14　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒了・・ローム粒子・粘土粒子微量
15　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多鼠焼土粒子・ローム粒了少量

④

＿旦

＿．冬＿

E

16　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
17　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量
18　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロ

ック少量

19　暗赤褐　色　ローム粒子・粘土粒千・秒拉中量，焼土ブロッ
ク・炭化粒了少量

20　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量，焼土ブロ
ック少呈

21暗　褐　色　炭化物・ロームブロック少量，焼土粒子微量
22　黒　褐　色　焼士ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
23　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
24　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒千・秒粒中量，焼土粒子少遍
25　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子微量
26　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
27　極暗赤褐色　焼上ブロック・炭化物・ローム粒子少量

第54図　第13号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは45～55cmである。P5は竃と対時する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・焼土粒子少量，砂粒微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土肺器片383点（杯20，嚢363），須恵器片114点（杯84，高台付杯2，嚢28），土玉1点が，竃の

周辺を中心に全域から散在して出土している。多くの遺物が覆土中・上層から出土している。172の須恵器杯は

竃左袖の西側の覆土下層から，856の須恵器楽は南東コーナー部付近の覆土下層から出土している。174の須恵

器高台付杯は，覆土上層からの出土であり流れ込みと考えられる。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第55回　第13号住居跡出土遺物実測図
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第13号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番号 種 別 器 種 口 径 器高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

16 8 土 師 器 碧 2 6 ．0 32 ．3 9 ．6
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒子
にぷ い黄 橙 普 通

口 縁 横 ナデ ，休 部 外 面 へ ラナデ 後 磨 き， 内

面 へ ラナデ
覆 土 下 層 70 ％ ，P L 4 4

17 2 須 恵 器 杯 ［14 ．8 ］ 4．1 9 ．8 長 石 ・石 英 灰 自 普 通 底部一方向のヘラ帥 ），休部下端手持 ちへラ削り 覆 土 下 層 60 ％ ，P L 4 4

17 3 須 恵 器 杯 13 ．3 3 ，3 8 ．4 雲母・長石・石英 黄 灰 良 好 底部多方向のヘラ削り，休部下端 手持 ちへラ削り 覆 土 上 層 6 0 ％

17 4 須 恵 器 高台付 杯 ［1 1 ．4 ］ 5．7 6 ．2
雲 母 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
灰 黄 褐 良 好 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 上 層 4 0 ％ ，P L 4 4

17 5 須 恵 器 高台付 杯 ［15 ．0 ］ （4．5） － 雲 母 ・長 石 灰 良 好 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 上 層 2 0 ％

85 6 須 恵 器 牽 － （2 7 ．1） ［16 ．0 ］雲 母 ・長 石 灰 褐 良 好 休 部 外 面 同 心 円 の叩 き後 ，波状 文の 櫛 描 き 覆 土 下 層 10 ％ ，P L 4 4

番 号 器　 種 長　 さ 径 孔　 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P 7 土　　　 玉 2．6 3 ．0 0 ．5 19 ．4 土　 製 断 面 円 形 覆 土 上 層 P L 59

第14号住居跡（第56図）

位置　調査区の北部のB4e4区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，ピットの位置から判断して，N－20－Wを主軸とす

る一辺4．26mはどの方形と推定される。残存する西壁の壁高は5cmで，壁は緩やかに立ち上がっている。

床　床面まで削平されていたため，特に硬化した面は確認できなかった。壁溝は，削平の度合いの少ない北西

コーナー部から南西コーナー部にかけて確認できた壁際を巡っている。北壁際の西部から粘土と焼土が確認さ

れた。
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第56図　第14号住居跡実測図
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竃　北壁に付設されていたと推測されるがタ　痕跡はなく不明である。北壁際の西部から確認された粘土と焼土

はf上1の真北に位置するため，竜の残存とは考えにくい。

ピット　6か所。主柱穴はPi～複が相当し言采さば且8～36cmである。P506はP283の中間で南壁際の

中央に位置し，出入i‖＿＿1に伴うど、ソトと考えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片3点が出土している。小片であ娠　図示で　なかった。

所見　時期は言侶l二士器片や主軸方向から8世紀代と考えられる。

第臓聾健腰妙（第57図）

位置　調査区の東部のB射区に位置し　東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第蟻号住居跡の北西部を掘り込んでいる。また，東壁中央部を第42号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3。2m　短軸の関mの長方形で　主軸方向はN…　0－Wである。壁高は12～22cmで芦　各壁と

も外傾して立ち上がっている。〕

床　ほぼ平坦で，中央部とP且の東側がよ　踏み固められている。壁溝はタ　撹乱を受けた東壁の中央を除いて

周回しており，全局していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで鼠06cm　両袖部幅は鮎mである。袖部は　粘土

混じりのローム士に粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し芦　火

熟により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は3層からな軋　第　～摘層

．′．ノノ‥　！Jノ　　主Il・／ノ、苗．・ノ′　闇、′　′・．∴．‥－．‥．！．十′．J1－．－．ごノノソノ′t　・。′、′読

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子eローム粒子の粘土粒子微量
2　暗　褐　色　廃土ブロック・炭化粒子・ローム粒子の粘土粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子も炭化粒子もローム粒子e粘土粒子微量
4　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
5　暗　褐　色　廃土粒子少量，炭化粒子潤一ム粒子や粘土粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量
7　暗　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子や炭化粒子eローム粒子微量
8　褐　　　　色　焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子eローム

粒子微量
9　褐　　　　色　粘土ブロック・焼土粒子さ炭化粒子潤一ム粒子微量
摘　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子も粘土粒子微量
は　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子のコーム粒子微量
12　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
13　黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子・ローム粒子0粘土粒子微量
14　暗　褐　色　廃土粒子のローム粒子微量
15　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
蟻　にぷい赤褐色　廃土ブロック少鼠　炭化粒子・粘土粒子微量
17　にぷい赤褐色　焼土ブロック　のローム粒子微量
18　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子亘ト読粒子0粘土粒子微量

19　異　褐

20　暗　褐

21灰　褐
22　暗　褐

23　暗　褐
24　暗　褐

25　暗　褐
26

27

28

9

　

n

U

　

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

2

　

3

　

3

　

3

　

3

　

3

　

3

　

3

　

3

色　廃土粒子・炭化粒子・ローーム粒子微量
色　粘土ブロック・焼土粒子4ローム粒子微量
色　粘土粒子少量，焼土粒子0ローム粒子微量
色　焼土ブロックのローム粒子微量
色　廃土粒子・炭化粒子微鼠
色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量
色　焼土粒子も粘土粒子少量，炭化粒子潤一ム粒子微量

こぶい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子や炭化粒子微量
こぶい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子。炭化粒子微量

褐
褐

暗
黒

色　焼土ブロックもローム粒子や粘土粒子微量
色 焼土粒子のローム粒子・粘土粒子微量

灰　褐　色　ロームブロック0焼土粒子の炭化粒子・粘土粒子微量
灰　褐　色　焼士ブロック・炭化粒子0コーム粒子さ粘土粒子微量
灰　褐　色　粘土ブロック0焼土粒子も盲ブーム粒子微量
褐　　　　色　焼土粒子eローム粒子微量
暗　褐　色　粘土ブロック・焼士粒子のローム粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子elブーム粒子微量
暗　褐　色　焼土粒子微量

ぽット　且か所。主柱穴は芦　確認できなかった。P且は竃と対暗する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　2　極　暗褐　色　ロームブロック0砂粒少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片250点（杯23，婆22の　須恵器片55点（杯23　婆凱　甑日　韓羽目　鳥銃浮上蕪，

鍛造剥片が，竃の南側と南部の中央から集中して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。

176の土師器高台付皿は竃覆土下層から，DP8の韓羽目は南西コーナー部付近の覆土下層から出土している。

所農　本跡は，鍛冶炉は確認できなかったものの音羽ロや銑淳の鍛造剥片が検出されていることからタ　鍛冶に

関わる作業を行った可能性が考えられる。時期はタ　出土土器から9世紀複葉と考えられる。
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第58図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第57・58図）

0　　　　　　　　　　　10cm

←1十一一一一」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

176 土師器 高台付皿 （1．9） ［7．0］
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 竃覆土下層 30％

177 土師器 聾 ［20．6］ （20．0）
雲母・長石・

石英
橙 普通

口緑横ナデ，休部外面下位へラ磨き，内

面・外面上位へラナデ
覆土下層 20％

178 須恵器 甑 ［27．8］ （16．5）
雲母・長石・

赤色粒子
灰 良好

体部外面縦位の平行叩き，内面当て具痕・

輸積み痕
覆土下層 20％

179 須恵器 甑 ［30．4］ （18．2）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
褐灰 良好 体部外面縦位の平行叩き，内面当て具痕 覆土下層 50％

857 須恵器 甑 （8．3）［13．4］
雲母・長石・石

英・赤色粒子
黒褐 良好 体部外面縦位の平行叩き，内面当て具痕 覆土下層 20％

番号 器　 種 長　 さ 径 孔　 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

DP8 鯖　 羽　ロ （4．9） ［9．2］ ［3．0］ （64．0） 土　 製 外面鉄津付着 覆土下層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 22 鉄　　 棒 7．5 8．3 2．2 179．1 鉄 椀形津 床　　 面 PL62

第17号住居跡（第59図）

位置　調査区の東部のB4j6区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　北東コーナー部付近を第25号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたので，ピットの位置から判断して，N－30－Eを主軸とす

る長軸3．45m，短軸3．25mの方形と推定される。壁高は9～22cmで，西壁と一部が残存する南壁はほぼ直立し，

北壁は外傾して立ち上がっている。

床　東側以外は露呈しており，ほぼ平坦で，竃の左袖の南側から南壁にかけて中央部がよく踏み固められてい

る。壁溝は，確認された壁際を巡っている。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。遺存状態が悪く，右袖は遺存していない。袖部は，粘土混じ

りのローム土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火熱による若干の赤変

は確認できたが，硬化はしていない。煙道は火床面から媛やかに立ち上がっている。土層は4層からなり，い

ずれも竃内の覆土である。
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竃土層解説
1　暗　褐　色　粘土粒了・少憲二，焼上ブロック・炭化粒子・ローム　　3　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微呈

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒了・微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微意

ピット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さはPlが23cmと浅いが，他は32～42cmである。P5は

竃と対噂する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　窯　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片35点，須恵器片3点，鉄鉱1点が，西部から散在して出土している。多くの遺物は，

覆土下層から出土している。182の須恵器蓋は北西コーナー部に近い北壁際の覆土下層から，M24の鉄鉱は中

央部の西寄りの覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。
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第17号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番 号 種 別 器 桂 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

180 土 師 器 杯 ［14 ．4］ （3．5）
長石 ・石英 ・赤

色粒子
にぷ い橙 普 通 口緑 ・休 部 内 面 横 ナ デ ，外 面 へ ラ削 り 竃覆土下層 3 0 ％

182 須 恵 器 蓋 ［14．2 ］ 2．2 － 雲母・長石・石英 灰 白 普 通 天 井 部右 回りの回 転 へ ラ削 り 覆 土 下 層 30 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

M 2 4 鋲 （4．5） （3．3） 0．2、0．4 （4．8） 鉄 長 三 角形 式 ，先端 部 ・逆 刺 ・柄 部 欠損 覆 土 下 層 P L 60

第18号住居跡（第60図）

位置　調査区の北部のB4d2区に位置し，東に傾斜する台地の末端部に立地している。

重複関係　北東コーナー部を第8号溝に掘り込まれている。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，ピットや竃の位置から判断して，N－10。－Eを主軸

とする長軸3・85m，短軸3・55mの方形と推定される。残存する西壁は高さは10cmで，外傾して立ち上がっている。

床　東側以外は露呈しており，ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められている。壁溝は，確認された壁際を巡っ

ている。

竃　北壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，右袖は遺存していない。袖部は，粘土混じりのローム土

で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化している。

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対噂する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　2　暗　褐　色　ローム粒子中量

－73－
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遺物出土状況　確認できなかった。

所見　本跡は，遺物が出土していないため時期の判断が困難であるが，8世紀後葉から9世紀前葉と推定され

る第8号溝との重複関係や西方40mほどに位置する8世紀前葉と推定される第6号住居跡と方向・規模が同‾

であることから，8世紀代の可能性が考えられる。

第19号住居跡（第61図）

位置　調査区の東部のC4C3区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　西部を第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．17m，短軸3．90mの方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は16～60cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が南に開く台形状によく踏み固められている。壁溝は，北東コーナー部から南壁の中

央までの壁際と西壁際に確認できた。

竃　北壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，左袖の基部と火床面が確認できるだけである。左袖の基

部は，粘土混じりのローム土で構築されている0推測される右袖の範囲には・粘土粒子が散在している0火床
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面勘　床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した面と煙道は確認できな

かった。土層は3層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム
ブロック微量

2　異　　　　色　炭化粒子中量，焼土ブロック。ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロックe砂粒少量，焼土ブロック微量

ぽット　5か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは芦　P3が13cmと浅いが，他は30cm前後である。P5

ほ竃と対暗する位置にありタ　出入りロに伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒f一・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロックも焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片343点（杯68，婆275），須恵器片24点が，北部から集中して出土している。多くの遺物

は，覆土下層からと1上上している。184の土師器婆は，竃の酋側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，r廿十上器から臣世紀前葉と考えられる。

ユ′　．ノ　　　　　．イー　　　　　1′′．1／

．、′　′′′　　′　　．年ノ了∵、．∴ノ、く

0

・　　一　一　　、ノ二一

稜中
口径器高 胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 備　考

26．0（13．3） 二を誉
ぎん＿比

普通
目線横ナデ草体部内商も外面上位へラナデ，

外面下位へラ磨き
183　土師器　　婆 ー　長石イ子葉

床　面・

覆土下層30％

184！　　婆
は9。6］（1仕？） にぷい樟普通‖縁横ナデ9体部内0外面へラナデ

摘5　　　　　　　婆［22。6］賂潮－ にぷい褐普通目線横ナデ，体部内も外面へラナデ 産

一一…75－－－－－－－1－



第20号住居跡（第63図）

位置　調査区の東部のC4d7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第44号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸5．10m，東西軸2．07mだけが確認された。形状

は，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－10－Eである。壁高は40～55cmで，各壁ともほぼ直立して

いる。

床　平坦で，北壁際と南西コーナー部付近を除いて全体がよく踏み固められている。壁溝は，確認された壁際

を巡っている。

「；

第63図　第20号住居跡実測図
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竃　北壁に付設されている。確認できる規模は焚口部から煙道部まで159cm，両袖部幅糾（：皿である。袖都は，粘

土混じりのローム土で構築されている。左袖部材として191、193の土師器嚢と196の須恵器甑が，逆位で南北

に並んで埋設されている。火床面は，床面から30cmほど掘り下げた平坦面を使用している。火熱により赤変し

ているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から階段状に緩やかに立ち上がっている。土層は27

層からなり，第1～22層が竃内の覆土，第23～27層が袖部の土層である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
2　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
3　暗　褐、色　焼土粒子・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
6　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子微量
8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
9　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量
10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
11暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
13　灰　褐　色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
14　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・ロト一ム粒子微量

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

聖 褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量
灰　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
黒 褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量
灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
灰　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
暗　赤　褐　色

極　暗　褐　色

黒　褐　色

暗　褐　色

灰　黄　褐　色

暗　褐　色

ピット　4か所。主柱穴は，Pl・2が相当する。深さは，Plが50cm，

さ10cm前後のピットであり，性格は不明である。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

粘土ブロック・焼⊥粒子・炭化粒子微量
粘土粒子多量，砂粒中量，炭化粒子少量，ローム
粒子微量

粘土粒子中量，砂粒少量，ローム粒子微量
粘土粒子多呈，砂粒中量
粘土ブロック多量，砂粒中量
粘土ブロック多量，砂粒少量，焼土粒子・炭化粒
子微量

P2が68cmである。P3・4は，深

5　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　灰　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片764点（杯144，楽620），須恵器片255点（杯156，嚢99），灰粕陶器2点，瓦3点，土製

紡錘車1点，刀子2点，鉄津1点，不明鉄製品1点が，壁際を中心に全域から散在して出土している。多くの

遺物は，覆土下層から出土している。186の須恵器杯は，南壁際の床面から出土している。西壁際の中央の覆土

下層から出土した198は，猿投産の灰粕陶器高台付椀の底部片で，黒笹14号無式のものと考えられる。南部の覆

土下層から出土した197は，198と同じくの猿投産の灰粕陶器長頸瓶の頚部である。しかし，197の長頸瓶は，

198の高台付椀よりも古い段階のものであると考えられる。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

rノ
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第66図　第20号住居跡出土遺物実測図（3）

第20号住居跡出土遺物観察表（第64～66図）

？　　－　1㌢m

番号 種別 器種 口径 器岳 底径 胎　 土 色　調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

186 須恵器 杯 13．4 4，2 5．6
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙 普通

底部回転へラ切り後，・－・・方向のヘラ削り，体

部下端手持ちへラ削り
床　　 面70％，PL44

187 須恵器 杯 ［13．8］ 4．2 5．0
雲母・長石・

石英
明褐 普通

底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り，休

部下端手持ちへラ削り

竃覆土下層

傾土下層
30％

188 ⊥師器 杯 ［15．0］ （5．0）
雲母・長石・

赤色粒子
灰黄褐 普通休部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き 覆土上層

10％，休部外面

墨書「□鴫ヵ」

PL56

189 土師器 杯 ［13．2］ （3．1） 長石・石英 橙 普通 休部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き 覆土上層
5％，休部外面

墨書「□」

190 須恵器 杯 （2．0） 長石・石英 にぷい黄橙 普通 ロクロ整形 覆土下層
5％，体部外面

墨書「□」

191 土師器 棄 20．6 33．7 6．8
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通

口緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
左袖構築材100％，PL45

192 土師器 璽 ［19．4］ （24．8）
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙 普通

口縁横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
左袖構築材30％

193 土師器 璽 （27．5） 7．8 長石・石英 橙 普通
体部外面へラナデ後磨き，外面下位へラ削

り，内面へラナデ
左袖構築材40％

194 須恵器 杯 （2．7）［5．2］
雲母・長石・

石英
灰黄 普通

底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り
覆土中層

20％，休部外面

墨書「□」

195 須恵器 鉢 ［27．0］（14．6）
雲母・長石・

赤色粒子
黒褐 良好

口緑横ナデ，休部外面縦位の平行叩き，内

面当て具痕
床　　 面 15％

196 須恵器 甑 ［34．0］ 27．0 ［14．6］
雲母・長石・

石英
褐灰 普通

体部外面縦位の平行叩き，体部内．血・外面

下位へラ削り，内面当て具痕・輪積み痕
覆土下層30％

197 灰袖陶器 長頸瓶 － （3．4） － 緻密 褐灰 普通 ロクロ整形 覆土下層 5％

ー79－



番号 種別 器仲 巨 接可 器高　　 胎 土 ！ 色 調
焼成

！　 手 法 の 特 徴　　　　　　 備 考

198 灰軸陶器 高台付椀 良好 底部回転へテ切り後夕高台貼り伸 ナ　　　　 覆土下層 用％

番号 器 種 i 径 孔　径 厚 さ 恒 凋 材 質 ！　　 特　　　 徴　　　 恒 位可　 備 考

D P9

紡 錘 車巨 も9］

白．両 L 6　　　 （13．8）
土 製 禁 ．連綿 上面黒色湖 面げ ∴下面へラ 覆 土 中 PL 58

番号 離 十 鍼 匝身長i身幅 重ね 報 つ 重 量 材 質 ！　　 特　　　 徴　　　 恒 位可　 備 考

M25 刀 子恒 中 隼 巨 0．ヰ 鋸 日 周 鉄　 恒 腋接，南関　　　　　　 極土下可 pL飢

M 26 刀 子恒 05車 可 は 0．ヰ （摘 ‖ 朗 鉄　 恒 は鰻涌 関　　　　　　 極土下層ipL61

番号 器　 楯 長　 さ 幅 厚 さ 巨 日 中 材 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

M 27 不　　 明 （6．2） （2．7） 0．5　　　　 （9月）　　 鉄
断面方形の日宇状，頂点部に断面楕円形の

部分が接着
床　　 面 PL（狛

M 28 鉄　　 淳 8．9 8．4
2・7　 「 瓢 8 ！ 鉄

椀形淳 覆土中層

T l 平　　 瓦 （12。4） ＝L O）
2沼　 日 放 可 土 製

凸面格子目の叩き，凹面布 目痕 覆土下層 P L（う3

T 2 丸　　 瓦 （5．6） （3．1）
用　 「 肱 可 土 製

凸面へラ削り，凹面布目痕 覆土上層 P L 63

T 3 平　　 瓦 （5．3） 0 ．5） 鉦2） 「 餌 中 土 製 凸面剥軋 凹面布目痕 床　　 面

第別号健腰掛（第67図）

位置　調査区の中央部のD3a8区に位置しタ　平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸。帯m　短軸。諏mの長方形で　室軸方向はN－60－Wである。壁高は朝～渕cmで　各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，各コーナー部付近を除いて全面が踏み固められている。壁溝は，東壁際の一部を除いて周回

している。

寵　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで129cmタ　両袖部幅且28cmである。

袖部は，20cmほどローム士を積み上げた上に診砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面はタ　床面とほぼ

同じ高さの平坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床

面から緩やかに立ち上がっている。土層は22層からな娠　第　～摘層が竃内の覆土夕　第11～18層が袖部の土層

で，第19＼22層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック0粘土ブロック・焼土粒子・炭化　12　褐

粒子微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック・砂粒少量，焼土粒子の炭化粒子・

ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子も炭化
粒子微量

45678910

灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子微量
里
窯

褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量
褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・ローム粒子微量

灰　褐　色　粘土ブロック少量，廃土粒子・ローム粒子微量
にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少鼠ローム粒子微量
暗　褐　色　ロームブロック・廃土粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子eローム

粒子微量

色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子ヴ炭化
粒子微量

13　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化路子潤一ム粒子微量
14　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子微量
15　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量，焼土ブロッ

ク・ローム粒子微量
16　暗
17　黒

暗
暗
褐
褐
暗

8
　
9
　
0
　
1
　
2

1⊥　1　2　2　2

褐
褐
　
褐
褐
　
　
褐

色　ロームブロックも焼土粒子・粘土粒子微量

色　粘土ブロック・砂粒少量，焼土粒子も炭化粒子
ローム粒子微量

色　ロームブロック・焼士粒子微量

色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ロームブロック微量

色　ロームブロック・焼土粒子微量

色　廃土ブロック6ローム粒子微量
11灰　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

だッ紅　1か所。主柱穴は，確認できなかった。㌘且は竃と対暗する位置にありタ　出入り口に伴うピットと考

えられる。
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覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
4　褐　　　　色　焼土粒子少壷

④
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第67図　第21号住居跡実測図

5　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子少量
7　暗　褐　色　ロームブロック微量

0　　　　　　　　　　　　　2m

トー－ー”一一十一一一一一一一一一」

1719　　　　　　　22　11

0　　　　　　　　　　　　1m
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遺物出土状況　土師器片飢点　須恵器片節点　軸　点がタ全域から散在して出土している。多くの遺物が覆土

中層から出士している。201の須恵器林は竃の左袖の南側の床面から，墨書士器である203の須恵器林は右袖の

南側の覆土上層から出土している。

所鳳　時期はタ　出土土器から8世紀複葉と考えられる。

ト

第甜図　第別号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表（第68囲）

ll一一一ll

／

＼　　　　；　　　　ノ／′ノ！

メ

0　　　　　　　　　　　10cm』

番号種別器楯口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

200土師器婆は9．8］（H．0）
雲母・長有・

石英
にぷい橙普通［］縁横ナデ，体部内や外面へラナデ

竃覆土下

層・床面
10％

2鋸須恵器杯 12。3 4．3［7。4］長石0石英褐灰 普通
底部回転へラ切り後，…一方向のヘラ削り，体

部下端手持ちへラ削り
床　　面7（畑，PL壷

202須恵器杯 13．5 4。9 7．2実母・長有灰自 不良底部一方向のへラ削り，体部下端手持ちへラ削り覆土下層60％，PL45

203須恵器杯は3．6］4．6［6．8］雲母も長石黄灰 良好
底部W′ノー′ノー1方向のへラ削り，体部下端手持ちへ

ラ削り
覆土上層

朝％底部外面

豊吉「出幻

PL57

205須恵器杯 13．ヰ4。5 7．6長石の石英灰白 良好
底部一方向のへラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り
覆土上層5000，PL市

器　種長さ！幅厚　さ重義序質 特　　　 徴　　　 恒儲備　考

M可　軸 （50糾　い84 私通持湖　　　　鉄断面方形の棒状 PL62

第題号健腰静　第栖図）

位置　調査区の中央部の03こ16区に位置し′∴平出な台地の東端部に立地しノている。

重複関係　第23号住居跡の東部を据吊もんでいる。

ノノ、r　おノ　、　　′、　′　　、　・′　′　　　　　′　　ノ　　　　　　　　′）′ノ　　　　　．‘，　　　　　　‘

傾して立ち上がり，他の壁はほぼ紅立している。

ノ、　　ノ　・　　　′　　　　　　　′　　・′　　′．・　′　　′、　′・、　′　　　　　′　　′－・

一一一一1一一′－F82－－1－



⑥ 己陣
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第69図　第22号住居跡実測図

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで144cm，両袖部幅161cmである。

袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床画は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により

赤変硬化している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。土層は30層からなり，第1～12層が竃内の

覆土，第15～25・27・28層が袖部の土層で，第13・14・26・29・30層は竃の掘り方の埋土である。
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竃土層解説
1　暗　褐

2　灰　褐

3　灰　褐

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
色　粘土ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量
色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子・ロ

ーム粒子微量
にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
褐

黒

色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量

赤　褐　色　焼土粒子多量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック少呈
褐　　　　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック・炭化粒子少量
暗　赤　褐　色　焼士ブロック・ローム粒子少量
暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック中呈，ローム粒子微量
にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

17　にぷい黄褐色
18　灰　褐　色

19　暗　褐　色
20　暗　褐　色

21　にぷい褐色

22　にぷい褐色
23　褐　　　　色

24　にぷい褐色

25　暗　褐　色

26　褐　　　　色
27　褐　　　　色

28　褐　　　　色

29　暗　褐　色
30　暗　褐　色

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは50～71cmである。

り口に伴うピットと考えられる。

覆土11層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量

ロームブロック中量，焼土粒子少量
ロームブロック微量

粘土ブロック・廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
粘土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
粘土粒子中量，砂粒少量，壌土粒子・炭化粒子・
ローム粒子微量
粘土ブロック・砂粒少量，炭化物・焼土粒子微量
焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム
粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
ロームブロック微量
ロームブロック微呈
焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子微量
焼土粒子少量，ロームブロック微意

P5は竃と対時する位置にあり，出入

7　暗　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子・粘」二
粒千・秒粒少量

8　褐　　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
9　褐　　　　色　ロームブロック少量
10　褐　　　　色　ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
11暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片173点（杯28，嚢145），須恵器片34点，刀子1点，炭化種子が，東部を中心に全域から

散在して出土している。多くの遺物が覆土上層から出土している。209の土師器嚢は南西コーナー部の床面か

ら逆位で検出され，内部から炭化種子が出土した。212の須恵器要は南東コーナー部付近の覆土上・下層から散

在して出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

！ラ‾吾‾‾訂
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第70図　第22号住居跡出土遺物実測図（1）
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第71図　第22号住居跡出土遺物実測図（2）

第22号住居跡出土遺物観察表（第70・71図）

q oM。。

し　；1＿賢m

0　　　　　　10cm
212　　L＿＿：　’▼j

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

207土師器坤こ13．75．06．1
長石・石英・

赤色粒子
にぷい褐普通目線・休部内面横ナデ，体部外面へラ削り覆土下層70％，PL45

208土師器杯［14．8］4．2－長石・石英にぷい橙普通口緑・休部内面横ナデ，休部外面へラ削り覆土下層50％

209土師器登23．2（13．7）
雲母・長石・

石英
にぷい橙普通

口緑横ナデ，体部内・外面へラナデ，体部

外面下位へラ削り
床　　面30％，PL45

211須恵器杯14．04．2［7．2］雲母・長石灰白良好底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土下層30％

212須恵器要－（23．9）－雲掛長石・石英褐灰良好体部外面横位の平行叩き，内面当て具痕覆土上・下層30％

番号器種全長刀身長身幅重ね茎長重　量材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

M30刀　子（11．7）（9．7）1．50．4（2，0）（15．8）鉄刃部・茎尻欠損，両関 覆　　土PL61

第24号住居跡（第72図）

位置　調査区の中央部のD3d4区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　一辺4．12mほどの方形で，主軸方向はN－00である。壁高は20～25cmで，西壁はほぼ直立し，

他の壁はいずれも外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から南壁際にかけてよく踏み固められている。壁溝は，全周している。

竃　北壁中央部の西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで114cm，両袖部幅110cmである。袖部

は，砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化している。

煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は22層からなり，第1～17層が竃内の覆土，第18～20層が

袖部の土層で，第21・22層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説

1　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　褐

5　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　暗　褐

色　焼土粒子・ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

9　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
10　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
11暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
12　褐　　　　色　壌土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子・ローム

粒子微量

13　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
14　褐　　　　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
15　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
16　暗　赤褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
17　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

18　にぷい黄褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量
19　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子・

砂粒少量

20　暗赤褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒
子・砂粒少量

21赤　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量
22　暗赤褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
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ピット　3か所。主柱穴はPlが相当し，深さは25cmである。その他の主柱穴は，確認できなかった。P2・

P3は寵と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

①

1／′’l／

JHl

拙Il

ll

l・‥l

いIl

lll
！1日

＼
l

・、！♪

＿1ノ P3◎
u r

、、＼
l

／

ノ
l

＼

li

月

日

ii
l

l

l

ll

I日
出

＼ii

冊＼

二＿＿二＿「＿三三二

宝。。4d

≡≡三二ン

4　褐　　　　色　ロームブロック微量
5　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

0　　　　　　　　　　　　1m

L L　　　！

第72図　第24号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片302点（杯36，嚢266），須恵器片130点（杯96，婆33，甑1），釘1点，鉄製軸1点，砥

石1点が，中央部を中心に全域から散在して出土している。多くの遺物は覆土下層から出土している。215の

須恵器杯は，竃の南東側の床面から出土している。

所見　時期は出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

荒扇芸頭
第73図　第24号住居跡出土遺物実測図（1）
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第74図第24号住居跡出土遺物実測図（2）

第24号住居跡出土遺物観察表（第73・74図）

爾夙 i
M32

（L i　＿当cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

214 土師器 要 ［23．8〕 （6．9） － 雲母・長石・石英にぷい橙 普通口緑横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土下層30％

215 須恵器 杯 ［13．8］ 3．8 5．8
長石・石英・

赤色粒子
灰黄 良好

底部多方向のヘラ削り，体部下端手持ちへ

ラ削り
床　　 面40％

217 須恵器 甑 （17．9）〔14．0〕
雲母・長石・

石英
橙 普通

休部外面縦位の平行叩き，外面下位へラ削

り，輪積痕
覆土下層20％

TP23 須恵器 棄 （9．9）
雲母・長石・

石英
にぷい橙 普通

休部外面格子目の叩き，外面下位へラ削り，

内面へラナデ，当て具痕
覆土下層

番号 券　種 長　さ 幅 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q7 砥　　 石 10．7 5．0 4．2 187．6 凝灰岩 紙面4面，溝状の砥面1か所 覆土中層

M31 釘 （11．4） 0．6 0．6 （14．1） 鉄 断面方形の棒状，一端が尖る 覆土下層 PL62

M32 軸 （0．9） 0．6 0．6 （8．1） 鉄 断面円形，一端が細る 覆土　中PL62

第25号住居跡（第75図）

位置　調査区の中央部のD3b5区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　第23号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竃の位置から判断して，N－150－Wを主軸とする長

軸3．50m，短軸3．20mの方形と推定される。壁の立ち上がりは確認できなかった。

床　遺存した北東コーナー部は平坦で，竃の右袖の南東部に硬化した面が認められる。壁溝は，確認できなか

った。
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竃　北壁中央部に付設されていると推測される。遺存状態が悪く，火床面と右袖の基部だけが確認されている。

火床面は火熱により赤変硬化しており，付近の床面には竃材の一部と考えられる粘土粒子が散在している。

ピット　主柱穴は，確認できなかった。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

f讐説褐　色壌土粒子．炭化粒子欄土粒子．砂粒少量　。黒　褐　色粘順子・桝帽，焼土ブ。ツク・炭化粒子少
2　極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム粒子微量
3　極暗褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片2点，須恵器片1点，土製支脚1点が，北東部の覆土下層より出土している。218の須

恵器蓋は，竃の南東側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。
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第75図　第25号住居跡・出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第75図）

10cm

L l　　　」

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

218須恵器蓋 17．4 3．1 －雲母・長石・石英にぷい褐
普通天井部右回りの回転へラ削り 覆土下層80％，PL45

番号器　種 長さ 最大径最小径重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

DPlO支　　脚（5．7） 9．4 － （165．2）土　製側面ナデ，底部に被熱痕 寵覆土中
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第26号住居跡（第76図）

位置　調査区の中央部のD3a3区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　一辺3・07mはどの方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は12～35cmで，各壁ともほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，西壁際の北側を除いてほぼ全面がよく踏み固められている。壁溝は，全周している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで93cm，両袖部幅117cmである。袖部は，粘土混

じりのローム土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面を10cmほど掘り下げた面を使用

し，火熱により赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は26層からなり，第1

～16層が竃内の覆土，第17～22層が袖部の土層で，第23～26層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　焼上粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼上粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
7　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
8　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微意
9　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
10　黒　褐　色　炭化物・焼上粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
11暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
12　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
13　赤　褐　色　焼土ブロック中量

④　　い

25　　24

第76図　第26号住居跡実測図

14　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量
15　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
16　暗　赤褐　色　焼土ブロック・ローム粒子薇妄
17　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒了ヰ量
18　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
19　極晴赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
20　暗　褐　色　ローム粒ト砂粒中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
21暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック・砂粒少壷
22　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
23　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量

24　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
25　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
26　暗　褐　色　ロームブロック中壷，焼士粒子少量

A22．8m

0　　　　　　　　　　　　　2m

トー－一一十一1－　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。
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覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

f層雷説褐　色。＿ム粒子少鼠焼土折．炭化粒子微量　　5黒褐　色。－ムプ。ツク・焼土粒子・炭化粒子微量

3書芸冨品主㌶？品讐聖二霊隻㌫孟微量　　冒冨褐監品憲子芸荒粒子小ム粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片268点（杯10，嚢258），須恵器片66点（杯48，高台付盤1，嚢17）が，南西部と竃の南

側に集中して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。223の須恵器杯は，竃の南側の床面か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第77回　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第77図）

番号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

2 19 土 師 器 襲 ［10 ．4 ］ 10 ．3 6 ．0 長 石 ・石 英 灰 褐 普 通
口 緑 横 ナデ ， 休 部 外 面 下 位 へ ラ削 り， 内

面 ・外 面 上 位 へ ラナデ
覆 土 下 層 4 0 ％

22 0

22 3

22 5

土 師 器 棄 ［18 ．8 ］ （13 ．6） － 雲掛 長石・石英 にぷ い黄 程 普 通 目線横 ナデ ，休 部外面 へラ削 り，内面へ ラナデ 覆 土 下 層 5％

須 恵 器 杯 13 ．8 4 ．7 7 ．2 雲母・長石・石英 黄 灰 良 好 底部二方向のヘラ削り，休部下端 手持ちへラ削り 床　　 面 7 0 ％ ，P L 4 5

須 恵 器 高台付 盤 － （2．8） ［9．4］ 長 石 ・石 英 褐 灰 良 好 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 下 層 30 ％

第27号住居跡（第78・79図）

位置　調査区の中央部のD3C5区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している0

重複関係　両壁中央部を第72号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．05m，短軸4．68mの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は25～30cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の南側から南壁にかけて中央部が踏み固められている。壁溝は，南壁際中央の第72号土坑

との重複部以外は周回しており，全周していたものと推測される。竃の西側から西壁際にかけて，床上5cmか

ら厚さ10cmほどの焼土層が確認された。
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第78図　第27号住居跡実測図（1）
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第79図　第27号住居跡実測図（2）

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで134cm，両袖部幅174cmである。袖部は，砂質

粘土で構築されている。火床面は，床面から20∽ほど掘り下げた平坦面を使用し，火熱により赤変硬化してい

る。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は乃層からなり，第1～17層が竃内の覆土，第18、兆

層が袖部の土層で，第29層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　にぷい褐色　粘土ブロック・ローム粒子少豪，焼土粒子・炭化

粒子微量
2　褐　　　　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
3　暗　赤　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化物・ロームブロッ

ク少量
4　にぷい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・砂粒中量，炭化粒子少呈
5　にぷい赤褐色　砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子少量，粘土

ブロック・炭化粒子微量
6　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
7　暗　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子少量
8　にぷい赤褐色　砂粒多量，焼土ブロック・灰中量，ローム粒子少量
9　褐　　　　色　粘土粒子少量，壌土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土牧子少巌
11黒　褐　色　焼士粒子微量
12　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中呈，炭化物・ローム粒子少量
13　明　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・小礫微量
14　暗　赤褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，炭化物・ローム粒子少量
15　にぷい赤褐色　焼土粒子少鼠　粘土粒子微量

16　にぷい赤褐色　粘土ブロック・焼十桂一f・微量
17　にぷい赤褐色　灰多量，焼上ブロック・砂粒中量，炭化物少量
18　にぷい黄褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粁チ・

粘土粒子少量
19　晴　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
20　暗　赤　褐　色　焼上ブロック少妄
21極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
22　暗　赤　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
23　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂掛中量，焼土粒子・炭

化粒子少量
24　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子中量
25　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土拉ト

炭化粒子少量
26　暗　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・粘土粒子・砂粒少＿量
27　暗　褐　色　砂粒・ローム粒子中量，焼tブロック・粘土ブロ

ック少量，炭化粒子微意
28　暗　褐　色　焼士ブロック・ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
29　極暗赤褐色　焼上ブロック・ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量

ピット　7か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは45～62cmである。P2・4からは柱痕が確認されている。

P5は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。P6・7は深さが20cm前後のピットで，

性格は不明である。

P2・4土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子少量

貯蔵穴1か所。北東コーナー部に位置し，南西部に小ピットが伴っている。深さは26cmで，覆土は3層から

なる自然堆積である。

土層解説
1　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子守占土粒子微量

3　褐　　　　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

覆土11層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　赤　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐．色
6　暗　褐　色

ロームブロック中呈，壌土ブロック・炭化物少量　　7　褐

焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
炭化物・ロームブロック中量，焼土ブロック少量　　8　褐

ロームブロック中呈．焼上ブロック・炭化物少量，

砂粒微量

炭化物中量，焼土ブロック・ロームブロック少量
砂粒中量，焼上ブロック・炭化物・ロームブロッ
ク少量

色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化物・ロームブロッ
ク少量

色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム
ブロック微量

9　明　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
10　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
11褐　　　　色　ロームブロック微量
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遺物出土状況　土師器片574点（杯32，嚢542），須恵器片205点（杯164，高台付杯1，高盤1，鉢1，嚢38），

砥石1点，釘1点が，北部を中心に全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土してい

る。墨書土器である237の須恵器杯は竃の南側の覆土中層から，同じく墨書土器である239の須恵器高台付杯は

北壁際の覆土下層から，241の須恵器高盤は北東コーナー部の貯蔵穴覆土下層から出土している。

所見　本跡は，焼土等の出土状況から焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　10cm
L＿　＿＿　　：　　　！

焉ま亥

二二

第80図　第27号住居跡出土遺物実測図
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第27号住居跡出土遺物観察表（第80図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

2 26 土 師 器 婆 ［2 3．8］ （28．7）
実 母 ・長 石 ・

石 英
明赤 褐 普 通

口縁 横 ナ デ ， 休 部 外 面 下 位 へ ラ磨 き， 内

面 ・外 面 上 位 へ ラナデ
覆 土 下 層 3 0％

22 8 土 師 器 婆 ［2 0．2〕 （20．1）
雲 母 ・長 石 ・

石 英
にぷ い橙 普 通

‖ 縁 横 ナ デ ， 体 部 外 面 下 位 へ ラ磨 き言 内

面 ・外 面 H iZへ ラナデ
覆土 下 層 30％ ，P L 46

23 2 須 恵 器 杯 13．1 3．9 7．5
雲 母 ・長 石 ・

石 英
樟 良 好

底 部 回転 へ ラ切 り後 ， 一一…1方 向 の ヘ ラ削 り，体

部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り
覆 土 下 層 90％ ，P L 4 6

23 3 須 恵 器 杯 13．3 4．4 7．2
雲 母 ・長 石 ・

灰 良 好
底 部 回転 へ ラ切 り後 ， ∴方 向 の ヘ ラ削 り，体

部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り
床　　 面 7 0％ ，P L 4 6

2 34 須 恵 器 杯 ［12．8］ 4．0 7．8 長 石 ・石 英 黄 灰 良好 底部 多方向のヘ ラ削り，体部下端 手持ちへラ削り 覆 土 上 層 6 0％ ，P L 4 6

2 35 須 恵 器 杯 ［13，2］ 4．1 8．2 長 石 ・石 英 灰 良 好 底酢 一一方向のヘラ削り，体部下端 手持ちへラ削り 覆 土 下 層 5 0％，P L 45

23 7 須 恵 器 杯 ［1 3．4〕 3．9 ［7．6］
雲母 ヰ長石 ・石

英 ・赤色粒子
にぷ い 黄 良 好 底部－…ム方 向のヘラ削 り，休 部下端手 持ちへ ラ削り 覆土 中 層

30％，底部外面

豊 吉 「□ 」

23 9 須 恵 器 高 台付 杯 ［13．6］ 4．9 8．2
雲 母 ・長 石 ・

赤 色粒 子
灰 黄褐 良 好 底 部 回転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼 り付 け 覆 土 下 層

60％，底 部外面

墨 書 「［］」

P L 4 5

2 4 1 須 恵 器 高盤 〔11．6］ ［13．6］ 雲 母 。石 英 灰 自 良好 ロクロ整 形 ，孔 は 3孔 式 ，孔 へ ラ切 り
覆 土 中層

・貯 蔵 穴
覆 土 下 層

30 0日

器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 9 ！砥　 石
（女5） 3．5 1．2 （2 5調 凝 灰 岩 片 側 欠損 ，紙 面 2面 覆 土　 中

M 33 ！ 釘
（4．8） 私7 0．4 （7．3） 鉄 断 面 長 方 形 の 棒状 ㍉一 端 が 細 る 覆 土 下 層 P L 6 2

第調号健腰静（第81082図）

位置　調査区の中央部のD3C7区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸6。30m，短軸5。58mの長方形で，主軸方向はN一一790…Eである。壁高は20～32cmで，東壁は

外傾して立ち上がり，その他はほぼ直立している。

床　平坦で，北東・北西コーナー部付近を除いてほぼ全面がよく踏み固められている。壁溝は，全属している。

北西コーナー部を除く各コーナー部と西壁・南壁際の中央に焼士の堆積が見られた。

竃　2か所。竃1は∴東壁中央部に付設されている。規模は焚日部から煙道部まで96cm，両袖部幅164cmである。

袖部は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化

している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。竃1は26層からなり　第　～蟻層が竃内の覆土，第

17一＼23層が袖部の士層で，第24＼26層は竃の掘り方の埋士である。竜2は，竃1の西側である北壁の中央部に

付設され，火床面と煙道部を検出している。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱

により赤変硬化している。壁外への掘り込みは55cmで，幅は87cmである。煙道は，外傾して立ち上がっている。

竃1は完存しタ　竃2は火床面と煙道部だけが残存していることから，竃2から竃1へ作り替えられたことが考

えられる。

竃1土層解説
1暗　褐　色　粘I二粒子・砂粒多量，廃土粒子・ロー…ム粒子中量　　7　灰　黄褐　色　粘土粒子多量，砂粒中鼠焼i二粒子少鼠炭化粒
2　にぷい黄褐色　粘土粒「砂粒多量，ローム粒巨巨蔓，焼土粒子少量
3　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量，廃土ブロ

ック少量
4　暗　赤　褐　色　廃土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
5　赤　褐　色　焼土ブロック中量
6　暗　赤　褐　色　焼Lブロック・ローム粒子少巌

情
暗
黒
情
暗

8
9
1
0
1
1
1
2

赤
赤
　
議．・1

褐
褐

子微量

色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

褐　色　炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘L粒f一中鼠　炭化
粒子・砂粒少量



13　暗　赤　褐　色
14　褐　　　　色
15　極暗赤褐色
16　極暗赤褐色
17　にぷい黄褐色
18　暗　赤　褐　色

焼土ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子多量
壌土ブロック・ローム粒子少量
炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量
粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量
粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子
少量

19　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，
焼土ブロック微量

20　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土ブロ
ック・炭化粒子少量

21赤　褐　色　焼土粒子多量
22　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量
23　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，炭化物少

量，焼土ブロック微量
24　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
25　暗　褐　色　ロームブロック微量
26　褐　　　　色　ロームブロック少量
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第81回　第28号住居跡実測図（1）
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第82図　第28号住居跡実測図（2）
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竃2土層解説
1　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
2　灰　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　1m

】　　＿＿」＿＿　　！

5　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量
6　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック微量　　　　　　　8　黒　褐　色　焼士ブロック・炭化粒子微塁

ピット　8か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは，P4が84cm，P3が62cmと深いが，Pl・2は45

cm前後である。Pl～4からは柱痕部と思われる土層が確認された。P5は竃1と，P6は竃2と対噂する位

置にあり，出入り口に伴うピットと考えられる。P7・8は，深さ27・28cmのピットで，性格は不明である。

土層解説
里 褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ロームブロック少量

6　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼十ブロッ

ク・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。南壁際の第3層や床面上の第4・5層は焼土の混

入が多い。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　4　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　5　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量　　　　　　6　極　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片335点（杯58，嚢277），須恵器片106点（杯93，蓋2，要11），門金具1点，刀子1点が，

全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土中層から出土している。245の須恵器杯は南壁に立てか

けられたように焼土中から出土し，二次焼成を受けている。

所見　本跡は，焼土等の出土状況から焼失住居と考えられる。また，竃を作り替えた住居である。時期は，出

土土器から8－世紀前葉と考えられる。

第83図　第28号住居跡山上遺物実測図（1）
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第84回　第28号住居跡出土遺物実測図（2）

第28号住居跡出土遺物観察表（第83・84図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

244 須 恵 器 上不 15．0 4．3 9．9 長 石 イ f英 1天黄 良 好 底 部 一 方向 の ヘ ラ削 り 覆 土 卜1百 90％ ，P L 46

2 45 須 恵 器 杯 14．7 4．0 7，4 雲 母 ・長 石 浅 黄 橙 不 良
底 部 一 方 向 の ヘ ラ削 り， 休部 下 端 手持 ちへ

ラ削 り
覆 土 下 層

8 0％ ，底部外面

毘 書 「一 」

P L 4 6

2 46 須 恵 器 蓋 15．6 2．4
雲 母 ・長 石 ・

赤 色粒 子
灰 自 普 通 天 井 部 左 回 りの 回転 へ ラ削 り

床 面 ・

覆 土 下 層
7 0％ ，P L 4 6

24 7 須 恵 器 蓋 ［16．0］ 2．7
雲母 ・長石∵石

英 ・赤 色粒子
にぷ い黄 橙 良 好 天井 部 左 回 りの回 転 へ ラ削 り 覆 土 下 層 6 0％，P L 4 6

T P 2 5 須 恵 器 棄 － （3．7） － 雲 母 ・長 石 に ぷい 褐 普通 休 部 外 面 同心 円の 叩 き 覆 土　 中

番 号 機　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

M 34 閂　 金　 具 12．8 6．3 0．6 （6 1．2） 鉄 コの 字状 を呈 し，一 端 は細 る 覆 土 下 層 P L 60

番 号 器 種 全 長 力 身長 身 幅 重 ね 茎 長 意　 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 35 刀　 子 （5．9） － 1．0 0．4 （5．9） （8．2） 鉄 茎 部 破 片 ，茎 尻 が 細 る 覆 土 下 層 P L 6 1

第29号住居跡（第85図）

位置　調査区の中央部のD3fO区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竜とピットの位置から判断して，N－280－Wを主軸

とする一辺3．22mの方形と推定される。壁の立ち上がりは確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，竃の南側から南西部にかけて硬化した面が確認できた。壁溝は，確認できなかった。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。遺存状態が悪く，右袖の基部が確認できるだけである。右袖

の基部は，砂質粘土で構築されている。推定される左袖の範囲には，粘土粒子が散在している。火床画は確認

できなかったが，煙道部と推測される部分や竃の南側に焼土が散在している。竃の土層は確認できなかった。

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対噂する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片6点，須恵器片1点が覆土中から出土している。小片であり，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から8世紀代と考えられる。
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第85図　第29号住居跡実測図
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第31号住居跡（第86図）

位置　調査区の東部のD4C6区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　南西コーナー部を第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．58m，短軸3．42mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は31～42cmで，各壁とも

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竃の南側から南壁中央にかけて逆台形状によく踏み固められている。壁溝は，全周している。

寵　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで96cm，両袖部幅115cmである。袖

部は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用している。火熱により赤変

しているが，硬化面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は12層からなり，

第1～7層が竃内の覆土，第8～10層が袖部の土層で，第11・12層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1灰　褐　色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子・

砂粒微量
2　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒

子・砂粒微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量
4　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
5　暗　赤褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

6　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，砂粒微量
9　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子・砂粒微量
10　にぷい褐色　粘土ブロック多量
11暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
12　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

ピット　2か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。P2は，深さ14cmのピットで，性格は不明である。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　暗　褐　色　焼土
2　窯　褐　色　ロー
3　暗　褐　色　ロー
4　暗　褐　色　ロー
5　暗　褐　色　ロー

粒 子・炭化粒子・ローム粒子微量
ム粒子微量
ムブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ム粒子少量，焼⊥粒子・粘土粒子微量
ムブロック・焼⊥粒子微量

6　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
8　黒　褐　色　ローム粒子微量
9　黒　褐　色　焼上粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
10　褐　　　　色　ローム粒子多量
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第86回　第31号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片190点（杯15，要175），須恵器片78点，餃具1点が，東壁際の中央部と南壁際を中心に

散在して出土している。東部では覆土中層，西部では覆土下層から多くの遺物が出土している。248・250の土

師器賓は，東部中央の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉から中葉と考えられる。
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第88図　第31号住居跡出土遣物実測図（2）

第31号住居跡出土遺物観察表（第87・88図）

二三二三三5cm
Li　」

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

248 土師器 喪 ［22．8］ （19．3） － 雲計長石・石英 橙 普通 口縁横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土下層 20％

250 土師器 棄 ［25．2］ （9．3）
長石 ・石英・

赤色粒子
にぷい黄橙 普通 目線横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土下層 10％

253 須恵器 整 （15，5）［15．4］
雲母・長石・

石英
浅黄 良好

休部外面斜位の平行叩き，外面下位へラ削

り，内面へラナデ，当て具痕
竃覆土上層 30％

254 須恵器 鉢 （14．4）［19．8］
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙 普通

休部外面斜位の平行叩き，外面下位へラ削

り，内面へラナデ，当て具痕
覆土中層 60％

番号 器　 種 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 36 餃　　 具 5．1 3．2 0．4 7．7 鉄 断面円形のU 字状の基部に両側から突起 覆土下層 PL 60

第33号住居跡（第89図）

位置　調査区の東部のD4e5区に位置し，東に傾斜する台地の末端部に立地している。

重複関係　北東コーナー部付近を第2号溝に，東部を第31・54号土坑に，南東コーナー部付近を第46号土坑に

いずれも掘り込まれている。また，第32号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．57m，短軸2．78mの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は12、25cmで，東壁を

除く確認された各壁は，いずれも緩やかに立ち上がっている。

床　南東コーナー部付近がやや低くなるが，中央部から西部は平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，

確認できなかった。

竃　確認できなかった。北壁に付設されている様子はなく，東壁に付設されていたものと推測される。

ピット　1か所。主柱穴は，精査したが確認できなかった。Plは深さ17cmのピットで，性格は不明である。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微壷
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
7　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片124点，須恵器片11点が，西部を中心に散在して出土している。多くの遺物は，覆土下

層から出土している。257の土師器小形鉢は，南西コーナー部付近の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉から中葉と考えられる。
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第89回　第33号住居跡・出土遺物実測図

第㍊号住居跡出土遺物観察表（第89図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

2 55 土 師 器 杯 ［1 4．2 ］ 3．9 7 ．1
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
黒 褐 普 通 口縁 ・内 面横 ナデ ，休 部 外 面 へ ラ削 り 覆 土 中層 50 ％

2 56 土 師 器 杯 ［1 5．6 ］ 4．8 － 長石・赤色粒子 にぷ い橙 普 通 口縁横 ナデ，休 部外面 へラ削り，内面へラナデ 覆 土 下 層 30 ％

2 57 土 師 器 鉢 14 ．1 9 ．3 8 ．0
長 石 ・石 英 ・

赤 色粒 子

黒 ・に ぷ い

赤 褐
普 通

ロ 緑 横 ナデ ， 体 部外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラ

ナデ
覆 土 中 層 9 0 ％ ，P L 4 6

25 9 須 恵 器 高 台付杯 ［9．5］ 4．4 ［5．8】 雲母・長石・石英 浅 黄 良 好 底 部 回転 へラ切 り後 ，高台 貼 り付 け 葎土 下 層 3 0 ％

T P 2 8 須 恵 器 要 （8．0）
雲 母 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
にぷ い 褐 普 通

体 部 外 面 斜 位 の平 行 叩 き後 へ ラ削 り， 内 面

ナ デ
覆 土 下層

第34号住居跡（第90図）

位置　調査区の中央部のD3gO区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　南部の中央を第49号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．76m，短軸3．43mの方形で，主軸方向はN－88。－Eである。壁高は13～22cmで，西壁は外

傾して立ち上がり，他の壁は緩やかに立ち上がっている。
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第90図　第34号住居跡実測図

床　平坦で，中央部から南壁にかけて踏み固められている。壁溝は，南壁際から西壁際の中央付近まで巡って

おり，東壁際中央にも一部確認された。

竃　東壁の南側に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで88cm，両袖部幅123cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床面は，床面を10cmほど掘り下げた平坦面を使用している。火熟により赤変している

が，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は12層からなり，第

1～7層が竃内の覆土，第8～12層が袖部の土層である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼上粒子少量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
4　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒

子・砂粒少量

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　赤　褐　色
10　にぷい褐色

11灰　褐　色
12　灰　黄　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量
粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは深さ28cmのピットで，性格は不明である。

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　極　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微呈
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子微呈
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・粘土粒　　7　暗　褐　色　ロームブロック少量

子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒了ヰ量，焼土ブロック微量　　　　　　　　9　暗　褐　色　ローム粒子中黄

遺物出土状況　土師器片154点（杯13，嚢141），須恵器片40点が，中央部から集中して出土している。多くの遺

物は，覆土下層から出土している。265・266の土師器杯は，南西部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。
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第91図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第91図）

＼＼＝‡l二三

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　．l I

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

260土師器杯［13．0】3．7－長石・石英明褐普通口緑・休部内面横ナデ，外面へラ削り覆土下層50％

261土師器杯［17．6］（6．0）－長石・石英橙普通ロ緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き覆土下層40％

263土師器小形要13．3（10．4）ー雲母・長石・石英橙普通口緑横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ覆土下層40％

264須恵器杯12．83．87．8雲母・長石・石英灰黄良好底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土下層80％，PL46

265須恵器杯［11．7］4．1［5．9］長石灰黄良好底部一方向のヘラ削り，休部卜端手持ちへラ削り覆土下層70％，PL46

266須恵器杯［12．6］3．9［7．8］
長石・石英・

赤色粒子
黄灰普通底部多方向のヘラ削り 覆土下層30％

268須恵器高台付杯［15．8］5．0［9．4］雲母・長石灰良好底部回転へラ切り後，高台貼り付け覆上下層30％

269須恵器鉢［41．0］16．720．0
雲母・長石・

石英
黒褐良好

休部外面斜位の平行叩き，外面下位へラ削

り，内面へラナデ，当て具痕
覆土下層30％

第35号住居跡（第92図）

位置　調査区の南部のD3j8区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．47m，短軸2．85mの長方形で，主軸方向はNT970－Eである。壁高は6～10cmで，北壁・東

壁は外傾して立ち上がり，南壁・西壁は緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，全周している。
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竃　2か所。竃1は，東壁の北側に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅137cmである。

袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し，火熱に

ょり赤変している。煙道は，火床面から外傾して立ち上がっている。煙道部から273の土師器楽が出土してい

る。竃1は23層からなり，第1～13層が竃内の覆土，第14～21層が袖部の土層で，第22・23層は竜の掘り方の

埋土である。竜2は竃1の西側である北壁の中央部に付設され，火床面と煙道部だけが遺存している。火床画

は，床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した面は確認できなかった。

壁外への掘り込みは38cmで，幅は糾cmである。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。煙道部からは，

逆位の272の土師器嚢の上に279の須恵器甑が逆位で重ねられ，更に275の須恵器杯が逆位で重ねられて出土し

ている。何らかの意図をもって，竃の廃絶時に置かれたものと考えられる。竃2の煙道部は4層からなる。竜

1は完存し，竃2は煙道部だけが残存していることから，竃2から竃1へ作り替えられたことが考えられる。

竃1土層解説
1　暗　褐

2　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　黒　褐

7　褐

8　暗　褐

色　ローム粒子・粘土粒子微量
色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土粒子少竜，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
色　焼上ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘上粒子微呈

9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
11

12

13

里

暗
里

褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

14　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
15　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・砂粒微量
16　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
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17　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
18　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
19　灰　褐　色　粘土ブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子・

ローム粒子微量
竃2土層解説

20　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
21暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
22　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
23　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒微量

1極暗褐　色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量　　　　　　　3　暗赤褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・灰少量　　　4　極暗赤褐色　ローム粒子中鼠焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃2と対峠する位置にあり，出入り口に伴うピットと

考えられる。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　極　暗　褐　色　炭化物・焼⊥粒子・ローム粒子少量
2　極　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量

5　褐　　　　色　ロームブロック少量
6　極　暗褐　色　炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量
7　極　暗褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
8　褐　　　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片246点（杯21，高台付椀1，嚢224），須恵器片74点（杯44，嚢29，甑1），刀子1点，

釘1点，古銭1点が，全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土下層から出土している。276の須恵

器杯は南東コーナー部付近の床面から，墨書土器である277の須恵器杯は竃1の右袖の西側の覆土下層から出

土している。また，墨書土器である278の須恵器杯が覆土中から出土している。

所見　本跡は，竃を作り替えた住居である。時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第93図　第35号住居跡出土遺物実測図（1）
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第別図　第35号住居跡出土遺物実測図（2）

第35号住居跡出土遺物観察表（第93・鋸図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

271土師器高台付椀 （1．8）6．8
長石・石英・

赤色粒子
にぷい橙普通

底部回転糸切り後回転へラ削り，その後高

台貼り付け，体部内面へラ磨き
覆土下層30％

272土師器小形要［18．81 13．8［10．0］長石・石英橙 普通口縁横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラナデ竜2覆土下層20％

273土師器莞［25．2］（7．6）ー雲母・長石・石英橙 普通口縁横ナデ，体部内面へラナデ 竃1覆土下層5％

275須恵器杯 13．6 3．9 5．2
雲母・長石・

石英
灰黄 良好

底部回転へラ切り後，一一方向のヘラ削り，休

部下端手持ちへラ削り

患　　2

覆土下層
90％，PL46

276須恵器坤こ［14．0］4．0 ［5．0］長石・石英灰黄 良好底部一方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り床　　面30％

277須恵器杯 （1．5）［8．4］長石・石英灰黄褐 良好底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り覆土下層

10％，底部外面

墨書「穴」

PL56

278須恵器杯 （0．8） 長石・石英灰 良好底部一方向のヘラ削り 覆土　中
5％，底部内面

墨書「□」

279須恵器甑 （21．6）［13．6］
雲母・長石・

石英
灰 良好

休部外面縦位の平行叩き，外面下位へラ削

り，内面へラナデ，輪積み痕

竃　　2

覆土中層
30％

TP32須恵器鉢 （12．0）
雲母・長石・

石英
橙 普通

体部外面縦位の平行叩き後へラ削り，内面

へラナデ，当て具痕

覆土上層

番号器種全長刀身長身幅重ね茎長重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置備　考

M37刀　子（8．9）7．7 1．5 0．3 （1．2）（9，0） 鉄 切先・茎尻欠損，両関，刃部屈曲 覆土下層PL61

番号器　種長　さ 幅 厚　さ重　量材　質 特　　　　　 徴 出土位置備　考

M38 釘 （9．1） 0．7 0．7 （7．1） 鉄 断面方形の棒状 覆土　中

番号銭名径 孔厚さ重量初鋳年材　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　考

M39不　明［2．4］0．7 0．1 （1．0）不明 銅 円体方孔，無背，欠損により銭右側の「通」のみ確認 覆土　中
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第36号住居跡（第95図）

位置　調査区の南部のD4jl区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　南東コーナー部付近を第50号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．66m，短軸2．48mの方形で，主軸方向はNT190－Wである。壁高は1～5cmで，各壁とも

緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，西壁際を除いて巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで59cm，両袖部幅100cmである。遺存状態が悪

く，袖部は粘土混じりのローム土で構築された基部のみが遺存している。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平

坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やか

に立ち上がっている。土層は3層からなり，いずれも竃内の覆土である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・ローム拉了・微意
2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック微量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは撹乱を受けているが竃と対噂する位置にあり，出入り

口に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

④　llI

くl恒

且2用m

、－工二＿／一一一‾‾‾‾‾

2　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微呈

A21．6m

0　　　　　　　　　　　　　2m

トー一一一一一一一十－　」

0　　　　　　　　　　　1m

上　　　　土　　　」

第95図　第36号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片器点，須恵器片6点，釘2点，双孔円板1点が，北東コーナー部付近の覆土下層から

出土している。280の須恵器杯は，竃の南東側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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第96図　第36号住居跡出土遣物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表（第96図）

QlO
く≡17戸ヨ／ノミ∋　　0　　　　　3cm

－　．h．－、’－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－‾　　‾‾　’．

番号 種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

280 須恵器 杯 ［13．2］4．5 ［8．8］雲母・長石・石英尿 良好休部下端手持ちへラ削り 覆土下層30％

番号 器種 径 孔　径 厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

QlO 双孔円板 2．6 ［0．2］ 0．3 （2．1） 滑　石孔は▼－→方向から穿孔 覆土　中PL59

第37号住居跡（第97図）

位置　調査区の南部のE4a2区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．76m，短軸3．53mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。壁高は8～15cmで，各壁とも

緩やかに立ち上がっている。

床　北東コーナー部付近がやや低いが，ほぼ平坦で，南北に長く中央部がよく踏み固められている。壁溝は，

西壁の中央部と北壁際の竃の西側にだけ確認されている。

∈
く‘）

苛

第97図　第37号住居跡実測図
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚日部から煙道部まで摘旺m　両袖部幅Iはcmである。袖部は，10cm

ほど盛年上げたローム士の士に砂質粘士を貼り付けて構築されている。火床面は，床面をやや据l）下げた平坦

面を使用し，火熱により赤変している。ト一一…一部硬化した面も確認できた。．煙道は火床面から緩やかに立ち上がっ

ている。士層は20層からなり，第1＼11層が竃内の覆士，第13＼19層が袖部の士層で，第12・20層は竃の掘り

方の埋士である。

竃土層解説
1　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒微量
2　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子のローム粒子微量
3　賠　赤　褐　色　焼圭二粒子多量
4　暗　褐　色　焼土粒子も炭化粒子0ローム粒子凋星二粒子微量
5　暗　褐　色　廃土粒子0炭化粒子eローム粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子やローム粒子0粘土粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子や粘土粒子微量
8　黒　褐　色　焼土粒子0炭化粒子のローム粒子微量
9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
摘　暗　赤　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子微量

n　褐　　　　色　ロームブロックe焼士粒子も炭化粒子・粘土粒子微意
12　にぷい赤褐色　廃土ブロック中量，炭化粒子eローム粒子微量
13　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
14　暗　赤　褐　色　焼土粒子や粘土粒子・砂粒微量
15　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒少数　焼土粒子eローム粒子微量
16　にぷい褐色　粘土粒子も砂粒少量，焼土粒子微量
17　暗　褐　色　ロ…ムブロックe焼土粒子微量
18　褐　　　　色　焼士粒子eローム粒子微量
19　褐　　　　色　ロームブロック少量
20　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

ぽッ紅　5か所。主柱穴はタ　確認できなかった。㌘且は竃と対暗する位置にありタ　出入り口に伴うピットと考

えられる。P2＼5は，Plと覆土の色調が違い，しまりが弱いことから住居に伴わないと考えられる。深さ

はP2が6t）clllと深いが，他は16＼18cnlであり，いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　極　暗　褐　色　焼土粒子6炭化粒子少巌，ロームブロック微量
2　極∴暗　褐　色　焼土粒子。ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロ…ム粒子中量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　十師器片151点，須恵器片49点∴砥石1点が，「†‾－央部と南壁際から散在して出十しノている。多く

の遺物は，覆士下層から出士している。282の須恵器林は，竃の南側の覆士下層からIt十十している。

所見　時期は，出十十器から8世紀後葉と考えられる。

』　　　走
第98園　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表（第98図）

0　　　　　　　　　10cm

』ニ曇㍊

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　士 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

281 土師器 小形禁 ［15．0］（13．3）
雲母8長石ぬ

石英・砂粒
にぷい褐 普通

目線横ナデ，体部外面下位へラ削り言内

面・外面上位へラナデ
覆土下層30％
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番号 種 別 器種 ［二寮姜 器高 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

282 須 恵 器 杯 ［13．6］ 4 ．3 8．0 雲掛 長鉦 石英 灰 自 普通 底部二方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り 覆土下層 60％

283 須恵 器 杯 は2．8］ （3．6）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
灰オリーブ 良好 体部下端手持ちへラ削り 覆土上層 30％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 畳 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q ll 砥　　　 石 18．2 10．5 1 1．4 2 8 79．4 砂岩 紙面2両 覆土下層

第38号健贋静（第99図）

位置　調査区の南部のり4h2区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　北壁中央部を第5号土坑に　中央部を第鑓号士坑に　東壁中央を第47号土坑にタ　南東コーナー部を

第48号士坑にいずれも掘り込まれている。

規模と形状　北壁が撹乱と削平を受けているため，硬化面の広がりから判断して，N－40－Wを主軸とする長

軸息83m，短軸3．73mの方形と推定される。撹乱を受けた北壁と重複を受けている東壁では壁の立ち上がりほ

確認できないが，南壁と酋壁の壁高は12cmで，いずれも外傾して立ち上がっている。

床　東端はやや低くなるが，ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。壁溝鶴　南壁際と西壁際を巡っ

ている。

竃　遺存状態が悪く，確認できなかった。Plの位置から判断して，撹乱を受けた北壁に付設されていたもの

と推測される。

ぽッ匝　且か所。主柱穴は，確認できなかった。㌘且は南壁際の中央に位置し，出入り口に伴うピットと考え

られる。

第99回　第38号住居跡実測図
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覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1極　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片99点，須恵器片25点，砥石1点が，南西部に集中して出土している。多くの遺物は，

覆土下層から出土している。285の土師器嚢は，南西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

録
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第100図　第38号住居跡出土遣物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表（第100図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

285 土師 器 聾 ［26．8］ ［48，1］
雲母 ・長石 ・

石英
にぷい橙 普通

口縁 横ナデ，休 部外 面下位 へラ磨 き，内

面 ・外面上位へラナデ
覆土下層 40％

28 6 土 師 器 要 ［29．8］ （22．4）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通

口縁 横ナデ，体 部外 面下位 へ ラ削り，内

面・外面上位へラナデ
覆土下層 10％

28 7 須恵 器 高台付 ］不 （1．6） 8．8 長石 灰 良好
底 部回転糸切り後 回転へラ削り，その後高

台貼り付け
覆土 下層 20 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 12 砥　　 石 （8．0） 4．0 3．5 （133．3） 凝灰 岩 砥面4面 覆土下 層
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第39号住居跡（第101図）

位置　調査区の南部のE3b7区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸4．26m，短軸3．58mの長方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は8～16cmで，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，西壁際と北東コーナー部付近を除いて全面が踏み固められている。壁溝は，全周している。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで102cm，両袖部幅143cmである。

袖部は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さに粘土を貼った平坦面を使用し，火熱に

ょり赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は17層からなり，第1～7層が竃

内の覆土，第8～12層が袖部の土層で，第13～17層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
3　灰　黄　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量
4　極　暗褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
5　暗赤褐　色　粘土ブロック・ローム粒子ヰ呈，焼土粒子・炭化

粒子・砂粒少量
6　暗　赤褐　色　焼土ブロック中呈，ローム粒了少量
7　極暗赤褐色　粘土粒子・砂粒中鼠焼土ブロック・ローム粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土粒子・砂粒少量

9

10

11

12

13

14

15

16

17

にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，砂粒微量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
に

に

に

暗

黒

褐

ぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量
ぷい褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
ぷい赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
赤　褐　色　焼土ブロック少量
褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

色　焼上粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

第101図　第39号住居跡実測図
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滞圭　は層からな軋　レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローームブロックか廃土粒子微量

2　褐　　　　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　粘土ブロック少量，炭化粒子61ブーム粒チ微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子の炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少巌，炭化粒子微巌
6　褐　　　　色　ロームブロック微量

色
色
色
色
色
色褐

褐
褐
褐
褐
褐
暗

7

ヾ

：

日

用

日

は

ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
ロームブロック微量

ローム粒子少量
ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片2点　須恵器片用意がタ西部の覆土下層から点在して出土している。火床面の北端か

らはダ　ニ次焼成を受けて赤愛した289の須恵器塚が正位で出土している。

浦風　時期は，出土土器から8世紀複葉と考えられる。

第相聞　第罰号住居跡出土遺物実測図

第諏号住居跡出土遺物観察表（第鼠の2図）

番可 種 別 器種 潤 い 摘
底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

289 極 離 還
棒

13可 4e3
8。4 雲掛 長石石英 浅黄 不良 底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り 竃覆土下層 9000，P L 着’

罰0　 須 恵 器 林
那 つ 絹

7．0 雲掛 長石・石英 吠 白 良好 底 部uNtt一方向のへラ削り 覆土下 層 8000，P L ∴17

′　√、．∴1　工．言Y′

位置　調査区の東部のC射区に位置し芦　東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3・79m資短鋸の53mの不整方濁行㌔＋室儲け封句はⅨ「∴針㌧」Eである。壁高は27～55cmで，各壁

ともほぼ直立している。

嫁　菜に緩やかに傾斜し，北東コーナー部付近と南西コーナー部付近を除いて全面が踏み固められ，竃の南側

は特によく踏み固められている。壁溝はタ　南西コーナー部付近を除いて巡っている。

竃　北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は焚日部から煙道部まで1蟻cm，両袖部幅蟻7cmである。

磯部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面はタ床面と同じ高さの平坦面を使用しタ火熱により

赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。士層は12層からなり，いずれも竃内の覆土

である。

竃土層解説
1　褐　　　　色　焼土粒子のローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子を粘土粒子微量
3　褐　　　　色　廃土粒子・炭化粒トローム粒子微量
4　褐　　　　色　廃土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量
5　褐　　　　色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量

8　褐　　　色　粘土ブロック中乳　焼土ブロック0ローム粒子・
砂粒少量

9　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
10　暗　褐　色　焼士粒子・ローム粒子微量
11にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少鼠ロームブロック微量

ぽッ匝　4か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対暗する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。P2～射ま，深さが23～36cmのピットで，性格は不明である。
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第103図　第41号住居跡実測図

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土居解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ロームブロック微量
3　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　」

4　褐　　　　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片573点（杯88，高台付椀1，要484），須恵器片393点（杯178，高台付皿1，嚢212，鉢

2），鉄津2点が，全域から散在して出土している。多くの遺物は，覆土上層から出土している。墨書土器であ

る293の土師器杯は，竃の南側の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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第104図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表（第104図）

⊂フ

う‾　f

296

暫

宗一　　　TP36

番号 種別 器種 ［］径 器高 底径 胎　」二 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

292 土師器 杯 12．6 3．7 6．1
長石∴石英・

赤色粒子
楕 普通

底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り，休

部‾卜端手持ちへラ削り，内面へラ磨き
覆土中層90％，PL47

293 土師器 杯 ［14．8］ 4．5 ［6．8］長石・石英 にぷい橙 普通
底部一一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り，内面へラ磨き
覆土中層

30％，底部外面

墨書「□」

295 土師器 坤こ （2．6） 長石・石英 橙 普通休部内面へラ磨き 覆土　中
5％，休部外面

悪書「□」
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番可 種別巨醜 胎 土 i 色 調 i焼成i　 手 法 の 特 徴　　　　　　 備 考
296 土師車 回　 長石藩色橙　 普通体部融盲へラ離　　 覆土璃 禁 ㍗

297　土師器　　杯
巨 … 雲母　 浅黄橙 普通舶納商へラ離　　 覆土璃 禁 ㍗

2鰯　須恵苦　　杯 拍・可　 可 ・車 石　　　　　 適　絡膏向のヘラ削潤 洋齢持ちへラ削凍 土中層i略 PL媚

林
は3車

13可 錮 巨端 霊 ㌢ 巨礪

婆
回 帝 石朋 灰

聾
巨 上 唇 可 媚　 陣 禁 位の平榊 き潮 、円の覆土尋

TP鵠　須恵器　　婆 巨501月 つ 雲母瀞 石英桓灰　 桓適i僻桝離経の平行叩き湖面当て具痕 桓 中層i

警警
一′　　′

位置　調査区の中央部のC3〔19区に位置し，平Ⅲな台地の東端部に立地している。1

．．、′　1．′　　　　　′、　　　　　　　　　　　　．、′　　ノ、、

他の壁は外傾して立ち子．がっているし－

床　ほぼ平坦で，中央部から東壁際にかけて踏み固められている。、壁溝は，仝周している。

′　　，　∵　′　二く　′　　　　ノ　　　′　：・，－′／′′　・・．　　　　　　　′・　　　　　　　ノ．

′′　　　　　　　′　　　・・・　　　　　　　　　　　　　　一・

人熱によ：）赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている∴覆土第9層の上面から3j（うの士帥器

・ノ　′　　　　　　　ノ　′　ノ・′．・　　′　　ノ　　　　　／＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　．

内の博士，第15ノ＼22層が袖部の士層で，第23層は竃の掘り方の理工である。

竃土層解説

1　灰　褐　色　粘土ブロック少量努　廃土粒子のロレーム粒子微量

2　にぷい褐色　粘土粒子中量撃　廃土粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子のロ如一一ム粒子の粘招立子微量

4　褐　　　　色　焼土粒子も炭化粒子もローム粒子の粘土粒デー薇還

5　暗　褐　色　廃土プロッタをローム粒子の粘土粒子微量
6　にぷい赤褐色　廃土ブロック少量夕　炭化粒子の粘土粒子微量

ア　灰　褐　色　粘土プロ勇か廃土粒子弓削湖新手沌←ム粒子緻竃
暗　褐　色　廃土粒子を炭化粒子のローム粒子微量

9　灰　褐　色　粘土粒fふ少巌，廃土ブロック微義

は　暗　赤　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子の粘土粒子微義
は　暗　褐　色　廃土ブロック少量

且2　暗　褐　色　粘土ブロックの炭化粒子のローム粒子微量

且3　黒　褐　色　廃土粒子の炭化粒子を粘土粒子微量
摘　暗　赤　褐　色　廃土粒子の炭化粒子微量

色
色

褐
褐

赤
赤

立
日
　
立
U

H
H
 
F
T
h
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〓

5

　

6

弓

－

ふ

　

て

且

廃土粒子多量　炭化粒子少量　ロレ…ム粒　微憲

廃土厳守一　炭化堪テ　ロ…ム粒若　鮎招藷fd　砂
粒概憲

膵　暗　褐　色　ロ…ム粒　　砂粒申義　粘　ふフロノダ∵廃土粒

子∵嵐化粒子少量
摘　痍　黄　褐　色　砂粒多量　粘土粒子中量　ロームプロブタ　炭化

色

色

色

色
褐

褐

　

赤暗

黒
褐
極
褐

．

日

ソ

　

日

日

　

1

　

り

】

頂

上

　

2

　

2

　

2

23

粒子微還

粘土粒子の砂載多濱＼ローJ滅抒瀾濱

口…ム擬　　砂粒多蔓ラ　粘土粒ヂ微簑
ロト叫ムフロブク焼頒逆子炭化粒㌢粘　減軽少完

ロームフロック　∵隊士粒子の炭化粒子や粘土粒
子の砂粒少量

極暗赤褐色　廃土ブロックもロームプロノク少量

ピット　γか所。一言廿汗こは，I〕）1－＼」が相当する。深さはI二）2が55clllと深いが，他はこう（ト：独Il了ごある．P5は

竃と対暗する位置にあ軋　出太　田に伴　ピット　考えられる。㌘　の闘敢　深さが摘cmと滋cmのピッ　でタ

性格は不明である。

つ1（主－
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第105図　第43号住居跡実測図

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子薇昌

O

L＿＿　；二∃¶

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　　　　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片106点，須恵器片3点，土玉1点が，竃の周辺から集中して出土している。多くの遺物

は，覆土下層から出土している。322の須恵器量は，竜の右袖の南東側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

ー117－

第106図　第43号住居跡出土遺物実測図（1）
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第107図　第43号住居跡出土遺物実測図（2）

第43号住居跡出土遺物観察表（第106・107図）

315

ヒ＝±∃cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

314 土師器 杯 15．0 6．0
長石 ・石英 ・

赤色粒子
橙 普通 休部外面へラ削り，口緑・内面梼ナデ 覆土下層 70％，P L 47

315 土師器 要 ［24．4］ 33．6 9．0
雲母 ・長石・

石英
にぷい橙 普通

口縁横ナデ，休部外面下位へラ磨き，外面

上位・内面へラナデ
覆土下層 60％，P L47

316 土師器 疎 ［27．8］ 33．5 8．4
雲母 ・長石・

橙 普通
ロ縁梼ナデ，休部外面下位へラ磨き，外面 竃 覆 土

50％二コ産： 石英 上位・内面へラナデ 中　　 層

319 土師器 甑 － （16．6）［11．0］雲母・長石・石英 褐 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 覆土中層 20％

320 須恵器 杯 15．5 3．9 8．0 雲母・長石・石英 灰黄 良好 底部回転へラ削り 覆土中層 60％，PL 47

322 須恵器 蓋 16．7 3．5 － 雲母・長石・石英 黄灰 普通 天井部右回りの回転へラ削り 覆土下層 95％，PL 47

番号 器　 種 長　 さ 径 孔　 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 13 上　　　 玉 2．6 2．8 0．8 15．8 土　 製 孔から体部上位にかけて擦痕，断面円形 覆．土中層 P L 59

ー118



窮朋考健腰静（第108図）

位置　調査区の東部のC4d7区に位置し言東に傾

斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　全面を第20号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びている

ため，南北軸3．10nl，東西軸1．30nlだけが確認さ

れた。全面が第20号住居跡と重複しているため，

壁溝から判断して，N…100…Eを主軸とする方

形または長方形と推定される。壁の立ち上がりほ

確認できなかった。

床　ほぼ平坦で北西コーナー部付近と西壁際を除

いて全面がよく踏み固められている。壁溝は，住

居の範囲が確認された北壁中央から南壁中央にか

けて周回している。

竃　北壁または東壁に付設されていたと考えられ

るが，調査区域外のため不明である。

ピット　確認されなかった。

覆土　確認されなかった。
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第糀嘲撃　第44号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片24点，須恵器片1点が出土している。小片のため，図示することができなかった。

所見　時期は，9世紀複葉と推定される第20号住居跡との重複関係や出土土器片から8世紀代の可能性が考え

られる。

第墟号健腰跡（第109図）

位置　調査区の東部のC4f7区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第18号掘立柱建物跡のP2・3を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸5．00m，東西軸且82mだけが確認された。形状

は方形または長方形と推定され，主軸方向はⅨ「㍉㌢㌧つEである。壁高は，5ト54cmで，各壁ともほぼ直立して

いる。

床　ほぼ平坦で，南西コーナー部付近と北寄りの西壁際が踏み固められている。壁溝は，確認された壁際を周

回している。

竃　北壁または東壁に付設されていると考えられるが，調査区域外のため不明である。

ピット　確認できなかった。

澤土　第1層は表土で，第2～6層が本跡の覆土である。5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化路子・ローーム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・廃土粒子・炭化粒子中量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　極　暗褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片ユ59点　捧持　嚢142），須恵器片54点庫34芦婆20），瓦1氏鉄製紡錘車上喪，不明

鉄製品1点が，西壁際中央部から集中して出土している。多くの遺物は，覆土上層から出土している。325の須

一日9－



恵器杯は，西壁際の中央の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

T＼、遜／
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第109図　第45号住居跡・出土遺物実測図
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第110図　第45号住居跡出土遺物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表（第109・110図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

3 23 土 師 器 慧 ［2 1，0］ （11 ．2）
雲 母 ・長 石・石

英 ・赤色粒子
橙 普 通 口綿 棒 ナデ ，体 部 内 ・外 面 へ ラナデ 覆 土 中 層 5％

32 5 須 恵 器 杯 ［13．4］ 4．3 6 ．0
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒 子
黒 良 好

底 部 回転 へ ラ切 り後 ，一 方 向 のヘ ラ削 り，休

部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り
覆土 上 層 50 ％

32 7 須 恵 器 棄 ［2 3．0］ （12 ．3）
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤 色粒子
暗灰 黄 良好 休 部 外 面 縦 位 の 平 行 叩 き，内 面 当 て具 痕 覆 土 上 層 20％

T P 40 須 恵 器 鉢 （11．5）
雲 母 ・長 石 ・

石英 ・小 礫
灰 黄 普 通 休 部 外 面 格 子 目の 叩 き，内 面 輪 積み 痕 覆 土 上 層

番 号 器　 種 径 孔　 径 厚　 さ 養　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 4 5 紡　 錘　 車 4．0 0．5 0 ．1 10 ．6 鉄 円 形 の 中心 に 方形 の 孔 覆土 中 層 P L 6 1

番 弓一 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 毛　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 4 6 不　　 明 2．2 1 ．0 0 ．3 2 ．4 鉄 円 筒 状 で 下 端 が 尖 る 覆 土　 中 P L 6 2

T 4 丸　　 正 （3．9） （9．5） 1．3 （64 ．3） 上　 製
凸 面 へ ラ削 り，凹 面 布 目痕 ，一一一方 の先 端 部 残

存
覆 土 上層 P L 6 3

第46号住居跡（第111図）

位置　調査区の中央部のC4d2区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　東部を第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第1号溝と重複しているため，竜やピットから判断して，N－20－Eを主軸方向とする長

軸4．00m，短軸3．76mの方形と推定される。壁高は43～52cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，確認された壁際を周回している。

竃　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで126cm，両袖部幅136cmである。袖部は，砂質粘土で

構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用している。火熱により赤変しているが，硬化した

面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は26層からなり，第1～14層が竃

内の覆土，第15～25層が袖部の土層で，第26層は竃の掘り方の埋土である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　灰　褐　色　焼士粒了・多量，砂粒中量，ローム粒子少量
3　極　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　砂粒多鼠　ローム粒子・粘土粒子中量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量
7　にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒中量，ローム粒子少量
8　赤　褐　色　焼土ブロック中量

9　にぷい黄褐色　砂粒中量，焼土桂子・ローム粒子・粘上粒子・′ト
礫少量

10　暗　赤　褐　色
11梅暗赤褐色
12　極暗赤褐色
13　灰　褐　色
14　暗　赤　褐　色
15　にぷい黄褐色

焼土ブロック少量
焼＿Lブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼上ブロック中呈，炭化粒子・ローム粒子少量
灰中量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
焼上ブロック中呈，炭化粒子少量
粘土ブロック・ローム粒子・砂粒中量



16　暗　褐　色
17　票　褐　色
18　にぷい黄褐色
19　暗　褐　色
20　暗　赤　褐　色
21黒　褐　色

粘土ブロック・ローム粒子・砂粒中量，炭化物少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量
粘土ブロック・ローム粒子・砂粒中量
焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量
粘土粒子中量，砂粒少量，焼土粒子・ローム粒子微量

22　暗　褐　色　粘土粒子多量．ローム粒子中鼠　砂粒少量
23　極暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
24　暗　褐　色　ロームブロック中量
25　褐　　　　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・砂粒少量
26　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位掛こあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土16層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ロームブロック微量
2　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック少量，焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微呈
5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中呈，粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土ブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
8　暗　褐　色　炭化物・ロームブロック・粘土ブロック少量
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第111図　第46号住居跡実測図

9　黒　褐　色　炭化物・ロームブロック・粘土ブロック少量，焼

10　黒　褐　色
11黒　褐　色
12　暗　褐　色
13　褐　　　　色
14　極　暗　褐　色
15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

土ブロック微量

ロームブロック中呈，炭化粒子少量，焼土粒子微量
焼士ブロック・炭化物少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・粘土粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量
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遺物出立状況　土師器片黒点　須恵器片　点　刀子　点が，全域から散在して出土している。多くの遺物勘

覆土下層から出士している。330の須恵器林は，中央部の床面から出士し＿ている。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第開　園　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表（第112図）

0
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番号種別 器種 口径 器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

328 土師器 杯 13．7 4．6
圭母・長有・

赤色粒子
明赤褐 普通体部外面へラ削り，目線・内面横ナデ 床　　面60％

329 土師器小形嚢［15。2］（10．9）－長石・石英にぷい赤褐普通［］様様ナデ，体部外面へラ磨き，内面へラナデ覆土下層20％

330 須恵器 杯 15．3 5．0 －雲掛長鉦石英浅黄 普通底部回転へラ削り 床　　面80％，PL47

331須恵器 杯 は1。8〕（斗1）－雲掛長石一石英灰 良好底部回転へラ削り 覆土中層20％

番号器　種長　さ 幅 厚　さ孔　径 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

MLt7不　　明 （3」） L6 0．2 0．2 （3．1） 鉄 円弧状，外側に一方向から穿孔した孔有 床　　面PL62

∴′・行了㌦∴声　了．∴∴つ・、畑

位置　調査区の中央部のC4jl区に位置しノ，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3諸のm芦　短軸3862mの方形で　主軸方向はN…測〇一Wである。壁高は2～且8cmで，削平によ

i）両壁と東壁では壁の立ち上がりが確認できなかったが，北壁と両壁は外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から北西コ一一ナ一部にかけてよく踏み固められている。壁溝は，南東コーナー一部付近と南

壁際の中央付近を除いて巡っている。南壁際の中央から焼士が確認された。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚「描；から煙道部まで93clll，両袖部幅160clllである。袖

部はタ　粘土混じりのローム土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面を40撒ほど掘り下

げた部分に褐色士や粘土を入れて，床面とほぼ同じ高さの平坦面を作りだして使用し，火熱により赤変硬化し

ている。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は28層からなi），第1＼12層が竃内の覆士，第13

＼21＿層が袖部の土層で，第22F＼28層は竃の据il）方の埋士である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック0粘土　　3　暗　赤　褐　色　砂粒中量，焼土ブロックe炭化物もローム粒子ゆ

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土粒子微量
2　暗　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，炭化粒子少鼠廃土ブ　　4　暗　褐　色　砂粒多量，粘土ブロック・炭化粒子少量

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　赤褐　色　焼土ブロックやコーム粒子中量，炭化物e砂粒少量
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6　暗　赤　褐　色　粘土ブロック・ローム粒子・砂粒中量，炭化物少量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，炭化粒子・ローム粒了・少量
8　暗　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒

子・粘土粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘

土粒子少量
10

11

12

13

14

15

16

17

暗　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量
暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・灰少量
暗　赤　褐

にぶL

にぶ

黒

暗

灰

赤こ褐

褐い

褐

褐

褐

色

色

色

焼土ブロック・ローム粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
焼土ブロック・粘土粒子少量
粘土ブロック少量，砂粒微量

色　ローム粒子・粘土粒子微量
色　炭化物・焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

18　褐

19　暗　褐
20　暗　褐
21褐
22　暗　赤　褐
23　にぷい赤褐
24　にぷい赤褐

色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

色

色

色

色

色

色

粒子微量
焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
焼土粒子・ローム粒子微量
焼土ブロック中呈，炭化粒子微量
粘土粒子中鼠　砂粒微量
焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒千・秒
粒微量

25　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂
粒微量

26　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
27　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
28　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは20～29cmである。P5は竃と対峠する位置にあり，出入

り口に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック

粘土粒子少量

3　灰　褐　色　炭化粒子・粘土ブロック少量，焼土ブロック・ロ
ーム粒子微量

4　褐　　　　色　ロームブロック微量
5　褐　　　　色　ロ∵ム粒子微量

遺物出土状況　土師器片40点，須恵器片8点が，中央部の覆土下層から点在して出土している。334の須恵器杯

は，竃右袖の東側の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，床面の焼土などから焼失住居の可能性が考えられる。時期は出土土器から，8世紀前葉と考え

られる。
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第47号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

33 4 須 恵 器 土不 1 1．3 4 ．0 4 ．3 雲母・長石・石英 灰 自 良 好 底 部 回転 へ ラ削 り 覆 土 下 層 60 ％

第48号住居跡（第114図）

位置　調査区の中央部のC3hO区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

規模と形状　長軸3．43m，短軸3．25mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は10～20cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から南西コーナー部付近にかけて踏み固められている。壁溝は，全周している。

22

第114図　第48号住居跡実測図
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで75cm，両袖部幅108cmである。袖部は，ローム

土混じりの粘土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用している。火熟により赤変

しているが，硬化した面は確認できなかった。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は25層から

なり，第1～12層が竃内の覆土，第13、18層が袖部の土層で，第19～25層は竃の掘り方の埋土である。
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竃土層解説
1　灰　褐　色　粘ま二粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子徹凝
2　黒　褐　色　焼i二粒子・炭化粒子一せローム粒子e粘L粒子微量
3　暗　褐　色　廃土粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
4　にぷい褐色　粘土粒子中量
5　明　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子微量
6　暗　赤　褐　色　廃土粒子さ炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色

8　暗　赤　褐　色
9　褐　　　　色

10　にぷい赤褐色
11　にぷい赤褐色

12　にぷい赤褐色

13　にぷい赤褐色

焼土ブロックか粘土粒子微量
焼土ブロックの炭化粒子微量

ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子ぜ粘土粒子微量
廃土ブロック少量
焼土粒子微量
焼士ブロック・炭化粒子微量
焼土粒子少量，砂粒微量

摘　暗　褐　色　ロレ∵ムブロック。焼土粒子の炭化粒子微量

15　明　褐　色　廃土ブロック・粘土粒子少量

16　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子を粘土粒子微量

17　にぷい褐色　粘土粒子中鼠　焼土粒子微量
18　にぷい褐色　粘土ブロック中量

19　暗　褐　色　焼土ブロック凋肌凝子0コーム粒子の粘土粒子微巌
20　暗　赤　褐　色　ロームブロックの焼土粒子や炭化粒子微量

21褐　　　　色　廃土粒子・ローム粒子微量
22　暗　褐　色　焼土粒子微量

23　褐　　　　色　ロームブロック微量

24　褐　　　　色　焼土ブロックをローム粒子微量
25　褐　　　　色　ローム粒子少量

ピット　5か所言主柱穴はPI F、3が相当し言策さは1ト25cIllである。南西隅の主柱穴は，確認できなかった。

㌘射ま竃と対暗する位置にありタ　出入りロに伴うピットと考えられる。P　は　深さ臓cmのピットで，性格は

不明である。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。1

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼士ブロック微量　　5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロックe炭化粒子。
2　暗　褐　色　ロー∴ムブロック中量，焼土ブロックや炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロックe粘土ブロック中量，焼土プロッ　　6　褐

クの炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐

4　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロ…ムブロック・炭化粒子少　　8　褐

量，焼士ブロック微量

粘土粒子少量，砂粒微鼠
色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
色　焼土粒子を炭化粒子をローム粒子微鼠
色　ロームブロック・焼土粒子e炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片85点夕　須恵器片6点が，南壁際の中央付近に集中して出土している。多くの遺物はタ

覆士下層から亡1十上している。340の須恵器杯は南壁際の中央付近の覆士下層から，337の士師器聾は竃内や竜周

辺の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出士士器から8－世紀前葉と考えられる。

第48号住居跡出土遺物観察表（第115図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

3 36 土 師 器 小 形 賓 － （13．0） 7．6 長 石 ・右 英 明 赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り，内 面 へ ラナ デ 床　　 面 4 0％

3 37 土 師 器 婆 ［25．1］ 3 2．2 ［7．4］ 長 石 ・石 英 灰 褐 普 通 日縁 横ナデ，体部 外面へ ラ削り，内面へラナデ 竃覆土下層 4 0％
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出上位置 備　 考

340 須 恵 器 杯 15．1 5．1 － 雲掛 長石・石英 灰黄 普通 底部回転へラ削 り 覆土下層 80％，PL 4 8

第49号住居跡（第116図）

位置　調査区の中央部のC3j9区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　第50号住居跡の東部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．59m，短軸3．29mの方形で，主軸方向はN－80－Wである。壁高は12～34cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竃の南側から南壁際の東側にかけて中央部が踏み固められている。壁溝は，南壁際中央と東壁際

中央にだけ確認できた。

竃　北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで106cm，両袖部幅134cmである。

袖部は，ローム土の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，

火熟により赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。火床面北端から342の土師器嚢が逆

位で埋められた状態で，その上に343の須恵器杯が逆位で重ねられた状態で検出され，343の須恵器杯の体部は
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第116図　第49号住居跡実測図
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二次焼成を受けていることから，これらは支脚に転用されていたと考えられる。しかし，342の土師器嚢の破片

は竃外や竜埋没時の流入層と思われる土層からも出土しており，竃構築材にも使用されていた可能性が考えら

れる。土層は23層からなり，第1～10層が竃内の覆土，第11～20層が袖部の土層で，第21～23層は竃の掘り方

の埋土である。

竃土居解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中貴，焼土粒子微量
2　褐　　　　色　焼土粒子・ローム粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
4　灰　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微音
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
7　褐　　　　色　焼土ブロック少呈
8　にぷい赤褐色　焼土粒子微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
10　赤　褐　色　焼土ブロック少鼠
11にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘上粒子微量
12　にぷい褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・砂粒微量

13 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量

14　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，砂粒微量
15　にぷい褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・砂粒微量
16　褐　　　　色　ロームブロック微量
17　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
18　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
19　褐　　　　色　粘土ブロック少量，ローム粒子極微量
20　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
21　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量
22　褐　　　　色　ロームブロック微量
23　褐　　　　色　ロームブロック少量

ピット1か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対噂する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少鼠焼土ブロック微量　　3　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片125点，須恵器片49点（杯33，要14，鉢1，甑1）が，北部を中心に散在して出土して

いる。多くの遺物は，覆土下層から出土している。墨書土器である345の須恵器杯は，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉から後葉と考えられる。
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第117図　第49号住居跡出土遺物実測図（1）
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第118図　第49号住居跡出土遣物実測図（2）

第49号住居跡出土遺物観察表（第117・118図）

0　　　　　　　　　　10cm
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番弓一種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

342土師器魂（29．8）7．3
雲母・長石・
にぷい褐普通
休部外面上位へラナデ，外面下位へラ磨き，竃　覆土

50％瓦 石英 内面へラナデ，輪積み痕下　　層

343須恵器杯［12．0］4，65．8雲母・長石・石英黄灰普通底部一一・方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り寵覆土下層60％，PL48

345須恵器均、（0．8）［5．6］
雲母・長石・

石英
灰良好底部回転へラ切り後，・一方向のヘラ削り覆土　中

10％，底部内面

墨書「栄カ」

PL56

346須恵器鉢［25．0］（14，1）長石・石英黄灰良好
□緑横ナデ，体部外面縦位の平行叩き，内

面へラナデ，当て具痕
覆土下層20％

348須恵器甑（11．4）［14．1］長石・石英黄灰良好
休部外面格子目の叩き，外面下位へラ削り，

内面へラナデ，当て具痕
覆土下層30％

第50号住居跡（第119図）

位置　調査区の中央部のC3j9区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　東部を第49号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・72m，短軸2・現mの長方形で，主軸方向はN－110－Wである。壁高は2～32cmで，第49号

住居跡と重複している東壁は確認できないが，他の壁は外債して立ち上がっている。

床　南東コーナー部付近が5cmほど下がっているがほぼ平坦で，竜の南側から中央部にかけての東側はよく踏

み固められている。壁港は，確認された壁際を巡っている。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。重複により遺存状態が悪く，火床面と左袖が確認できただけ

である。左袖部は，粘土混じりのローム土で構築されている。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用

し，火熱により赤変硬化している。煙道は，重複により確認できなかった。土層は16層からなり，第1～13層

が竃内の覆土，第14～16層が袖部の土層である。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量
3　極暗褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量，粘

土粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒

子・粘土粒子微量
6　暗赤褐　色　炭化粒子少量，壌土ブロック・ローム粒子・砂粒微量
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7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム
粒子微皐

8　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
9　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子・砂粒少量，ローム

粒子微量
10　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・砂粒微量
11暗赤褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子少鼠粘土粒子微量

12　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・砂粒微量
13　暗赤褐色　粘土粒子中鼠ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
14　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
15　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・小

礫少量

16　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量

ピット　主柱穴は，確認できなかった。

覆土　7層からなる。堆積に乱れが見られることから，第1層は人為堆積と考えられるが，第2～7層はレン

ズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　　色　ロームブロック中量

13

第119図　第50号住居跡実測図

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼上ブロック・炭化粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片50点，須恵器片4点が，中央部の覆土下層から点在して出土している0350の須恵器甑

は，南壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前葉から中葉と考えられる。
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第120図　第50号住居跡出土遺物実測図（1）
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第121図　第50号住居跡出土遺物実測図（2）

第50号住居跡出土遺物観察表（第120・121図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 上 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

34 9 土 師 器 斐 ［23．2］ （8．0） － 雲母・長石・石英 明 褐 普 通 口緑 横 ナデ ，体部 内 ・外 面 へ ラナ デ 竃 覆土中層 5％

350 須 恵 器 鉢 ［28．2］ （8．4） － 雲計 長石・石英 灰 自 良 好 休 部 外 面 格 子 目の 叩 き，内 面 へ ラナデ 覆土 下 層 5％

第52号住居跡（第122図）

位置　調査区の中央部のC3f8区に位置し，平坦な台地の末端部に立地している。

規模と形状　一辺4．53mはどの方形で，主軸方向はN－150－Eである。壁高は35、45cmで，各壁ともほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，全周している。北西コーナー部付近に焼土の堆

積が見られた。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで101cm，両袖部幅106cmである。

袖部は，砂質粘土で構築されている。火床面は，床面をやや掘り下げた平坦面を使用し，火熱により赤変硬化

している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は25層からなり，第1～14層が竃内の覆土，第

15～19層が袖部の土層で，第20、25層は竃の掘り方の埋土である。

竃土居解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼上粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒

子・ローム粒子微量
3　極　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼

4　灰
5　灰

6　暗

7　黒

8　極

9　暗
10　極

11　に

12　暗

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

暗　褐　色

褐　色

暗赤褐色

ぷい赤褐色

赤　褐　色

土ブロック微量
粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
粘土ブロック少量，焼土ブロック・砂粒微量
ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量
焼土ブロック・ロームブロック微量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒少鼠　焼土ブロッ
ク・炭化物微量
ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
焼土ブロック・ローム粒子少量
焼土ブロック少量
焼土ブロック・灰少量

13　にぷい赤褐色　焼上粒子微量
14　にぷい赤褐色　焼士ブロック少量
15　にぷい黄褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，粘土ブロック・焼⊥

粒子少量
16　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量
17　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子L砂粒中量，焼土粒子・

炭化粒子少量
18　暗　赤　褐　色
19　褐　　　　色

20　暗　赤　褐　色
21黒　褐　色

22　極　暗　褐　色

23　暗　褐　色
24　暗　褐　色

25　暗　褐　色

粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

粘土粒子多量，砂粒中量

焼土ブロック中量，ロームブロック少量
ロームブロック少量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ロームブロック中呈，焼土粒子少量

ロームブロック中量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　6か所。主柱穴は，Pl～4が相当する。深さは，P2が80cmと深いが，他は56～70cluの深さである。

P5は竃と対噂する南壁の中央部に位置し，出入り口に伴うピットと考えられる。P6は深さ18cmのピットで，

性格は不明である。

覆土15層からなる。第1～7層はロームブロックの混入が多く，堆積に乱れが見られることから，人為堆積

である。第8層以下はレンズ状に堆積する自然堆積であり，焼土粒子や炭化粒子の混入が見られた。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　　　　色　ロ1ムブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子少量
6　極　暗　褐　色　焼十粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
7　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼上粒子中量，炭化粒子少量
8　暗　褐　色　焼上ブロック・ロームブロック中量，炭化粒了少量

9　黒　褐　色
10　暗　褐　色
11極　暗　褐　色
12　黒　褐　色
13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　暗　褐　色

ー1311

焼上ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量

ロームブロック中量，焼上粒子少量，炭化粒子微量
焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック中量
ロー1ムブロック少量
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第122図　第52号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片321点（杯55，嚢266），須恵器片18点，土製支脚1点が，全域より散在して出土してい

る。全体的に覆土上層からの遣物が多い。363の須恵器蓋・364の須恵器長頸瓶は，南西コーナー部の覆土下層

から出土している。

所見　本跡は，焼土の堆積などから焼失住居の可能性が考えられ，焼失後，人為的に埋め戻されたと考えられ

る。時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第123回　第52号住居跡出土遺物実測図（1）
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第124図　第52号住居跡出土遣物実測図（2）

第52号住居跡出土遺物観察表（第123・124図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

35 1 土 師 器 杯 13．0 3，7 7．8
長 石 ・石英 ・

赤 色粒 子
橙 普 通 口緑 ・休 部 内面 横 ナデ ，外 面 へ ラ削 り 床　　 面

7 0％，底 部外面

刻 苦 「N ＋＋」

P L 5 6

3 52 土 師 器 珂こ ［13．8］ （4．0） － 長 石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 口緑 横 ナデ ，休 部外 面 へ ラ削 り 覆土 下 層 5 0％

3 54 土 師 器 小 形 棄 14．0 1 3．7 9．0 長 石 ・石 英 橙 普 通
口結 構 ナデ ， 体 部 外 面 下 位 へ ラ削 り， 外 面

上 位 ・内 面 へ ラナデ
覆土 下 層 8 0％，P L 4 8

35 5 土 師 器 小 形 棄 ［1 3．2］ （7．3）
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
橙 普 通 口縁 横 ナ デ ，休 部 外 面 へ ラ削 り 覆土 中 層 30％

36 1 土 師 器 J不 ［12．2］ 2．5
雲 母 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
にぷ い 褐 普 通 口 緑 ・休 部 内 面横 ナデ ，外 面 へ ラ削 り 覆 土 下 層 2 0％

362 須 恵 器 杯 ［10．8］ （3．0） － 雲計 長石・石英 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り 覆 土　 中 10％

3 63 須 恵 器 蓋 14，6 3．2 － 雲計 長石・石英 灰 黄 普 通 天 井 部 右 回 りの 回転 へラ削 り 覆 土 下 層 6 0％ ，P L 4 8

3 64 須 恵 器 長頸 瓶 ［11．0］ （4 ．4） － 長 石 灰 自 良 好 ロクロ整 形 覆 土 下 層 5％

番 号 機　 種 長　 さ 最 大 径 最 小 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P 14 支　　 脚 （12．6） ［9．2］ ［5．2］ （2 73．4） 土　 製 側 面 へ ラナデ ，被 熱 痕 覆 土 下 層

第53号住居跡（第125図）

位置　調査区の中央部のC3e6区に位置し，平坦な台地の東端部に立地している。

重複関係　第54号住居跡の南西部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．78m，短軸3．80mの長方形で，主軸方向はN－40－Wである。壁高は40～58cmで，各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部と北西コーナー部付近がよく踏み固められている。中央部と北壁際西寄りに焼土の堆

積が見られた。壁溝は，第54号住居跡との重複部で確認できなかったが，全周していたものと推測される。
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竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで117cm，両袖部幅139cmである。袖部は，砂質

粘土で構築されている。火床面は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱により赤変硬化している。煙道は

火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は19層からなり，第1～14層が竃内の覆土，第15～19層が袖部の

土層である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　灰　黄　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子少量
3　極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子少量
6　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
7　黒　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
8　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子中量

10　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子微量
11　にぷい赤褐色　焼土ブロック・砂粒微量
12　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒微量
13　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒微量
14　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
15　赤　褐　色　焼土粒子多量，砂粒中量，粘土粒子少量
16　褐　　　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量
17　黄　褐　色　砂粒多量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

9　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，18　にぷい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量
焼土ブロック微意 19　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少呈

第125図　第53号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴は，確認できなかった。Plは竃と対時する位置にあり，出入り口に伴うピットと考

えられる。P2～5は深さ10cmほどのピットであり，性格は不明である。

覆土12層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。第3層と第5層に焼土や炭化物が多く含まれる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子微量

7　褐　　　　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色
10　褐　　　　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片136点（杯28，嚢108），須恵器片27点，釘2点が，東部を中心に散在して出土している。

多くの遺物は，覆土下層から出土している。370・372の須恵器杯は，東部の覆土下層から出土している。373の

須恵器高台付椀は，中央部の覆土中層から出土しており，湖西産と考えられる。

所見　本跡は，焼土の堆積や覆土への焼土や炭化物の混入の様子から，焼失住居の可能性が考えられる。時期

は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

＿　J

＼篭∃⊆♂。7。

第126図　第53号住居跡出土遺物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表（第126図）

了
TP46 ：．I－；

L＿；10Fm

番号種別器種U径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

365土師器土不18．82．8ー長石・石英橙普通ロ縁横ナデ，休部外面へラ削り，内面へラ磨き覆土中層70％

368土師器慧［26．5］（20．1）
雲母・長石・

石英
にぷい赤褐普通
口緑横ナデ，体部外面上位・内面へラナデ，

外面下位へラ磨き
覆土中層20％
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番可 種別 巨 繍 口径 底径 胎　 土
色 調 恒 成

手　 法　 の　 特　 徴 備　 考

林 15．8 確。4 〔丁．（1」
雲母せ長石8石

英・赤色粒子

庸　 唇

底部桓転へラ削り

4。5 3．3 長石の石英
目線 e内面梯ナデ　 底部弼転糸切華後へう

削り
371 土師器　　 塚 lJ．3 にぷい黄橙 「普通

捧 二は．1］ 寸．1 6．J
実母・長l十有

英や鈷医鉱物

灰 i良好
底部一ハムノムー方向のヘラ削軋　体部下端手持ちへ

ラ削り 欝

3可 須恵器 桓 納 椀
－ （2．1） ［7。4］緻密

灰黄　 桓 好
底部回転へテ切射凱 霹緩摘購付け

覆土欄 桓

T P壷　 須恵器　　 婆 － （7．1） － 告針長石尋磯
灰黄褐　 極 道

体部外面多方向の宰相叩凱 内面ナデ
ロ

番号 器　 檀 長 さ i 幅 厚　 さ 重 量 i 材 質 ！　　 特　　　 徴　　　 桓 土位置 備　 考

M 48 釘
触 0） 恒 か5

0．5 浮・D　　　 鉄　　 断面方形礪 軋　 一一瀾摘 尖る P L（う1

tご＿∴≠　二一　一′，、　′．∴′、1

位置　調査区のl巨央部のC3C3区に位置し，平Ⅲな台地の東端部に立地している。

重複関係　第55号住居跡の南東部を掘り込んでいる。

、－、rノ．多、ハ．こ．．、勘　　′・．．・、、′月ノ　ニ　　・．′．∴＼　　　　　　′′一、．　　．㌦　　　′・さ　、．

直立している。

ノ、　′・－　　　　ノ‥．∴、、！．・ハ　カ．言・、・′　　・ノ　′　′　、

竃　北壁中央部のやや酉寄；‖二付設されている。二規模は焚‖部から煙道部まで114cfll言両袖部幅123cIl了ぐある。

、．ノ　　　・　　　′　　　　　　　　　：、′　、　′・　　ノ、′－、　　　　′、　ノ　　　・　　　　　　、．′　　　　ノ′′

用し　火熟によ　赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がっている。士層は蟻層からな軋　第

1＼11層が竃内の覆土で，第12、15層が袖部の士層である。

竃土層解説
1　黒　出　色　旭日＼lイ・揖化位「・t「－∴粒自微量
2　暗　褐　色　ローム粒子e粘土粒fAも砂粒中鼠　炭化物e焼土

位j′・少量
3　極∴暗　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土粒子0砂粒少量
5　褐　　　　色　ロ…ム粒子多鼠　砂粒少巌
6　黒　褐　色　焼I二粒子や炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
7　極暗赤褐色　炭化粒子中鼠　焼土粒子のローム粒子少最

8　暗　赤　褐　色　廃土ブロックの炭化粒子さローム粒子少量

9　極暗赤褐色　炭化物0廃土粒子少量，ローム粒子微量
摘　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

は　赤　褐　色　焼士ブロック少量

12　にぷい黄橙色　砂粒多鼠　粘土粒子中量
1：〕黒　　出　　色　帖上位J’・・砂申出l∴　tトー！、位「出宣・

「－1情　　出　　色　址上位j’一・帖上位j’・・砂粒中量，t「∴∵樟jつ′、冒＿

15　極∴暗　褐　色　粘土粒子中量夕　焼土粒子eローム粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl＼4が相当し言策さは41＼49C、111である。P5は竃と対峠する位置にあり，出入

l）lIに伴うビットと考えられる。

滞ま　Ⅲ層からなりタ　レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　窯　褐　色

6　翼　褐　色

炭化物もロームブロックの焼土粒子微量

ロレ∵ムブロック少量，焼土粒子が炭化粒子微量
ロームブロックや炭化粒子微量

ロ…ムブロック・焼土粒子e炭化粒子微量

焼土粒子少量，炭化物0号ブームブロック微量
廃土粒子を炭化粒子。ローム粒子微量

色
色
色
色
色

褐

　

褐

　

褐

賠
褐
窯
褐
暗

7

8

9

m

‖

焼土ブロックの！コームブロックも炭化粒子微量

ロームブロック微量
ロームブロック微量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　士師器片308点（．杯36，襲272），須恵器片94点，砥石1点，釘1点が，全域から散在してil侶二し

ている。多　の遺物が　覆土下層から出土している。墨書土器である欝の須恵器埠は　竃左裾付近の覆土下層

から出土している。

所見　時期は，出士土器から8世紀後葉と考えられる。
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第127図　第56号住居跡実測図
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第128回　第56号住居跡出土遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表（第128図）

0　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

376土師器璽［24，0］（14．5）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙普通口緑横ナデ，体部内・外面へラナデ 覆土下層10％

377須恵器呵こ13．6 3．9 8．4
雲母・長石・石

英・赤色粒子
灰黄 良好

底部・一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り
覆土下層80％，PL48

378須恵器坤こ13．8 4．5 7．7雲訃長石・石英灰黄 良好底部一方向のヘラ削り，休部下端手持ちへラ削り覆土中層70％，PL48
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番 号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

379 須 恵 器 杯 13．7 3．7 8 ．0
雲母 ・長石 ・

石英
灰 白 良好

底部二方向のヘ ラ削り，休部下端手持ちへ

ラ削り
覆土下層

60％，底部外面

墨書 「再 」

P L 56

38 2 須 恵器 甑 ［28．8コ （16．1） 長石 ・石英 灰黄褐 良好
休部外面横位 の平 行叩き，内面へラナデ ，

当て具痕
覆土 下層 30％

383 須恵 器 甑 ［28．0］ （15．1）
雲母 ・長石 ・

石英
灰黄褐 良好

休 部外面横位の平行 叩き，内面 へラナデ，

当て具痕，輸積み痕
覆土下 層 20％

T P 4 8 須 恵 器 璽 － （5．2） － 長石 ・小礫 オリーブ黒 良好 休部外面格子目の叩き，内面同心円の当て具痕 覆土下層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 14 砥　　　 石 3．0 3．3 1．7 13．1 凝灰岩 紙 面2面，溝状の紙面1か所 覆 土　 中

第57号住居跡（第129図）

位置　調査区の東部のC4j4区に位置し，東に傾斜する台地の東端部に立地している。

重複関係　西部を第1号港に，北東部を第2号溝に，南東コーナー部付近を第3号方形竪穴遺構にいずれも掘

り込まれている。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竃の残存部やピットの位置から判断して，N－60－Wを

主軸とする一辺4．03mはどの方形と推定される。残存する北壁は高さ3cmで，壁は緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，確認できなかった。

0

」＿」－∫

0　　　　　　　　　　　1m

ト一一一一一一

第129回　第57号住居跡実測図

竃　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで70cmである。火床面は，床面とほぼ同じ高さの平

坦面を使用し，火熱により赤変している。袖部は遺存状態が悪く，袖部があったと思われる範囲に粘土粒子が

散在しているだけである。煙道は緩やかに立ち上がっている。竃内の覆土が1層のみ確認できた。
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竃土層解説

1　極暗赤褐色　ロレ鵬ムブロック少鼠　廃土ブロックの炭化物微量

一　ソ・、　言こ　り　、′「、∵、〉　　　′′一l′．：、′！　！こ‥二、二、1＿、二、ノ　　′3　－！．、、・．．「／∴．・　′．　　　′、

；日刊二伴うビットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　極　暗　褐　色　廃土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

遺物出立状況　土師器片野点　須恵器片　点がタ中央部の東側から出土している。多くの遺物が穫土中から出

土している。384の土師器葉は，東部中央の床面から出土している。

所見　時期は，出土士器から8世紀中葉と考えられる。

第相聞　第57号住居跡出土遺物実測図

第㍍号住居跡出土遺物観察表　第相国）

0 二′・、

番 号 種 別 巨 醜 ［二可 器 可 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 ！　 手 法 の 特 徴　　　　　　 備 考

3 8 4 婆 i ［2 互や2 車 8 可 雲 母 さ長 存 石 英 灰 黄 褐 普 通 恒 縁 横 ナ デ ＼ 体 部 内 尋 滴 へ ラ げ　 桓　 面 恒 ％

第鯛考健腰妙　第臓図）

位置　調査区の中央部のD3e3区に位置し芦　南に傾斜する台地の東端部に立地している。

ノ工つおノ、：言㍉言上、1・‥　主′、、′′．、ノ，言、　　－・ノ∴十J、＼、　二　　、′r了ノ．；r　－（′　′ユ＿、・了　・・t・・、・‘

外傾して立ち上がっている。

へ．∴上、′．・一、‾　　　ノ、l二、・ノて　′　′′ハー！．一言′I・一一．｛　′ノ　ノ′、　′　　′　′′ノ・・一、、′ノ　‘∴　′、J．′・′ノ

かったが，壁溝は全周していたものと推測される。

－ノー－　　′　㍉一　　　二　∴　　・・・′J　－′　　′　′　ノ　　　　‘′．・　．‾　一　　　一ノ　∴．ノ　′

′　′：ノ　′・一．．　‥．．＿　．・　′　　．　　′　　　／′　　　′　　　　　′、　　　　　　　　　　′　．　′一・′

光熱によ　赤変硬化している。煙道は　火床面から緩やかに立ち上がっている。土層は　層からな軋　いずれ

も竃内の覆土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，焼士粒子微量
2　暗　褐　色　ロ…ム粒子中鼠　炭化粒子さ粘土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子0粘土粒子中量，焼土ブロックの砂粒

少量草　炭化粒子微量

4　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠　ローム粒子少量
5　暗　赤褐　色　ローム粒子中量，廃土ブロックe炭化粒子少量

二・＼　‥．・・、′l′、一　　　　ノ′　′　ノ　　′ノ．　　こ　JJ、　．′∴　　　′－′ノ　・、ノ・‘一　′　　ノ

P4は竃と対峠する位置にあり，出入り口に伴うビットと考えられる。

l一一14（主l一



覆土　6層からなり，レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
5　褐　　　　色　ローム粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片112点，須恵器片31点，刀子1点，釘2点が，東部から散在して出土している。多くの

遺物は，覆土下層から出土している。387の須恵器鉢は，中央部の東寄りの床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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第131回　第58号住居跡・出土遺物実測図

第58号住居跡出土遺物観察表（第131図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

386 土師器 璽 ［22．0］ （5．8）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙 普通

口緑横ナデ，体部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
覆土下層 5％

－141－



番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

387 須 恵 器 鉢 ［29．6】 （6．7） － 雲掛 長石・石英 灰 良好 休部外面格子目の叩き，内面へラナデ，輸積み痕 床　　 面 5％

番号 器種 全長 刀身長 身幅 重ね 茎長 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 51 ノJ 子 （14．9） （8．1） 1．0 0．4 5．8 （11．1） 鉄 切先欠損，両関，茎部木質付着 覆土中層 P L 6 1

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 52 釘 （5．2） 0．6 0．6 （11．3） 鉄 断面方形の棒状 覆 土 中 P L 62

M 53 釘 （4．6） 0．9 0．9 （13．5） 鉄 断面方形の棒状，脚部がほぼ直角に屈曲 覆土 中層 P L 62

第59号住居跡（第132図）

位置　調査区の中央部のD3e5区に位置し，南に傾斜する台地の東端部に立地している。

6

M54　　394　388

ー142－

第132回　第59号住居跡実測図
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